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序章

1.本研究の出発点

本論文では､日本語の基本的な条件形｢と･たら･なら･ば｣が表す非条件的な意

味と条件的な意味を仮定性(hypotheticality)の観点から眺め､セルビア語との対照を

通じて､考察`分析を行う｡本研究の主要な課題は､スラブ語に属するセルビア語と

日本語という類型的に異なる言語の対照を行うことにより､日本語の条件構文の様々

な仮定的な意味を分析することと同時に非条件的な意味と区別させることである｡

セルビア語と日本語では､ ｢条件｣という概念には､大きな違いがある｡セルビア語

の｢条件｣とは､必ず仮定的な事柄を表していて､いくつかの種類に分けられている｡

これに対して､日本語の｢条件｣は､仮定的な事柄だけではなく､時間､原因･理由な

どの非仮定的な事柄も表すことができるカテゴリーである｡さらに､仮定条件におけ

る｢と･たら･なら･ば｣の使用規則は明確ではない｡セルビア語では､ある条件を

表すための言語的手段は明確であるのに対して､日本語では一つの条件形がいくつか

の条件の種類を表すことができる｡それゆえ､セルビア語を母語とする学習者にとっ

て､日本語の条件構文は非常に困難な項目の一つである｡

日本語の｢と･たら･なら･ば｣の形式をセルビア語に訳すと､意味はほとんど変

わらないし､四形式の違いが出てこない｡どの条件の種類でどの形式を使用すべきか､

明確な規則がないため､同じ文にどの形式でも入れ替えができるとセルビア語話者の

日本語学習者は誤解してしまう｡次の例を見てみよう｡

(1)雨が降れば､試合を中止する｡

雨が降ったら､試合を中止する｡

雨が降るなら､試合を中止する｡

これらの文をセルビア語に訳すと､次のようになる｡

Ako接続詞bude padala ki喜a第二未来形, Otkazaeemo未来形utakmicu.



この用例の場合は､ ｢降れば｣ ､ ｢降ったら｣ ､ ｢降るなら｣の意味をセルビア語

に訳すと同じものになるため､セルビア語母語話者の学習者は｢ば･たら･なら｣の

区別が分からなくて､条件構文と非条件的な文との区別さえできなくなってしまう｡

次の文を見てみよう｡

(2) *本を読むと､私に貸してください｡

本を読んだら､私に貸してください｡

*本を読むなら､私に貸してください｡

*本を読めば､私に貸してください｡

( ｢*｣は非文であることを示している)

この文のセルビア語訳は､次のようになっている｡

Kad按脚proeita差現在形knjigu, pozajmi命令形mlJe.
●

では､上記の例文では､時間的な意味を表しているにもかかわらず､なぜ条件形が

使用されているのだろうか｡しかも､ ｢と･たら･なら･ば｣の意味の違い､正しい

使い方は､どのように区別すればいいだろうか｡

条件文と他の複文との関係については､すでに多くの研究がなされてきている｡そ

の中で用いられている｢既定性｣ (Settledness)と　Realis/Irrealislという概念に特に注

目したい｡これらの概念は､日本語の条件形と時間文および原因･理由文との関わり

の理解にとって重要な手がかりとなるからである｡

有田(2006b)は､発話時点で真偽が決定している文を｢既定の文(settled

sentences) ｣と呼び､発話時点で真偽が決定していない文を｢非既定の文(unsettled

sentences) ｣と呼んでいる｡また､ Akatsuka (1985)と和佐(2006)は､ Realis/Irrealisの概

念を使って条件文と時間文､原因･理由文との関係を研究してきたo Akatsuka (1985)

は結論として､英語の時間節の接続詞であるwhen,そして原因･理由節の接続詞であ

るbecause, sinceは､ Realis領域において､条件節の接続詞のifに対応していると逮

lMithun(1999)は､ RealisとIrrealisを次のように定義しているo The realis portrays

situations as actualized, as having occurred or actually occumng, knowable through direct
●

perception. The irrealis portrays situations as purely within the realm of thought,knowable only

throughimagination. (Realisとは事態を実現したこと､起こったこと､あるいは実際に起

こりつつあることとして描写する｡それは直接的な知覚を通して知り得るものである｡

Irrealisとは事態を純粋に思考の領域内にあるものとして描写する､それは想像を通し

てのみ知り得るものである｡ ) (和佐､ 2006)
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べている｡しかし､セルビア語母語話者の日本語学習者にとっては､ settled se山ences､

あるいはRealis領域に属する文は､条件として捉えられておらず､またunse仕led

se山encesの中の仮定性のない文も､条件としては理解しづらい｡

さらに､用例(2)を見れば分かるように､ ｢たら｣の使用しか許容できない理由が

ある｡それは､従属節と主節の関係､即ち､文末の表現にある｡

北候(1964)は文末表現が｢と｣と｢ば｣の用法にどんな影響を与えているかにつ

いてこう考察している｡ ｢と｣の文末には意志表現の強い文はまったくつけられない

(3a)が｢ば｣の文末にはまったくつけられないとは言えず(3b) ､例3C-3fのよう

につけられる場合もある｡しかし､ 3C-3fが可能である理由については述べていない｡

(3) a*病気になると､休んだほうがいい｡

噂　病気になれば､休んだほうがいいo

c　分からなければ､手をあげなさい｡

d　寒ければ､窓を閉めてください｡

e　時間があれば､電話をかけてください｡

f　食べられれば､食べてください｡

(3a-3fは北候｢1964 : 76｣からの引用)

田(1989:62)は､北候(1964)が述べた文末表現のことを｢モダリティ｣という

用語を使って､次のように結論づけている｡

｢条件語の本来持つ性質上の用法に起因するのであるが､本質的には､文

末のモダリティが従属節の条件語を規定するのである｡つまり､どのような

｢述べ方｣ ｢表現意図｣で表現するかによって､どの条件語を使うかが制

約されるのである｡ ｣

そして稲葉(1990 : 70)は田(1989)の研究成果について､田が述べたことを捉え

なければならないといっている｡つまり､どの条件接続辞を用いるかによって､主節

の文のモダリティが制約されるといっている｡さらに｢ば｣の文末表現について次の

ように述べている｡

｢ ｢ば｣は､従属節の述語が動作性の場合と従属節の述語が状態性､または従属節

が話者の自己意志で制御できないような事柄の場合では､主節制約が異なるので別々

に扱うことにする｡ ｢ば(動作性) ｣の場合は､主節は｢描写文｣ ､ ｢判断文｣に限
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られ､ ｢意欲文｣ ､ ｢命令･依頼文｣は不適格文となる｡ ｢ば(状態性) ｣の場合は

主節に制約はない｡ ｣

以上のように｢と･たら･なら･ば｣の時間､原因･理由文との関係､また主節制

約について沢山論じられているが､まだ十分に明らかにされていない側面もある｡た

とえば､条件形の用法において､どの条件形がどの条件の種類を表すことができるの

か､またどの場合に非条件の意味を表しているかについてはまだ十分な研究がなされ

ていない｡

2.日的

本研究では､日本語の｢と･たら･なら･ば｣が表す非条件的な意味をセルビア

語の時間､原因･理由文､条件的な意味をセルビア語の条件構文と対照し､その用法

を探っていく｡研究課題は､以下の三点である｡

1. Comrie (1986)が定めた条件のパラメータは､セルビア語と日本語の条件構文

においてどのような役割をはたしているのか｡日本語の条件構文を考察するに

あたって､このようなパラメータは十分であるのか｡

2. ｢と･たら･なら･ば｣は､どの場合にどのような非条件的な意味を表してい

るのか｡時間文､原因･理由文との関係はどうなっているのか0

3. ｢と･たら･なら･ば｣はどのような仮定的な意味を表すことができるのか｡

仮定的な用法における四形式の使用傾向と特徴を探ってみる｡

以上のような分析は､日本語の条件構文の用法を知るための方法であると同時

に､日本語とスラブ語系であるセルビア語の条件構文との類似点及び異なる点をみい

だす手がかりにもなるので､見ていくことにする｡

3.方法

本研究では､日本語とセルビア語の対照を通じて､ ｢と･たら･なら･ば｣の非条

件的な用法における時間的な意味及び原因･理由の意味を探っていく｡また､仮定的

な用法において､従属節のモダリティ､主節のモダリティと両節の関係を分析しなが

ら､両言語における対照項目の対応関係､その共通点と異なる点を探ることにした｡

4



研究方法において､日本語の文学作品から時間的な意味及び原因･理由の非条件的な

意味を持つ｢と･たら･なら･ば｣の例を散り､日本語とセルビア語の対訳からその

対応関係を分析した｡また､仮定的な意味を持つ｢と･たら･なら･ば｣の例をとり､

日本語とセルビア語の対訳からその対応関係を分析した｡集めた例の翻訳に関しては､

著者が直接翻訳した｡翻訳の客観化を極めるため､日本語とセルビア語の対訳本を用

いた翻訳の形が望ましいとは考えられるものの､日本語とセルビア語の直訳の本がま

だ少なく､英語などの外国語経由で翻訳されたものが多いため､著者が直接翻訳する

ことにした｡翻訳の際､翻訳の正確さ及び客観性に注意した｡

4.構成

本論文の構成を以下に述べる｡

凍奉では､研究のきっかけとなった問題点を明らかにし､研究目的と研究方法

を述べる｡

第1章では､日本語の｢と･たら･なら･ば｣のさまざまな意味と用法に関する先

行研究を概観する｡

1
∫

第2_章では､ Corruie　が定めたパラメータに基づいて日本語とセルビア語の条件構

文を対照し､考察したい｡日本語の条件構文を分析する際に､ Comrieが定めたパラメ

ータは通用するのか､それに加えなければならない基準があるのか､を検討したい｡

第3章では｢と･たら･なら･ば｣が表す非条件的な意味を探って､どの条件形が

どの場合に非条件的な意味を表すことができるのかを調べる｡特に時間と原因･理由

の意味に焦点を当てた｡また､時間文､原因･理由文との関係はどうなっているのか

を考察していきたい｡さらに､セルビア語の時間文､原因･理由文などの複文との共

通点と異なる点を探りたい｡

第女章では､ ｢と･たら･なら･ば｣が表すさまざまな仮定的な意味を分析するo

セルビア語の条件の種類(レアルな条件､ポテンシャルな条件､非レアルな条件)と

対照し､ ｢と･たら･なら･ば｣はどんな条件の種類を表すことができるのかを調べ
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る｡さらに､格条件の種類においての｢と･たら･なら･ば｣の用法を従属節のモダ

リティ､主節のモダリティ､従属節と主節の関係という三つの観点から分析する｡四

形式の使用傾向と違いを調べる｡
′■■■'

第5章では､第2章､第3章と第4章で得られた結果について考察を行う｡

最後の第6章では､本研究から得られた新たな知見をまとめ､今後の研究課題につ

いて述べる｡

本論文の構成

まえがき 陶gｸﾊHｸh,ﾈ�Jﾙ5ⅲ�目的､方法､構成 

第1章 陶�hﾗ8ﾊHｸb�

第2章:条件の種類を見分けるパラメータ 綴6�&帽,ﾈ7�8�8��ｸ5�,舒�,2�

く日本語とセルビア語の条件構文の対照 ��

第3章:｢と.たら.なら. �,�8,ﾉO���ﾈ�4�,�9j�,iw�d��

-セルビア語の時間文と原因 唳yﾙu)[h,h,ﾉ�顰h/�,ｨ+h,B�

第4章:｢と.たら.なら.ば｣の仮定的な意味と用法 

-セルビア語のレアルな条件､ポテンシャルな条件と非レアルな条件との 

対照を通じて 

第5章: 俟ﾈ���

第6章 鐙ﾈｹ��
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第1章

先行研究

1.1日本語における条件表現の研究

日本語学では､条件表現についての研究は数え切れないほど沢山ある｡その中

には､ ｢と･たら･なら･ば｣の個々の形式における意味､用法､特徴づけについて

分析しているものもあるし､四形式間の相違に焦点が置かれる研究もある｡また､条

件という概念とさまざまな非条件的な意味との関連についての研究もなされている｡

本論文では､セルビア語を母語とする日本語学習者に対して重要だと思われる条件表

現の分析を三つのグループに分けて､まとめた｡

1.1.1 ｢と･たら･なら･ば｣の形式別の用法分析

個々の条件形の特徴についての研究の中から､まずAlfonso (1966)と久野

(1973)の研究を取り上げたいと思う｡ Alfbnsoが日本語の条件形の分析を英語の

if/when　との比較を通じて行っているのが､ヨーロッパ言語に属するセルビア語を母

語とする日本語学習者にとってとても重要だと考える｡セルビア語の場合は､条件の

概念が英語と共通する部分が多い｡最も重要な共通点は､条件(if)の概念であるのか､

それとも時間(when)の概念であるのかは､仮定性(hypotheticalib,)の基準によって

決められることである｡

久野(1973)は事柄を｢一般の出来事｣と｢過去の出来事｣に分けて､ ｢と･た

ら･なら｣の文法的な制約を分析している｡

以下にAlfonsoと久野の各条件形の分析における共通点及び異なる点について

述べる｡

Alfbnsoと久野によれば､ ｢と｣は従属節が先行条件を表し､主節がその｢当然

の結果｣ ､ ｢習慣的な結果｣､あるいは｢不可避的な結果｣を表すとされている｡ (例

文は久野(1973: 116)から引用)

(4)a太郎は日光-行くと､田中さんの家に泊まる｡

b*　太郎は日光-行くと､弟を連れて行く｡
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例　4b　の｢と｣の使い方は不適当である｡その理由は､ ｢弟を連れて行く｣である

主節が｢日光-行くと｣である従属節の完了以前に起きる動作･状態を表しているか

らであると久野は説明している｡

(5)aお酒を飲むと､顔が赤くなる｡

b　夏になると､ニューヨークに行きます｡

C*　来年夏になると､ニューヨークに行きます｡

久野は5Cの｢と｣の使い方も不適当であるとしている｡ ｢と｣は｢当然の結果｣､

｢習慣的な結果｣を表すが､ 5Cの｢来年の夏｣は一回限りの動作を表しているため､ 5Cの

文法性が低いと説明している｡ Alfbnsoはこの件については触れていない｡

また､ ｢と｣の制約については､主節は命令･要求･決意を表すことはできな

いと主張している｡

(6)a*寒いと､もっと着なさい｡

b*　夏になると､ニューヨークに行ってください｡

C*　太郎が来ると､帰ります｡

｢と｣の主節が従属節の｢当然の結果｣ ､ ｢習慣的な結果｣､あるいは｢不可避的

な結果｣を表すという制約を持っ｡命令･要求･決意は､いわば話し手の考えで決めら

れるものであることから､ ｢と｣の主節は､命令･要求･決意を表すことができない｡

例文の｢もっと着なさい｣ ､ ｢ニューヨークに行ってください｣ ､ ｢帰ります｣は命

令･要求･決意を表すため､これらの文は非文となる｡

久野は､ ｢過去の出来事を表す場合｣の｢と｣の用法について､ ｢と｣は過去

の文で使われる場合､ ｢当然の結果｣､ ｢習慣的な結果｣､ ｢不可避的な結果｣を表すので

はなく､過去の一回限りの出来事を表していると指摘している｡

たとえば､次のような例である:

(7)a家を出ると､雨が降っていた｡

b　家で寝ていると､二郎が訪ねてきた｡

つまり､ 7aの｢家を出る｣ことと｢雨が降っていた｣こととの間や､ ｢家で寝てい

る｣ことと｢二郎が訪ねてきた｣こととの間には､必然的な結果の関係が含まれていない

ことを指摘し､ Alfbnsoが提示した｢と｣の説明だけでは不十分であると指摘している｡

(2) ｢たら｣について
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｢たら｣は従属節が完了してから主節が起きることを表している｡文末の動詞

が現在形の場合は､条件的あるいは仮定的なことを意味する｡文末の動詞が過去形の

場合は､時間的に先行することを意味する｡

(8)夏になったら､ニューヨークに行きます｡

(9)家を出たら､雨が降っていた｡

久野は､ ｢たら｣の制約について､ ｢主節が過去の出来事を表す場合には､従

属節と主節の間に､主節の主語による意図的な時間的前後関係があってはならない｣

と付け加えている｡

(10) a*太郎は夏になったら､軽井沢に行った｡

b　夏になったら､太郎は軽井沢に行ってしまった｡

(ll) a*　太郎は家に帰ったら､ご飯を作った｡

b　太郎は家に帰ったら､花子から手紙が来ていた｡

つまり､ 10aと11aでは､主節の主語の意図による前後関係が認められるため､

非文法的であり､そのような意図が認められないbの文は文法的である｡すな

わち､過去の出来事を表す場合､ 10b　と11bの｢太郎は軽井沢に行ってしまっ

た｣ ｢花子から手紙が来ていた｣のような主節がしばしば｢思いがけない出来事｣

を表している｡

(3) ｢なら｣について

Alfonsoの説明によると､ ｢なら｣は他者の発言を取り上げて､トピックにする

ものである｡ ｢なら｣の用法において､久野は次のような制約を挙げている｡

1)従属節が確実な出来事を表す場合には｢なら｣が用いられない｡

(12)*　夏になるなら､ニューヨークに行きます｡

2)従属節が実現･完了しなければ､主節が生じ得ないような動作･状態を表す

場合は非文法になる｡

(13)a*たばこを飲むなら､やめられなくなるでしょう｡

b　太郎は日光-行くなら､弟を連れて行く｡

ここでは､たばこをやめられなくなるという状態の前には､たばこを吸うとい

う動作がまず実現しなければならないので､ 13 aの例は非文である｡これに対

して､ 13bの｢弟を連れて行く｣ことは｢日光-行く｣ことがまだ完了しないう

ちに起きることが可能であるため､非文法にならない｡

9



(4) ｢ば｣について

Alfonsoによると､ ｢ば｣は､従属節が先行条件を表し､主節がその｢当然の結

果｣ ､ ｢習慣的な結果｣､あるいは｢不可避的な結果｣を表し､条件的あるいは仮定的な

ことを意味する｡

(14)a春になれば､花が咲く｡

b lOOから50をひけば､ 50になります｡

また､ ｢ば｣には次のような制約がある｡次の例に見られるように､動作性逮

語2の場合は､主節は､命令･要求･などを表すことはできない｡

(15)a欲しければ､取ってください｡

b　仕事が終わらなければ､休んではいけません｡

C*　本を読めば､貸してください｡

15a　の｢欲しい｣と15bの｢終わらない｣は状態性述語であるので､主節は命

令･要求などを表すことができる｡ところが､ 15Cの｢読む｣は動作性述語であるため､

主節に命令を表すことはできない｡

久野は､ ｢ば｣について言及していない｡

吉川(1989)は､文末制限からみた｢と･たら･なら･ば｣について､次のよ

うに指摘している｡

と　　文末が制限される｡

ば　　バの形の述語(従属節)が動作性だと文末が制限される｡

バの形の述語(従属節)が状態性だと文末が制限されない｡

たら　文末制限がない｡

制限される文末の形とは意志､命令､依頼､禁止､忠告､勧誘､希望の表現の

ことである｡これらの表現をするときは､条件の｢と｣は使えない｡ ｢たら｣は使え

る｡

宮島(1964)も､ ｢主文に命令･すすめ･許可･希望･意志など判断以外の表現

がくる場合にはタラが用いられる｡バが使える場合もあるが､トは使えないo

(16) a　　電車に乗ったら,歌はやめなさい｡ (命令)

2動作性述語とは､例えば､ ｢行く｣､ ｢読む｣などで状態を表さず､具体的な動作を表す動詞であるoそれ

に対して､状態性述語とは､例えば､ ｢いる｣ ､ ｢終わらない｣､ ｢行ける｣､ ｢ほしい｣などで､状態を表

す動詞､動詞の否定形､動詞の可能形､形容詞である｡
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b　　気分が悪かったら､帰った方が良い｡ (すすめ)

C　　金ができたら､山-行きたいな｡ (希望)

d　　くわしい予定がわかったら､またお知らせします｡ (意志)

16b,C,dは､ ｢バ｣でもいえるが､ 16aは置き換えられない｡命令が下にく

るもののうち､従属節と主節の主体が同じで､従属節が動作の場合(aはこれに

あたる)には､ ｢タラ｣でなければいけないようである｡ ｣としている｡

しかし､ ｢仮定的な条件｣に属する文においては､主節に意志表現がくる場合

と､それ以外の表現がくる場合とはその制限される内容が異なる｡つまり､意志表現

の場合は､従属節の述語が動作性であっても､従属節と主節の主体が異なれば､使用

可能である｡

(17) ｢貴方が仕ないと仰有ってくだされば安心してお待ちしているんだけど･

(こんなこと)

(18)そして友がつまらないと云えばよすつもりだったが､ - ･｡ (晩秋)

(19)踏み絵に軽く足をのせれば､即刻､ここから放免してやる｡ (沈黙)

また､ ｢と｣にも意志表現がくる用例がみられる｡

(20)断っとくがな､ -んなまねをする七一人は叩っ殺すぞ､ - ･｣ (さぶ)

●｣

｢と｣ ､ ｢ば｣の使用において､主節のモダリティに制約があるということは

確かであるが､このモダリティの制約は､従属節のモダリティとの関係から説明する

必要がある｡つまり､ ｢仮定的な条件｣に属する文には､後に細かく説明するように､

いくつかの条件の種類が見られる｡どのタイプに属するかによって､従属節のモダリ

ティも主節のモダリティの制約も異なるからである｡

以上､ ｢と･たら･なら･ば｣の形式別の用法､特徴づけ及び制約についての

研究を取り上げたが､以下では､四形式の用法の分類を行った先行研究を概観したい｡

1.1.2. ｢とLたら･ならtば｣の用法分類

｢と･たら･なら･ば｣の用法に関する分類を行った研究について見てみたい｡

小林(1996)によると､古典語の二つの条件の形である｢未然形+ば｣ ､ ｢己然形+

ば｣による文を､松下(1930)の分類を把握した上で､次のように分類できる｡ (参考
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として､松下は1)仮定(未然仮定/現然仮定(いわゆる恒常条件) ) 2)確定(必然確

定/偶然確定)に分類している)0

｢

仮定条件　完了性/- ･花墜む建見むo

非完了性- ･君定む建我も共に行かむ｡

順接条件

恒常条件-　-　- ･ ･酒を盤塵遷酔ふ｡

確定条件　必然確定- ･今日は雨隆也皇室客無し｡

偶然確定･ ･ ･顧みすれば月傾きぬ｡

それぞれの定義は､次のようになる｡

完了性仮定条件･ ･ ･ ･ ･未来時において､動作･作用の完了した場合

を仮定するもの｡

非完了性仮定条件･ ･ -現在の事実に関する仮定や､現在あるいは過

去の事実に反する仮定(反実仮想)など､完了性以外の一切の仮定をさす｡

恒常条件･ -　-ある条件が成立する際にはいっでも以下の帰結句の

事態が成立するという､恒常的･普遍的性格を持ったものとして提示するもの｡

必然確定条件･ i - ･条件句が原因･理由を表し､条件句と帰結句と

が必然的な因果関係で結びつくもの｡

偶然確定条件-　- ･条件句が帰結句の事態の成立する単なるきっか

けであったり､帰結句の事態を認識する前提であったりするもの｡

(中略)以上により､本書においては､ ｢己然形+ば｣による普遍的･一般

的表現を仮定条件･確定条件とは異なるものとして設定し､その上でその歴史

的な変遷の過程､様相を把握しようと思う｡なお､このような立場は､湯沢幸

吉郎氏の分類にもみえる(湯沢<一九五九>) ｡また､山口勇二氏は､この恒常

条件にあたるものを｢一般条件｣の名で呼び､松下の扱いに対して､

<古典語におけるこの種の条件関係を確定･仮定という二つの範噂のいず

れかに収めようとすることには多少の無理を感じるのであり､それを避ける意

味で私は確定･仮定のいずれとも区別する視点に立とうとした｡ (山口<一九八
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0>) >と述べている｡用語は異なるが､基本的な視点は本書の立場と一致して

いるものといえるであろう｡ ｣

現代語の条件形｢と･たら･なら･ば｣による条件構文においても､ほとんど

上のように､仮定条件/恒常条件/確定条件の三つに分類している｡ここに､田(1989)の

分類と中島(1997)の分類を取り上げてみると､田は､ 1)仮定条件､ 2)既定条件､ 3)檀

常条件の三つに､中島は､ 1)仮定的条件､ 2)事実的条件､ 3)一般的条件の三つに分類し

ているのである｡田の｢既定条件｣と中島の｢事実的条件｣は同類のものをさしてお

り､ ｢既定条件｣は､小林の｢確定条件(偶然確定) )｣のことである｡

益岡･田窪(1989)では､条件表現は｢ある事態と別の事態との依存関係｣を表す

ものであると述べられている｡また､表1.で示されているように条件表現を四つに分

類している｡それは､法則的､偶有的､仮定的､反事実的である｡ ｢法則的｣とは､

ある事態が起こることが､必ず別のある事態が起こることを意味するという因果関係

のことである｡その場合は､ ｢ば｣が用いられる｡ ｢偶有的｣とは､話し手が事実と

して認識している依存関係を表し､ ｢と｣が用いられ､ ｢たら｣になると事態の完了

性を表すo ｢仮定的｣は､ ｢と･たら･なら･ば｣が用いられ､ ｢もし｣ ､ ｢仮に｣な

どを伴って使用することもある｡ ｢反事実的｣は条件文を表す時､主節に逆接の接続

助詞｢のに｣などをつける場合が多い｡

表1.益岡･田窪(1989)による分類

条件表現 佝���例文(益岡.田窪(1989:192-3)) 

法則的 �,��ちりも積もれば山となる 

偶有的 �,b�+ﾘ.r�この商品は､涼しい季節になると売り上げ 

が落ちる 

この仕事が終わったら､少し休みましょう 

仮定的 �,��もし彼の理論が正しいとすれば､大変なこ 

とになる 

反事実的 �,��+ﾘ.r�もし私が鳥であれば､あなたのところに飛 

んでいけるのに 

あの薬を飲んでいたら､いまごろは大変な 

ことになっていたところだ 
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前田(1991)は､小説に書かれている条件表現｢と･たら･なら･ば｣の例を取り出し､

レアリテイ-という観点から考察して､分類を行った｡前田はまず､条件表現のもっ

とも基本的なものとする｢仮定的｣について二種類に分けたo　一つは｢仮説的｣ ､つ

まりレアリテイ-が未定である場合である｡もう一つは｢反事実的｣ ､つまり､事実

に反する事柄を､それが実現した場合を想定して仮定する場合である｡前田が行った

分類は表2.で示している｡

表2.前田(1991)による分類

レア5)ティ.- 

蘭件 倆H�?�爾�

a I 轟 ■線 的 局 i.鈷 I 捧¥r�自.��4��■p 囲 ��:�4��几��"�庶事襲 
_墜‥ 佇(ｽX�･��匪寧酎垂垂嚢二二コ 

直畠【~ー~一一一一一一一一~ー 凵z革撃観 萄ﾟY8ﾉ{｢ﾒﾗ�(�ｷ��

a撃撃些 凵d垂垂.【▼【ー �8��(ﾋｲ�

辞 艦 蕊 的 i 冖"���ｲ�耳(転久) 剏ﾉ開き:一一~二 l 一緒 i �$�耳枴lｨﾊﾈ耳耳���棈�b�

産薗■:車重-mp 

I I ■■榊ll T画 乖��8���,��ﾉ¥r��r�…琴競 

｢奮う,かけ 
l圃時 

箆最.. 

!嘩 

磯野 

* �����ﾈ�"�壁 倆B�

¢ 仗R�X 腐��

･t鼻 ���↓■画~ 乏y?�r�

_一撃 ��5�"�:A 諜��

O 傴｢粐�甘. ��(馗��

軍｣ 抱ﾙ�"�や �$�)､｢�

】▲_負 �ﾈ爾��尊 ���
十X �+ﾂ�rS �ﾂ��

米 �ｨ�褪��画= 帝��范%��

X 綿�"�-~噺 �)��

LL__X 俛ﾂ�画 �ﾈ�2�

Ilx 處u��'lgl 冲H�ｲ�

X �5��二重_ 倆I?��

A!■一軍~~~~ ��8而鉉��▲X ���鉗�(h爾�

X 調ｹ�ﾂ�@ 亳��

lXl ���ｲ��0 兔B�

壷 ��ｲ�C) ���

旦l 倬eﾒ�0 亳��

◎-魚島でも頗噺がみられる

0-用例もあり.蛙たると判断できる
<)-不可能でほないだろうが,用例はほとんどない

&賢近い用例はあるが♪酬隈が轟も
×ここ虻えない　　　　　　　　　'

表2.によると､ 1-4は仮定的条件文で､これらの従属節の出来事は事実的なこと

を表している0　2及び3は反事実条件文と仮説的条件文である0

5-12は､非仮定的な条件文で､ 5と6によって表されるのは出来事が繰り返し起こる

ものである｡ 7-12は様々な状況を表しながら､ -回しか起こらない出来事を表すもの

である｡
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13-17は､ ｢と･たら･なら･ば｣の形が使われているが､条件的なことを表してい

ないため､非条件的な用法としている｡

しかし､前田(1991)の分類は､前田自身も指摘しているように､ ｢と･たら･なら･

ば｣四形式の使い分けについては明快な基準を打ち出すことは完全にはできず､問題

点はそのまま残っている｡

これらの研究に対して､高橋ほか(2005)は､従属句節(条件節)のモーダルな性格

から､条件文を五つに分類する事ができると指摘した｡その内容は次のようである｡

>　仮定的な条件(成立するかどうかまだ分からないのだが､成立するかもしれないし､

成立しないかもしれない条件)をさしだすもの

>　予定的な条件(一定時間後に成立が予定されている条件)をさしだすもの

>　反現実の仮定的な条件(現実にはないのに､仮に､あることとしてさしだす条件)を

さしだすもの

>　既定の条件(すでに現実に成立した条件)をさしだすもの

>　一般的な条件(特定の時間位置に限定されず､習慣的な繰り返し､あるいは一般的

な可能性として成立する条件)をさしだすもの

(21) a　　あした雨がふったら､えんそくはやめる｡

b

C

っただろう｡

d

e

むこうについたら､電話しろ｡

もしもおれがおんなだったら､おまえのようなおとこがすきにな

目をさまして､あまどをあけると､ゆきがつもっていた｡

このあたりはおお雨になると､かならずみずがつく｡

つまり､ 21aは仮定条件､ bは予定的な条件､ Cは反現実の仮定的な条件､ d

は　既定条件､ eは一般的な条件である｡高橋ほかの分類で注目すべきなのは､今まで

仮定的な条件として取り扱ったものの中から予定性のものを取り出して､仮定的な条

件とは異なるものとして分類したことである｡

1.1.3.条件文と時間文及び原因L理由文との関わり

定延(2006 : 197-198)は条件表現をプロトタイプカテゴリとしてみているうちに､こう述べて

いる｡ ｢さまざまな言語を通じてみると､どの言語でも安定して条件表現になっているもの(予

測的条件文)がある一方で､言語によって条件表現になったり､ならなかったりするものがあるo
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(中略)これらを把握するには､条件表現は『典型』 (プロトタイプ)と『周辺』を持つプロトタイプ

カテゴリである｡条件表現の典型はどの言語でも一致しやすい一方､どこまでを条件表現と

するかは言語ごとにずれている｣という考え方が便利と思われる｡ ｣また､言語内でも条件表現

がほかの表現と重なってしまう例も珍しくないと指摘している｡日本語の場合も､条件節が時

間節と重なったり､目的節､原因･理由節と重なったりすることが多いという｡

益岡(2006)は､レバらしさ､タラらしさ､ナラらしさがどこにあるかを考察しなが

ら､こう述べている｡

レバ形式の条件文は､前件と後件で事態間の一般的因果関係(General causal relation)

を表す｡前件の事態が｢因｣ ､後件の事態が｢果｣を表すという｡たとえば､

(22)需要が増えれば価格が上がる｡

タラ形式の条件文については､前件で未実現の個別的な事態を表し､後件でその実現

に依存して生起する別の個別的事態を表すと主張している｡その特徴を個別的事態の

時間的依存関係(temporaldependency)と呼んでいる｡たとえば､

(23)向こうに著し 連絡してほしい｡

ナラ形式の条件文については､こう説明している｡前件においてある事態が其である

と仮定し､それに基づいて後件において話し手の判断や態度を表す性格がある｡ナラ

形式の条件文の特徴として｢仮定性｣ (hypotheticaliQ,)を挙げているo

(24)私は肝の中でどうせ無料の原稿だから､好き放題を書こう､もし原稿料を払ってくれるの

なら､彼の販売拡張に協力しようと思ったのですが,-0 (文芸春秋編｢司馬遼太郎の世界｣)
た1---=L一一

益岡(2006)自身が指摘しているように､三つの形式に固有の因果性､時間的

依存関係､仮定性があるが､それは､条件文の一般的規定にどう関係するのか､さら

に条件表現が原因･理由表現､時間表現とどう関係しあうのかという問題を取り上げ

るのが非常に重要である｡

有田(2006a)は､条件文/原因･理由文/時間文との関係について論じる中で､非

仮定的な事柄を表す条件形の意味特性について考察する｡まだ実現していない事態を

表す｢たら｣は｢未実現性｣を､実現された事態を表す場合は､ ｢非予測性｣を持って

いると主張している｡また､有田(2006b)はS曲le血essという概念を中心にして､日本

語と英語の条件文と時制節性について考察をする｡結論として､有田(2006b : 147)は､

｢英語の条件形式ifは時制節を取るのに対し､日本語の条件形式は､英語同様完全な

時制節を取る形式(ナラ､ノナラ､トスレバ)と不完全な時制節を取る形式(レバ､

タラ)に分けられる｡ (中略)日本語の条件形式のうち不完全な時制節をとる条件形
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式は既定的な条件節を表すのに制約があり､一方､完全な時制節をとる条件形式は､

非既定的な条件節を表すのに制約がある｡ ｣と主張している｡

Akatsuka (1985)は､英語の時間節の接続詞であるwhen,そして原因･理由節の接

続詞であるbecause, sinceは､ Realis領域において､条件節の接続詞のifに対応してい

ると述べている｡高梨(2003)も､条件文と理由文は､基本的には､従属節が仮定的で

あるか､事実的であるかによって区別されるとしている｡また､前田(1998)でも｢条

件文｣は｢仮定的な因果関係を表す｣と定義され､ ｢事実的な因果関係を表す｣のは､

｢原因･理由文｣であるとしている｡

西光(2006)は､条件表現と隣接概念の概念空間図を提案した｡　　.

時間関係(when) �h惠ｭhﾅr�&V6�W6R��

条件関係(if)(不確定) 

西光(2006 :219)の説明によると､ ｢時間関係は認知的には一番単純な関係であ

る｡単に二つの出来事の時間的重なりを述べるのみであるから､特別な認知プロセス

を経る必要がない｡現実因果関係は､ 2つの出来事の間に因果関係が成立するというこ

とを確認しなければならない｡ 2つの出来事を確認するだけでは不十分で､その裏に一

般的な因果関係が成立しているという一般的な知識が必要となる｡条件関係は､確定

していない出来事を想定し､一般的因果関係の知識を活用してどのような結果になる

かを予想するというかなり現実から離れた複雑な認知プロセスを必要とする｡ ｣

以上､本研究と関連のあるもののうち､検討を要するものを取り上げた｡このよ

うな問題点を念頭において､仮定条件を他の事柄から明確に区別しているためセルビア

語との対象に最も適切であると考える高橋ほか(2005)の分類に基づいて日本語の

｢と･たら･なら･ば｣の時間関係､原因･理由関係および条件関係の考察を進めるこ

とにする｡
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第2章

条件の種類を見分けるパラメータ

ー　Comrieのパラメータに基づく日本語とセルビア語の条件構文の対照

2. 1はじめに

条件表現は言語によって､その言語形式と意味は様々である｡実際は､その変異の

中に､共通している部分があると考えられるが､その部分がどこに有るかは明らかに

されていない｡また､言語によって､固有だと思われる部分もあるが､それはどこに

あるか､唯一つの言語を研究しているだけでは､その特徴がその言語に固有のもので

あるのかどうか､分からない｡

本章では､セルビア語と日本語の条件表現の類似点と異なる点を見出すために日本語

の条件表現をセルビア語の条件表現と対照し､類型論の観点からみていく｡

2.1｡1　セルビア語の｢条件文｣と日本語の｢条件形｣の定義

本研究のキーワードとなっているセルビア語の｢条件文｣と日本語の｢条件形｣と

の定義から始めたいと思う｡セルビア語の条件文とは､主節の状態が成り立っために

必要な条件となる現実的状態ではなく､仮定的状態を表すモーダルな従属文のことで

ある(Stanojeie, Popovie, Micie, 1989) ｡日本語の条件形は､主としてあわせ文のな

かの続ける文の述語として用いられる形で､言い終える文の表す事柄の条件､すなわ

ちその事柄が成り立っために必要な事柄を表す形である｡ (鈴木､ 1989 : 349)また､

高橋ほか(2005)も日本語の条件文について次のように述べている｡ ｢日本語の条件

句節(a)と主節(a)との関係の基本は､はこのそとの関係をあらわすことであって､

この関係さえなりたてば､未来のことでも､過去のことでも､また､現実のことでも､

非現実のことでも､あらわすことができる｡ ｣ (高橋ほか2005:263)

ここで見られる違いは､セルビア語の条件文は必ず仮定的状態を表す文でなければ

ならないことに対して､日本語の条件表現は必ずしも仮定的な事柄を表すとは限らな

い点である｡

本研究では､日本語の仮定的な事柄を表す文しか条件文として扱わないこととする｡

非仮定的な事柄を表す文は､非条件的な意味を持つ複文　一時間文あるいは原因･理
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由文　一として扱うことにする｡即ち､条件の種類を見分けるパラメータについて論

じる際に､それは仮定的な事柄のみに対するパラメータを意味する｡

2.2　条件文の種類を見分けるパラメ-タ

Comrie (1986)は､類型論の観点から､条件文のパラメータ(parameter)を次のよ

うに提示した｡それは(1)節の順番(clauseorder) , (2)条件のマーカー(marking

of conditionality), (3)仮定の度合い(degrees of hypotheticality)と(4=)基準時(time

reference)である｡

2.2.1節の順番

Stanojeid, Popovid, Micid (1989)によると､セルビア語では､条件節は主節に先行する

ことが普通であると同時に主節が前に来ることも可能である｡たとえば､

(25) Ako接続詞dobijem現在形premiju, kupieu未来形auto.

もし宝くじに当たれば､車を買う｡

あるいは､

(26) Kupieu未来形auto ako接続詞dobijem現在形premiju.

もし宝くじに当たれば､車を買う｡

(25)の場合は､条件節で表されている事態が強調されている｡宝くじに当たるという

出来事が最初に起こり､車を買うという動作が発生するのである｡つまり､ (25)の

文は出来事の順番を反映した語順で表す意味内容になっている｡ (26)の場合は､主

節の出来事が条件構文のフォーカスであって､条件節は主節の出来事が成立するため

の重要な事態として表現されている｡

セルビア語と違って､日本語では､主節が従属節の後に来るという文法規則(主節の

動詞は必ず文末に来る)がある｡

242.2　条件のマーカー

セルビア語では条件を表すマーカーは接続詞のako, ukoliko,li,kad,daであるo　しかし､

条件文の意味を正確にする手段として重要なのは､条件節および主節で使われている

動詞の形である｡接続詞と動詞の形の組み合わせによってセルビア語では､条件の意

味のタイプ､すなわち条件文の種類が区別される｡条件節および主節の動詞の形がど

れだけ重要な役割をはたしているかが､接続詞kadの例を見てよく分かる｡ Kadは時間
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を表す接続詞として時間文で最も多く使われている｡時間文では､動詞の現在形､過

去形､または未来形と一緒に使われている｡一方､条件文の場合は､動詞の接続法ま

たは第二未来形3の使用によって､ kadの時間文との区別がつく｡

日本語の場合は､ ｢と･たら･なら･ば｣それぞれの意味と用法が異なっているにも

かかわらず､共有している部分もあり､入れ替えの可能な場合とそうではない場合が

ある｡たとえば､日本語の｢と･たら･なら･ば｣は､条件を表す場合に使われるだ

けではなく､時間を表す場合にも使われる｡また､有田(1999)は､プロトタイプと

いう観点から日本語の条件文の説明を試みているうちに､基本的な条件形式としては､

ば系列の｢れば｣ ､ ｢たら｣ ､ ｢なら｣のみを認め､時間を表す性質を持っている

｢と｣および｢たら｣の一部分は､条件文の非典型例とみなしている｡すなわち､日

本語の条件のマーカーは､条件のみを表すとは限らない｡日本語の条件のマーカーは､

条件を表すものと時間や原因･理由のようなさまざまな非条件的な意味を表すものと

に分けられていない｡ ｢もし｣ ､ ｢仮に｣などは､条件のマーカーの機能をしている

が､これらの言葉の条件文における使用は不可欠なものではないので､マーカーのみ

によって非条件的な意味､また条件の種類を見分けることはできない｡

2E2.3　仮定の度合い

Comrie (1986)によると､英語の条件節では仮定の度合いが二つに分けられる｡それ

は､仮定の強いもの(たとえば､非現実の条件)と仮定の弱いもの(たとえば､一般

条件)である.仮定が強ければ強いほど出来事の起こる可能性は低くなるo

セルビア語では､仮定の度合いは､接続詞と動詞の形の組み合わせによって明確に表

されている｡このパラメータによって､セルビア語の条件は三つのタイプに大別され

る:現実の(レアルな)条件,潜在的(ポテンシャルな)条件と非現実的(非レアル

な)条件である｡

レアルな条件の例は:

(27) Ako接続詞je現在形Marko u gkoli, preneeu未来形muporuku｡

マルコが学校に来ていれば､伝言を伝えておく｡

ポテンシャルな条件の例は:

3第二未来形(血t∬eII)は発話時の後の時間で､他の動作の前か他の動作と同時に実現すると推測される

動作を表している法である｡

例:もし間に合えば､芝居の切符が買える｡
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(28) Kad接続詞bih dobio接続絵/Da接続詞dobijem現在形premiju, kupio bih接続%uto.

もし､宝くじに当たれば､車を買うけど｡

非レアルな条件の例は:

(29) Da接続詞Samimao過去形vi蓋e slobodnog vremena, bavio bih接続法se sportom.

自由な時間がもっとあったなら､スポーツをやってたのに｡

日本語では､例30-32に示されているように､条件節｢と･たら･なら･ば｣間で仮

定の度合いがそれぞれ異なる｡同じ条件形式が使われても､仮定の度合いがそれぞれ

異なる(例30-35) (Jacobsen, 1984)) ｡

(30)ボタンを押すと/押したら､明かりが点いたo

(When I pushed the button, a light went on.)

(31)ボーナスが出れig/出豊丘､新しい車を買うo

(If!when I get my bonus､ Ⅰ'll buy a new car.)

(32)もっと早く起きれ過起き豊丘､間に合ったのに｡

(If we had gotten up earlier, we would have made it on time.)

(33)家に帰ったら､すぐ電話をするo

(When I get home, rll phone you right away.)

(34)太郎に会った主､そのことを話しておくo

(If;/when I see Taro, nl talk to him about that.)

(35)雨が隆っ豊丘､試合は中止になる｡

(If it rains,血e match will be canceled｡ )

(30)の｢と･たら｣は時間を､ (31)の｢ば･たら｣は条件を､ (32)の｢ば･た

ら｣は非レアルな条件をそれぞれ表している｡また､ (30)から(35)まで｢たら｣

が用いられているが､ (30) ､ (33)は実際に話し手が従属節の行動を行うと､主節

の出来事が自然に起こるか､話し手が意志的に行うことであるため､仮定の意味合い

がないか､もしくは低いと言える｡一方､ (31) , (34) , (35)はより高い仮定の

意味を表しており､ (32)は仮定の度合いがこの中で最も商いのである｡

このように､日本語の場合は､仮定の度合いの区別は､ある程度文脈からすることが

できる｡一方､セルビア語の条件のマーカーの形式の違いから仮定の度合いがはっき

り区別される｡さらに､日本語で条件文として扱われている文はゼロから最大までの

仮定の度合いを表すことができるのに対して､セルビア語の条件文はゼロの仮定の度
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合いを表すことはできない｡この違いは､日本語の条件の意味と非条件的な意味を整

理するに当たって､とても重要な手がかりになる｡

2.2.4　基準時

Corruie (1986)は､英語の条件文を根拠に仮定の弱い条件文は､基準時が未来であり､

仮定の強い条件文は､基準時が過去であるとしている｡

セルビア語では､条件節および主節で使用できるのは､動詞の現在形､過去形､未来

形､第二未来形と接続法である｡仮定の度合いが最も弱いレアルな条件の条件節には

動詞の現在形または第二未来形､主節には未来形が用いられる｡ポテンシャルな条件

の条件節には接続法または現在形が用いられ､主節には接続法が使用される｡仮定の

度合いが最も強い非レアルな条件の条件節には接続法､現在形および過去形､主節に

は接続法が用いられる｡

日本語では､テンスがあるものの､仮定の度合いによってテンスが変化するという条

件節の基準時に関するComrie (1986)の枠組みには入らない｡日本語の場合は､テン

スは条件節ではなく､主節によって表されている｡しかも､現在形と未来形の区別が

明確ではない｡仮定性の最も強い非レアルな条件のマーカーとして主節の述語の過去

形を指摘できるのである｡

2七2.5.まとめ

以上述べたことをComrie (1986)が提示した条件節のパラメータに基づいて､英語

の条件節と比較しながら､表3｡でまとめてみる｡

表3.日本語の条件節とセルビア語の条件節

パラメータ �5ｨ8ｸ7(4�ﾎ｢�日本語 ��ﾎ｢�

節の順番 ���ﾈ���*H益���条件節う主節 ���ﾈ���*H益���

主節う条件節 忠[id�4鋳�主節う条件節 

マ-カー ��ｩ��霹�ｶ��Vｶ�霧�ﾆ槌ｶ�BﾆF��ｲ���ﾈ����-�益���｢と.たら.な ら.ば｣､｢も し｣､｢仮 に｣､非レアル �&ﾆd｢�
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の述語の形 �,���ﾈ�,ﾈ益��,ﾂ���ﾎｨ,ﾈ曁ｸ霹�,��,r� 

仮定の度合い ��ﾈ6X985�,h4�5��●テンスとアス �6X985�,ﾈ6�6(4��

ペクトの関わ �7�4�6x,ﾈｭh.ﾒ�シフト(時制後 

りで ●マーカーで .ゼロの仮定性 は条件文とし て取り扱わな い �.�,R��ﾈ7ﾘ�ｸ4ｨ�ｸ,R��5ｸ8ﾘ*�.x�)Eﾂ�過)で 

基準時 �ﾉ.�,ﾉ7畏x*(,��仮定の度合いに �ﾉ.�,ﾉ7畏x*(,��

よってテンスが �.h,�,H6X985�*｢�よってテンスが 

バックシフトす るか法に変化す る 兔�ｸ+X,�*"�バックシフトす る 

表3b　では､条件構文のパラメータを考察してきた.日本語の条件節とセルビア語の条

件節の類似点と異なる点をまとめてみると､以下の通りである｡

1)節の順番:日本語の場合は､セルビア語と違って､必ずしも条件節の出来事が主節

の出来事に先行するとは限らない｡

2)マーカー:セルビア語では条件のマーカーは接続詞と主節のテンスである｡日本

語の場合は､ ｢と･たら･なら･ば｣は条件のマーカーだけではなく､非条件的な

事柄のマーカーとしての機能も見られる｡どの場合に条件のマーカーで､どの場合

に非条件的な事柄を表しているかは整理されていない｡条件のマーカーとして｢も

し｣､非レアルな過去の条件の主節の過去形､主節においての判断文の｢だろう･

はず･仮に･に違いない｣などが挙げられる｡

3)仮定の度合い:日本語の条件節では､単純にマーカーの違いだけによって仮定の

度合いを区別するわけではないため､セルビア語の条件節より仮定の度合いの区別の

仕方が複雑である｡セルビア語の場合は仮定の度合いは明確に文法化されている
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し､条件の接続詞およびテンスの選択は重要なパラメータである｡日本語の場合

は仮定の度合いが明確に文法化されていない｡

4)基準時:セルビア語の場合は､基準時は条件節にも主節にも条件ごとに定めら

れている｡日本語の場合は､基準時は主節によって表されているし､未来形と現

在形の区別がつかない場合が多い｡例外は､ ｢するなら･したなら｣の従属節で

ある｡日本語の場合は､仮定の度合いによってテンスが変化することはないが､セル

ビア語の場合は､テンスのバックシフト(時制後退)が起こるかテンスが法に変化す

る｡

本研究にとって､仮定の度合いを中心的なパラメータとして採用したい｡つま

り､仮定性のない文を条件文としてではなく､非条件的な意味を表す時間文や原因･

理由文として扱うことにする｡

2.3.セルビア語の条件の種類

2.3. 1.セルビア語の条件の種類を見分ける基準

セルビア語では､二つの中心的な基準により条件の意味のタイプ､即ち条件文の種

類が区別される｡その基準は: (1)条件の実現がどれだけ可能性のあるものか(仮

定の度合い) ､と(2)条件節のテンスである｡

条件の実現性の度合いによって､条件は三つのタイプに大別される:現実の(レア

ルな)条件,潜在的(ポテンシャルな)条件と非現実的(非レアルな)条件である｡

いずれも従属節(条件節)によって条件が､主節によって帰結が表される｡条件節は

ako, ukoliko, kad, daなどの接続詞によって導かれる｡

現実的(レアルな)条件とは､アクチュアルで､実現の可能性がある条件のこ

とである｡この条件の実現は不確かながらも､予想できるものである｡この条件のマ

ーカーはako,ukolikoという接続詞+動詞の現在形か未来形であるo

潜在的(ポテンシャルな)条件は､実現の可能性があるものの､現実的(アク

チュアル)ではない｡想像されただけのものか､実現の可能性が低い条件のことであ

る｡条件節が現実に起こるかどうか不明の事柄を想定して述べる｡この条件のマーカ

ーは接続詞kad+接続法､また接続詞da+動詞の現在形(アスペクトは完成相)である｡

この条件文は仮定性格(hypothetical character)が強くて､条件の結果の予測よりも推

測を表しているのである｡

次の文を比べてみよう:
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(25) Ako接続詞dobijem現在形/budem dobio第二未来形　premiju, kupieu未来形auto.

宝くじに当たれば､車を買う｡

(28) Kad接続詞bih dobio接続法/Da接続詞dobijem現在形premiju, kupio bih接続法auto.

時　　　　当たる/もし　当たる　宝くじ　　　　買う　車
r

もし､宝くじに当たれば､車を買うけど｡

二つの文の違いは次のように説明できる:

文(25)を言った人は本当に宝くじを買って(ac山al晦′)､当たるチャンスがあると思

っている人｡文(28)を言った人は､宝くじに当たるチャンスが非常に少ないと考えて

いる人､あるいは宝くじを買ってもいないで(non-actuality),当たった状況を想像し

ているだけの人である｡

非現実的(非レアルな)条件とは､実際に起こらなかった､また､起こることの

ない非現実的な事柄の仮定を表す条件のことである｡この条件のマーカーは接続詞da

+動詞の現在形か過去形+主節の接続法である｡

二つ目の基準である条件節のテンスによって､ ｢未来の条件｣､ ｢現在の条件｣

と｢過去の条件｣が区別される｡

レアルな条件文には､未来と現在の条件が見られる｡

現実の未来についての予定が条件となる場合には従属節の述語に未来形が用

いられる｡レアルな未来の条件の例としては次の文が挙げられる:

(36) Ako接続詞sepotrudite現在形,uspedete未来形

努力すれば､できるようになる｡

(37) Ja 6u iei未来形Samako接続詞niko neee dodi未来形｡

もし誰も来ないのなら､私一人で行きます｡

(38) Ako接続詞vee ne6e喜da radi蓋現在形, nemoj命令形bar drugima da smeta喜.

君はもう仕事をしないのなら､せめて他の人の邪魔をしないでよ｡
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レアルな現在の条件文の条件節は現実に起きた､あるいは起こりうる事象を表す｡レ

アルな現在の例としては次の文が挙げられる:

(27) Ako接続詞je現在形Marko u gkoli, preneeu未来形mu poruku.

マルコが学校に来ていれば､メッセージを伝えておきます｡

(39) Ako接続詞Samizabrao過去形pogrehu metodu, molim vas現在形da mi oprostite.

もしも私が間違った方法を散ったのなら､どうかお許しください0

(40) Ako接続詞je現在形namema reeenica obienog redosleda, zarez se ne stavlja現在形

もし目的文が通常の語順なら｢､ ｣は置かれません｡

ポテンシャルな条件文には､未来の条件のみが見られる｡条件節には現在形､

とくに完成相現在形､または接続法が良く用いられる｡

(9) Da接続詞dobijem現在形premiju, kupio bih接続法auto.

もし､宝くじに当たれば､車を買うけど｡

条件節で述語の現在形に変わり第二未来が用いられることもある｡ここで現

在形と第二未来形の使用に意味的な違いはない｡

(41) Upozorite命令形ih ako接続詞vas budu ometali第二未来形u radu.

彼らがあなたの仕事を妨げることになったら､注意してやってください｡

(42) sve demo mu re6i未来形ukoliko接続詞ga bude zanimalo第二未来形

もし彼が興味を持ったなら､彼には何もかも話しましょう｡

ポテンシャルな条件文には条件節､主節ともに接続法で表されることも良くあ
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(43) Ljudi bi ostali接続汝ovdejo喜dva dana ako接続詞bi se vreme pobolj喜alo接続法.

天気が回復するようなことがあれば､人々はここにもう二日滞在するだろう｡



非レアルな条件文(現実に反する事柄)の条件節はda+現在形､または

kad+接続法で表される｡ ｢もし仮に-ならば)だろう/だったろう｣の主節は接続法

で表される｡非レアルな条件文には､現在と過去の条件が見られる｡

非レアルな現在の条件の例としては､次の文が挙げられる:

(44) Da接続詞imam現在形a山0, mogao bih接触odm血da dodem.

もし僕に車があれば､すぐに行けるのに｡

(45) Da接続詞imam現在形kueuu centru gradabilo bi接続法jako dobro.

仮に町の中心に家を持っていたら､そりゃあいいだろう｡

(46) Kad接続詞bi njegovi deda i baka bili Zivi接続法, jako bi se obradovali接続法

彼の祖父母が生きていたら､どんなにか喜んだことだろう｡

非レアルな過去の条件文の例を見てみよう:

(47) Da接続詞Samdobio過去形na lutriji, kupio bih接触auto.

宝くじに当たっていれば､車を買ったのに｡

(48) Da接続詞Samznao過去形daje ulica bila blokirana, ne bih po喜ao接触.

通りが閉鎖されていたことを知っていたなら､私は出かけなかっただろう｡

セルビア語の最も重要な条件の種類は次の表4.で表すことができる:

表4.セルビア語の最も重要な条件の種類

条件の種類 兒�ﾘy[h,ﾈﾕﾉ�"�凭��

条件節 偃Y���

レアルな未来 壷�ｩ��霹�ｶ�Vｶ�霧�F��未来形 ��ｶ��ｩ��霹'VFVﾖ蒙���i?�j)x鞍��

の条件 俤ﾘﾆ��)x鞍�uHuB�庸丼vW6ﾆ�&�踐wg&VﾖV��ﾆ&�f堵R�6Yj)x鞍��&�ｶ���
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これからもつと自由な時間が あれば､バレーボールを始め たいと思いますo 

レアルな現在 壷�ｩ��霹�ｶ�Vｶ�霧�F��現在形 ��ｶ�(ｷ&ｦXﾋｸﾝﾘﾆ�ﾖ�&ｶ�･vｶ�陳�

の条件 俤ﾘﾆ��)x鞍�uHuB���&V覺gYj)x鞍�ﾗW��'VｷR��7ﾘ8ｸ5(*ｨｧxﾕｨ,凅�,H*(.ｨ,鵤�8�6(5ｨ�ｸ5x/�6�*h,H*�*ｸ-ﾂ�+v��

ポテンシャル 壷�ｩ��霹ｶ�Bｹ�ｩ��d��接続法 噺�I�ｩ��霹&�7FW6W��ﾖF免��ｩ��d��

な(未来の) 壷�ｩ��霹F�ｸﾋｸﾝﾘﾆ��:���ｦ��ｩ��霽6W��'VF友Xﾋｸﾝﾘﾆ�ﾂ�

条件 倩ﾈ,ﾈ4�5�7�4�6x,ﾘｪ��ﾂ�邑7�Vﾆ�&�7FY�ｩ��d���

棉) 剴w力すれば､できるようにな るでしょうo 

非レアルな現 壷�ｩ��霹ｶ�Bｹ�ｩ��d��接続法 噺�I�ｩ��霹&昧蒙���ｩ��､wf傴乏�

在の条件 壷�ｩ��霹F�ｸﾋｸﾝﾘﾆ��:���6ﾆ�&�踐wg&VﾖV��讎��ｩ��霙�

詞のアスペクトは継続 冓mam現在形vi喜eslobodnog 

棉) 况remena,baviobihse接続絵 sportom. もつと自由な時間があれば､ スポーツをやりたいんだけ どo 

非レアルな過 壷�ｩ��霹F�ｸ曁ｸ霹��接続法 認��ｩ��霽7FW6W��'VF免��霹�ﾂ�

去の条件 剽W7�Vﾆ�&�7FY�ｩ��?���.�,(,i7y|ﾘ/�+X,H*(.ｨ,鶇,R�*ｸ+ﾘ,ﾈ,��ｲ�

Stanojeie, Popovie, Mici6 (1989: 309)
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2.4　日本語の仮定条件における｢と･たら･なら･ば｣の使用に関する新たなパラ

メータ

以上のことから､ Comrie (1986)が定めたパラメータ､そして､セルビア語の条件の

種類を見分けるために最も重要なパラメータである仮定の度合い､基準時､条件のマ

ーカーは､日本語では必ずしも文法化されているわけではないことが判明した｡この

ことを理由に､日本語の条件形の使用を分析する際に､三つの新しいパラメータを付

け加えたいと思う｡それは､ (1)従属節のモダリティ､ (2)条件形の使用によく制

限を与える条件構文の主節のモダリティと(3)従属節と主節の事柄的な関係である｡

このパラメータに基づいて日本語の条件構文を総括的に考察しながら､ ｢と･たら･

なら･ば｣の意味と用法を分析していきたいと思う｡

2.4.1条件構文の従属節のモダリティ

奥田靖雄(1986:5)は､ ｢あわせ文のなかに､その構成要素として､はいりこん

でくる《ひとえ文》は､もはや､厳密な意味では､ひとえ文ではない｡ひとえ文はそ

れ自身で文としての完結性をもっているが､あわせ文のなかのくくひとえ文〉〉はそれを

もたない｡したがって､あわせ文の部分としてのひとえ文である｡文-部分である｡

この文-部分には､ひとえ文にはみられない､あらたな特徴がそなわっている｡そし

て､それは､なによりもまず､通達的な単位としての独立性をうしなっている､とい

うことのうちにあらわれてくる｡ ｢すれば｣とか｢するなら｣とかいうかたちを述語

にする≪つきそい文≫｣は､あとに≪いいおわり文≫がつづくという前提のもとにな

りたっているのだが､そのことは≪ひとえ文≫にはみられない､あたらしいモーダル

な意味が≪つきそい文≫にそなわっているからである｡ (中略) modus(モーダルな意

咲)は､はなし辛がとりむすんだ､文の対象的な内容と現実とのかかわり方であって､

はなし辛の､現実に対する積極的な態度がそこに表現されている｡モーダルな意味

modusはすべての文にとって欠かすことのできない､いちばんたいせつな文の文法的な

特徴である｡文の存在を決定づけていて､文の陳述的な構造のなかで土台をつとめて

いる｡文の対象的な内容としての出来事は､モーダルな意味のなかにつつまれて､存

在していて､そのそとには存在することができないからである｡ ｣と文のモダリティ

の役割についてこう述べている｡
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ここでは､高橋ほか(2005)の先行研究に基づいて､条件構文の従属節のモーダル

な性格について考察することにする｡また､それと同時に､各条件形の用法において

の特徴と傾向も調べてみることにする｡

仮定的な条件は､まだ現実に成立しておらず､成立するかどうかも明らかでない事

柄を表すため､これに属する文は､複雑なモーダルな性格を持っている｡つまり､話

し手が従属節の内容を仮定として差し出す場合､その条件の成立に対して取りたい行

動や､期待や意志などを差し出して､自分の態度を示している｡従属節のこうした性

格から次の四つのタイプに分けることができる｡

I冒､ されている場合

話者が取りたい行動や､意志性､つまり決意が見られる事柄が条件として差し出され

ている場合である｡したがって､従属節の述語は意志動作である｡

(2)議範 されている場合

話者が条件の成立すること､あるいはしないことを望んで､それを条件として差し

出している場合である｡したがって､可能動詞､ ｢～してくれる｣が従属節の述語とし

て用いられる｡

(3)話者か主体の聞き手に対する働きかけが表されている場合

これに属する文は､話者の願い事が成立するために必要な行動を取るように聞き手

に求めてい

条件の成立可能性に対する判断が表されている場合

これに属する文は､条件が成立する可能性についての判断､話者なりに予測した上

でそれを条件として差し出している場合である｡

2.4｡2.条件構文の主節のモダリティ

伝統的な文法論では､文を平叙文(declarative) ､命令文(imperative)と疑問

文(interrogative)に分けている｡

奥田(1985)は､文を述べ立てる文とたずねる文に分けていて､述べ立てる文をさら

に物語文､待ち望み文､誘い掛け文に分けている｡物語文は言い切りの文と推し量り

の文に分類している｡

本研究では､文を

(1)平叙文
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(2)判断文

(3)決意文

(4)依頼文

(5)命令文

(6)願望文

(7)誘い掛け文

(8)問いかけ文`･l

(9)疑念文

に整理した｡

このように分けた基準は二つあった｡第-に､形態論的に考えて分類した｡第二に､

条件構文を考察するにあたって各条件形と主節のモダリティおよび各条件形と従属節

と主節の事柄的な関係との呼応関係を調べるのに有効に働く面を考えて分類したので

ある｡

平叙文は､ある経験や知識に基づく推測などが述べられている文のことである｡

〔形式〕 ｢～する｣ / ｢～だ｣ ､など｡

判断文は､述べられている事柄に話者の判断(確信､推量など)が表されている文の

ことである｡

〔形式〕 ｢～はずである｣ / ｢～だろう｣ / ｢～かもしれない｣ / ｢～に違いない｣ ､など｡

決意文は話者の意志が表されている文のことである｡

〔形式〕 ｢～する｣ / ｢～しよう｣ / ｢～するつもりだ｣ ､など｡

依頼文は､話者が相手にあることを依頼する文のことである｡

〔形式〕 ｢～してください｣ / ｢～してくれ｣ / ｢～していただけませんか｣ / ｢～して｣ ､

など｡

命令文は､話者が相手にあることをするように命令する文のことである｡

〔形式〕 ｢～しろ｣ / ｢～しなさい｣ / ｢～したまえ｣ ､など｡

願望文は､話者の願望が表されている文のことである｡

〔形式〕 ｢～したい｣ / ｢～してほしい｣ ､など｡

誘い掛け文は話者が相手にあることを誘いかける文のことであるo

〔形式〕 ｢～しよう｣ / ｢～しませんか｣ ､など｡

問いかけ文は､話者が疑問に思っていることを相手に問いかける文のことである｡

〔形式〕 ｢～か?｣/｢～する?｣/｢～どうする?｣/｢～でしょうか?｣ ､など｡

31



疑念文は､話者が疑問に思っていることを独り言で述べている文のことである｡

〔形式〕 ｢～するのではないか｣ / ｢～しなかったのか｣ / ｢～しないだろうか｣ / ｢～どう

だろうか｣ / ｢～どうするだろう｣ ､など｡

2.4.3　従属節と主節の事柄的な関係

日本語の条件構文の中の各条件形の使用にあたって､従属節と主節の事柄的な関係が

重要であるため､その関係を考察してきた｡次の6種類を分けることができた｡

(1)従属節の条件の実現が主節の事柄の前提になる場合

(2)従属節の条件が主節の事柄の原因･理由になる場合

(3)従属節か主節の事柄の実現の方法が表されている場合

(4)主節で従属節の条件の実現に関する評価が表されている場合

(5)主節で従属節の条件に関する結論が表されている場合

(6)主節で従属節の条件が実現した場合の反応が表されている場合である0

2.5まとめ

以上セルビア語と日本語の条件構文においてどのようなパラメータが働いているかを

考察してきた｡ Comrie (1986)が定めたパラメータを両言語に応用してみると､セルビ

ア語と日本語の場合このパラメータの文法化の度合いが違っていることが分かった｡

最も重要な違いは､仮定の度合いのパラメータにある｡セルビア語話者の日本語学習

者の｢条件｣という概念の認識にとってこの最も重要なパラメータを基準にすれば､

日本語の場合､ ｢条件｣として取り扱うことができるのは､仮定的な事柄のみである

(反現実の仮定的な事柄を含む) 0

日本語の仮定条件におけるパラメータとして従属節のモダリティ､主節のモダリティ

及び従属節と主節の事柄的な関係を提案した｡このパラメタ一による仮定条件の分析

は第4章で行うことにする｡
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第3章

｢と･たら･なら･ば｣の非条件的な意味と用法

-セルビア語の時間文と原因･理由文との対照を通じて

3.1はじめに

日本語の条件表現｢と･たら･なら･ば｣の間には､微妙な意味の違いが存在して

いるだけではなく､それぞれの条件形の使用規則が明確でないため､セルビア語を母

語とする日本語学習者にとって非常に難しい項目の一つとなっている｡さらに､セル

ビア人の日本語習得プロセスを最も妨げる要因として､日本語の条件形には仮定的な

用法以外に非仮定的な用法もあることが挙げられる｡ ｢と･たら･なら･ば｣の非仮

定的な意味と用法は､時間文､原因･理由文の意味と用法と交差することが多い｡一

方､セルビア語の条件文は仮定の事柄しか表せないため､日本語の条件形の非仮定的

な意味は条件文としてではなく､時間文あるいは原因･理由文として受け止められて

いる｡

本章の目的は､高橋ほか(2005)の条件分類に基づいて､ ｢と･たら･ば｣が表す

既定の事柄､予定的な事柄と一般的な事柄をセルビア語の時間文､原因･理由文と対

照し､その意味と用法を分析することである｡ ｢なら｣の条件文は､従属節の事態が

真であると仮定し､それに基づいて主節において話者の判断･態度を表すという特殊

な性格を持っていることから､本章で｢と･たら･ば｣と別にして扱うことにする｡

セルビア語の時間文と原因･理由文は､その中で使われている接続詞と述語の形に

よって条件文とは明確に違う｡さらに､時間の概念､また原因･理由の概念が複数の

接続詞とテンスで表され､それぞれの接続詞は､微妙に異なる意味特徴を持っている｡

セルビア語の時間文と原因･理由文を､日本語の条件形が表す時間的な意味､原因･

理由を表す文の意味と対照することによって､日本語のこのような文が､セルビア語

の時間文と原因･理由文と同じスケールの意味を表しているのか､あるいはその意味

領域はセルビア語とは違うのか､を明らかにする｡
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3.2　先行研究

3. 2. 1日本語の条件の意味分類における非仮定的な事柄

日本語の条件形｢と･たら･ば｣の意味や用法に関する研究には様々なものがある

が､その中でも､ ｢と･たら･ば｣の意味分類については多く論じられてきている

(前田(1991) ､益岡(1993) ､高橋ほか(2005)など) ｡日本語の条件形は､仮定

の事柄だけではなく､すでに成立した事柄も条件としてさしだすことができる｡ 1.

1.2.ですでに説明したように､高橋ほか(2005)の条件表現の意味分類には､次のタ

イプがある｡

>　仮定的な条件(成立するかどうかまだ分からないのだが､成立するかもしれないし､

成立しないかもしれない条件)をさしだすもの

>　予定的な条件(一定時間後に成立が予定されている条件)をさしだすもの

>　反現実の仮定的な条件(現実にはないのに､仮に､あることとしてさしだす条件)を

さしだすもの

>　既定の条件(すでに現実に成立した条件)をさしだすもの

>　一般的な条件(特定の時間位置に限定されず､習慣的な繰り返し､あるいは一般的

な可能性として成立する条件)をさしだすもの

しかし､これらの条件の種類のうち､ ｢既定条件･予定的な条件･一般的な条件｣は､

条件の意味よりも､非仮定的な意味一時間及び原因･理由など一に近い意味を持って

いると言える｡セルビア語と比較してみても､条件文ではなく､時間文及び原因･理

由文に対応している｡

1｡1｡3.で述べたように､条件文の時間文及び原因･理由文との関わりについての研

究がたくさんある｡

先行研究では､ ｢既定･予定･一般的な事柄｣は､条件よりも時間及び原因･理由に

近い特徴を持つことが認められているo　しかし､その事柄の中の各条件形がどのよう

な時間関係の種類を表すことができるか､またどのような場合に原因･理由関係を表

すかについての研究はそれほど多くはない｡

以下では､高橋ほか(2005)の条件の意味分類を参考にしながら､ ｢と･たら･

ば｣が表す時間および原因･理由関係をセルビア語の時間文､原因･理由文と対照し､

その対応関係､共通点と異なる点について考察する｡
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3.3　セルビア語の時間文及び原因L理由文

3.3.1時間文

セルビア語の時間文はある事態が実現した時間,あるいは期間(Time

measurement)を表すために使われる複文である｡セルビア語の時間文の特徴は､時間

的接続詞kad, dok, po凱0, nakon h, 吉im, Samo凱0, tek凱0, pre nego/no凱0, otkad, otkakoを用

いることである｡

セルビア語の時間文は､基本的に二つの意味を持っている｡ (1)狭い意味(本当

の意味)の時間文｡主節で行われている動作が現実した時間を表す( ｢いつ?｣ -の

答え) , (2) Timemeasureme山(時間量)の意味の時間文｡主節で行われている事態

が続く期間の意味を表す) 0

主節の事態と時間節の事態の実現の時間的関係には､三つの種類が見られる｡

(1) Anterior　関係､すなわち､主節の事態は､時間節の事態の実現の前に行われてい

る｡ (2) Posterior関係､すなわち､主節の事態が時間節の事態の実現の後､あるいは､

実現し始めた後に行われる｡ (3) simdtaneous関係(同時性) 0

セルビア語の時間文の体系を､表5.に示す｡

表5｡セルビア語の時間文の体系

主節と時間節の 関係の タイプ 倬隴I[h,ﾈ�9j��
狭い意味での時間文 彦蒙VﾖV�7W&VﾖV踪,ﾈ�9j�,X,ﾈ鳧ｭI[b�

Amterior関係 ��ｩ��霽�&V觀v�蹂､ﾖ���.����接続詞otkad(～てから),otkako 

に),k礼d(～時),dok(～るま で) 宙��,H*�.r��

Posterior関係 ��ｩ��霹ｶ�B���鰾追��F����接続詞dok(～まで)､(～なが 

てから),nakon凱o(～た後), �.r追5fVF����-ﾈ,X+�,(,b陳�

eim(～てすぐ),samo凱o(～ てすぐ),tekgto(～たばかりの 芳�v����-ﾈ,X+�,(,b��
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ときに) ��

S血ltameous ��ｩ��霹ｶ�B���鰾槌F����-ﾂ�接続詞dok(～ながら),sVedok 

関係 �,R釘�(～ながらずつと),dokgod(～な がらずつと) 

セルビア語の狭い意味での時間文の一般的な接続詞は､ kadで､ほかの接続詞は､

特別な意味を持っているo　たとえば､狭い意味のPosterior関係の接続詞eimは､ ｢～

てからすぐ｣という意味を持っており､ po凱0,nakon凱o (～てから)よりも意味領域が

狭い｡ eimは､いわゆるImmediate関係を表している｡ Samo凱o (～てすぐ) , tek凱o

(～たばかりのときに)は､時間節の動作の実現が始まってまもなく主節の動作が始

まったことを意味している｡

Time measurementのSimultaneous関係とPosterior関係におけるsve dok, dok god

(～ながらずっと)は､ dok (～ながら)の強調された形式で､主節と時間節の動作が

ずっと同時に行われている(Simultaneous) ､あるいは､主節の動作が時間節の動作の

実現まで続いていることを意味している(Posterior) o　Anterior関係の接続詞otkad,

otkako (～てから)は､主節の動作の実現の始まりを指す､あるいは､従属節の動作

が実現する期間の始まりを表している｡

セルビア語の時間的な意味にもう一つの文の種類を加えたいと思う｡それは､従来

all-time条件として扱われてきた事柄である(例:春が来ると､花が咲く) ｡この用法

では､一定の時間に限定せずに､主節の事柄と従属節の事柄がいっも一緒に行われる､

仮定性のない事柄が表される｡この用法の特徴は､条件文で使われている接続詞ako,

ukoliko (もし～ば) ,または時間文の接続詞kad　と動詞の現在形が用いられることで

ある｡このような関係を時間的General関係と呼ぶことにする0

4接続詞dokは､狭い意味の時間文でも､ TimeMeasurement文でも使用できるoたとえば､

a) Dok接続詞smo stigli過去形u bioskop,丘lmje vet bio poeeo過去完了

映画館に着いた時に､映画はもう始まっていたo (Anterior関係)

b) Saeekajmo命令形dok接続詞me dode現在形､否定Tar0. (TimeMeasurement, ｢～まで｣の意味)

太郎が来るまで待ちましょう｡

C) Radio sam過去形gi江maStikudok接続詞Samslu蓋ao過去形muziku. (Time Measurement, ｢～ながら｣の意

味)

音楽を聴きながら体換をした｡
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3.3.2　原因･理由文

この文は､主節で行われている動作の原因･理由を表す複文である｡原因･理由文

の特徴は､接続詞jer ､ zato凱0, stoga凱0､凱0､ po凱0, kako, buduei daが用いられること

である｡これらの接続詞は､日本語の｢から､ので｣の意味を表しているo

3.4　研究方法

本章では､日本語の｢と･たら･ば｣そして｢なら｣が表す非仮定的な意味(時間

と原因･理由)と用法に焦点を当て､日本語とセルビア語の対照の観点から従属節と

主節の関係の種類及び両言語における対照項目の対応関係を探る｡

研究方法について､日本語の文学作品から既定の事柄､予定的な事柄と一般的な事

柄の｢と･たら･ば｣の例を取り､日本語とセルビア語の対訳からその対応関係を分

析した｡ ｢なら｣については､ 3.6.で分析を行う｡

3.5　分析

収集した1702の｢と･たら･ば｣の用例の内､ 1236例は既定の事柄､ 104例は予

定的な事柄と362例は一般的な事柄を表していた｡

3.5.1既定の事柄

ここではまず日本語の｢と･たら･ば｣が表す､すでに現実に成立した(つまり既

定性のある)事柄の意味を分析してみよう｡

3.5.1.1時間的な意味

既定の事柄の｢と･たら･ば｣には､どのような時間的な意味が見られるかを

見ていこう｡

3.5.1.1.1Anterior　関係

｢とJ

(49)会社に帰ると､工場長が数人の工員たちと食堂で麦茶を飲んでいた｡ (黒い雨)

Kad接続詞Samse vratio過去形u firmu, direktorje sa nekoliko radmika pio過去形eaj u trpezariji.

(50)目をさまして､あまどを開けると､雪が積もっていた｡ (日本語の文法)
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Kad飯詞Samse probudio過去形i otvorio過去形prozor, bioJe naPadao過去完了sneg･

(51)手をあてて見ると少し水気が来たようにむくんでいる｡ (鼻)

Ka血接続詞je prislomio過去形ruku, (onje prlmetio過去形da)je現在形malo vlah i otekao｡

(52)その若葉の色をよくよく眺めると､一々違っていた｡ (こころ)

Kada接続詞posmatram現在形pazljivo to mlado ligde, svakije現在形Iist razlieit.

(53)国境の長いトンネルを抜けると雪国であったo (雪国)

Kad接続詞smo pro凱i過去形dug tunel na granici, tuje bila過去形sne皇na zemija.

(54)吊橋を渡ると､道は少しの間川に沿って走っていた｡ (あすなろ物語)

Kad按脚Sampro蓋ao過去形most, (video sam過去形da ) ide put pored reke.

以上の文は､既定の事柄で､日本語の文法では､発見の場面を設定しているものとし

て扱われている｡しかし､これらの文をセルビア語の時間文および原因･理由文と対

照してみると､それぞれの文の間に､微妙な意味違いとそれに対応するいくつかの文

のパターンが見られる｡発見の場面が表されていても､それは､広い意味での｢発見｣

で､次のようにより狭い意味に分類することを提案したい｡

(1)話者が場所の移動によって知ることができた､すでに実現した動作や状態を描写

する事柄

話者が移転して､新しい場所で､ある動作や状態が実現したことを知る｡これらの文

の特徴は､従属節で動く動作を表す動詞が用いられることと主節で話者が新しい場所

で目にした動作あるいは状態が表されていることである｡状態は､自然の状態､人間

の状態などを含む｡これらの文の主節の特徴は､多くの場合現在形か過去形の継続相

が使われることである｡

(2)狭い意味での発見.

これらの文の特徴は､話者が自分の行為の結果として発見した新しい事実や場面が主

節で表されることである｡

(3)確認

これらの文の場合は､主節で時間的あるいは空間的な情報が確認され､またはある事

実や現象が確認される｡多くの用例の場合は､話者はその事実が確認できることを予

想していた｡

(4)認識一
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これらの文の特徴は､従属節で｢気がつく｣､ ｢考える｣などのような動詞が用いられ､

主節には事態の新しい展開､話者の気づいたことや結論が表される｡

(1)話者が場所の移動によって知ることができた､すでに実現した勤件や状態を描写

する事柄

｢と｣

(49)会社に帰ると､工場長が数人の工員たちと食堂で麦茶を飲んでいた｡ (黒い

雨)

Kad接続詞Samse vratio過去形u丘mu, direktorje sa nekoliko radnika pio過去形芭aj u trpezariji.

(55)店に入るとすでに高根圭一が来ており､隣りにブロンディがいた｡ (新橋烏森口

青春篇)

Kad接続詞Samuho過去形u radnju, tuje vet bio過去形Keichi Takane, 1 POred njegaje bila Blondy.

(56)グレイハウンドバスのロスアンジェルス発着所-行ってみると､数台の超新型､

超大型バスが一斉にエンジンをふかしながら出発を待っていた｡ (若き数学者のアメリ

カ)

Kad接続詞Samdo蓋ao過去形na Grayhound autobusku stamicu u LosAndelesu, vec su eekau過去形da

●

krenu naJnOVIJI OgrOmiautobusi, zagrevajuei motore.

(57)ジョバンニは玄関を上って行きますとジョバンニのお母さんがすぐ入口の室に

白い巾を被って寝んでいたのでした｡ (銀河鉄道の夜)

Kad接続詞je Dovani ugao過去形, njegova majkaje spavala過去形u sobi pored ulaza s belim platnom

nalicu.

(58)さすがにがっかりしてカジノを抜け出ると､東の空は既に白みはじめていた｡

(若き数学者のアメリカ)

Kad接続詞Samrazoearanizaho退城iz kazina, nebo na istokuje vec poとelo過去形da se beli｡
∫

(59)部落長の家-報告に行く父と別れ､僕が倉庫の二階-上って行くと､弟は寝台

の上に坐ったまま眠りこんでいるのだった｡ (飼育)

Rastao samse s ocem kojije otiho kod predsednika sela da ga izvesti, i kad過去形Samse popeo

na prvl SPrat Skladi差ta, moj brat je spavao過去形sedeei na krevetu.
I

(60)鮎太は寺-帰ると､雪枝が彼の部屋で待っていた｡ (あすなろ物語)

Kad接続詞se Ayuta vratio過去形kuei, Yukie je eekala過去形u nJegovoj sobi.
■

(61)東京-帰って見ると､松飾はいっか取払われていたo (こころ)
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Kad接続詞Samse vratio過去形u Tokio, novogodihji ukrasi su vet bili uklonjeni過去形

(62)部屋にもどると土曜の午後なので､もう誰ものこっていなかった｡ (パニック)

Kd接続詞Samse vratio過去形u sobu, po凱oje bila subota po podne,vi去e niko nije bio過去形ostao.

｢たらJ

(63) ｢さっきお部屋へ戻ってみたら､もういらっしゃらないんでしょう｡ ｣ (雪国)

Kad接続詞Samse vratila過去形u sobu, vet nije bio過去形tam0,je li tako?

(64)今裏-回って見たら､この文庫が落ちていて､中に這入っていた手紙なんぞが

無茶苦茶に放り出してあった｡ (門)

Kada按脚Samotiho過去形iza kuee, naho sam過去形Bunko-kutiju ispu凱enu, tam0-amO bila su

■

izbaeena pISma i druge stvarikoje su se nalazile u kutiji.

話者が場所の転回によって知ることができた､すでに行われた動作や状態を描写す

る事柄の意味で使われているのは､ ｢と｣と｢たら｣のみで衝も甘｢ば｣の用例はなか

った｡このような文のパターンには､セルビア語では条件文の接続詞ではなく､時間

文の接続詞kadが対応する｡時間のAnterior　関係を表しているのである｡日本語の場

合は､主節で現在形か過去形が用いられ､アスペクトは多くの用例の場合､継続相で

ある｡

(2)狭い意味での発見

｢とJ

(65)そうして隣りを見ると､女がすっぱだかで寝ているんだけれど､ (新橋烏森口青

春篇)

Kad接続詞Sampogledao過去形okolo,皇enaJe SPaVala過去形naga･
■

(66)腰障子を開けると三造の家内が店先にかけていた｡ (雪の日)

Ka血接続詞Samotvorio過去形ko差i一差odi, Sanzova蓋enaJe Sedela過去形u prodavnici｡
■

(67)こちらも水を飲んでやろうと思って近づくと､水を飲んでいるのでなくて､伏

せて水に顔を突っ込んだまま死んでいる｡ (黒い雨)

Kada接続詞Samse pribl送o過去形da ija popijem vode, (shvatio sam過去形) da on ne pije現在形vodu

nego le堂i現在形mrtav sa glavom u vodi･

(68)ページをめくると､長ったらしい副題｡ (ブンとフン)
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Kada接続詞okrene喜現在形stranu, tuje現在形predug podnaslov.

(69)量る_と冴子の枕の横には､カステラの紙包みがきちんと置かれてあった｡ (あす

なろ物語)

Kad接続詞Sampogledao過去形, (video sam過去形da su) kolaei upakovani u papir stajali su過去形

pored Saekinog j as山ka.

｢たら｣

(70)そろそろ片目をあけてフトンからのぞいてみたら､この猫がもう一匹､友達を

つれてきて､自分の餌の残りを食べさしてやっているのよ｡ (花終わる闇)

Kad接続詞SamPolako otvorila過去形jedno oko i vimula過去形iz kreveta, ova maekaje dovela過去形

jog jednu maeku, svog druga, i pustilaje過去形dajede ostatak njene hrane.

(71)文章に慣れぬコチコチした文を書いているのかと思ったら､結構まとまったこ

とが書いてある｡ (二十歳の原点)

Mislila sam過去形da se nlje naVikao na pISanJe i da pi喜e kruto, medutlm, njegove reとenici su bile
I ●

過去形prilieno sredene｡

｢ば｣

(72)塵並建下宿の内は何となく騒々しい｡ (破戒)

Kad接続詞Samvideo過去形, u domuje bilo過去形nekako buとno.

(73)君は無抵抗なのかと思えばそうでもない｡ (パニック)

Mislio sam過去形da ne se odupire昌, medutim, ne現在形ba蓋･

(74)積極派かと思えばチヤツカリ計算もしている｡ (パニック)

Mislio sam過去形daje aktivantip, medjutim, proraeunat je現在形dovitljivo.

発見の意味で使用できる形式は｢と･たら･ば｣であるが､ ｢と｣の用例は最も多いo

狭い意味での発見もセルビア語の時間的なAnterior　関係に対応し､接続詞kadが使用

される｡ただし､この場合の｢ば｣には､特殊な使い方があって､よく｢～かと思えば､

話者の予想外の結論がでる｣という文のパターンになっている｡このような文は､セ

ルビア語の重文に対応し､食い違う二つのことを並べて言う時の接続詞ali5が使用され

る｡

5セルビア語の重文には､次の主なタイプがある:同じように成り立っ二つのことを並
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(3)確認

｢と｣

(75)そこで俳助､風呂敷をあらためてみると､たしかに背負って出たはずの一万円

札が一枚もない｡ (ブンとフン)

zatim､ kad接続詞je Haisuke proverio過納sadr就nufuro蓋ikija, (video je過去形) da nema現在形

mijedna noveanica od 10,000 jena kojeJe SlgumO izneo na ledima iz banke.

(76)半町ばかり行って復た振返って見ると､未だ友達は同じところに侍立んでいる

らしい｡ (破戒)

Ⅰ昌ao sampedesetak metara. Kad接続詞Samse osvmuo過去形, izgledalo je da moj drugjo喜stoji現在形

na istom mestu｡

(77)ふと気がつくと午前三時､というような時間になっていた｡ (新橋烏森口青春

篇)

Kad接続詞Samprlmetio過去形, ve6je bilo過去形trisata ujutro.

(78)安田は女房孝行一途の亭主かもしれない｡じっさい､調査すると､夫婦仲は円

満らしいからね｡ (点と線)

MoZdaje Jasuda mu皇koji je uvek ljubazanprema svoji皇emi. Stvam0, kada接続詞smo istrahvali,

(nasli smo過去形da) odnos izmedu njega i皇ene je現在形dobar.

(79)運転席の計器盤を見ると､時速は七五マイル(約-二〇キロ)を示している｡

(若き数学者のアメリカ)

Kada接続詞Sampogledao過去形brzinomer ispred vozaea, brzinaje bila過去形75milja (oko 120 km)

nasat.

(80)さて二度目に茄でた鼻を出して見ると､成程､何時になく短くなっている｡

(鼻)

Kad接続詞je izvadio過去形nos kojije po drugiput skuvao, onJe, naraVnO, POStaO過去形kra6i.

(81)目を覚ますと､五時だった｡ (風に吹かれて)

Kad接続詞Samse probudio過綿, bil° je退城pet sati｡

(82)勘定して見ると､先生が毎月例として墓参に行く日が､それから丁度三日目に

当っていた｡ (こころ)

べる場合(接続詞i,ni,niti,pa,te) ,altemativeを並べる場合(接続詞ili) ,食い違う二つ

のことを並べる場合(接続詞a, ali,no,nego,vet,paipak).
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Kad接続詞Samizraeunao過去形, danna koji Ueitelj svakog meseca ide na groblje, bio je過去形taeno

za tri dana Od tada.

(83)時刻表を調べると､まさに上野発急行くく十和田>>が浅虫駅を発車したばかりな

のだ｡ (点と線)

Kad接続詞Samproverio過去形vozni red,匝rimetio sam過去形da) Ekspres "Towada"koji kreee sa

Uena, tekje krenuo過去形sa staniceAsamushi.

｢たら｣

(84)まだ目分量だけど､高さをはかったら二階の便所の窓にうまく届きそうだった｡

(新橋烏森口青春篇)

Kad接続詞Samizmerio過去形, eimilomise過去形da mo皇e da stigne do prozora u kupatilu na prvom

spratu.

(85)もう一冊､買い入れようと思いましたら､本屋さんでも売切れなんですって｡

(ブンとフン)

Htela samda kupim jo差jednu (k頑gu), a vet je bil° rasprodato過去形uknjihrama.

(86)なめてみたら鉄分の味がした｡ (二十歳の原点)

Kad接続詞Samliznula過去形, imalo je過納ukus gvoida.

確認の意味においては｢と･たら｣の二つの形式が使用できる｡このような事柄は､

セルビア語の時間的A山erior関係を表し､接続詞kadが対応する｡

(4)認識

｢と｣

(87)私の目にはやや異様に映ったが､少し考えるとそれは当り前のことだった｡ (若

き数学者のアメリカ)

Memije to izgledalo pomalo eudno,ali kada接続詞Sammalo razmislio過去形, to je bilo退城

nomalno.

(88)考えてみると､私の大きくなる頃が､ちょうどうちの苦しいときだったらしい

わ｡ (雪国)

'Kada接続詞razmislim現在形, doba dok samraslaje verovatno bilo舶形najte蓋e kod nas u kuei. '
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(89) ｢後で考えると､本当は危なかったですよ｡ - ･｣(焚火)

'Kada蹴詞razmi蓋Ijam現在形O tome posle, bil° je過去形opasno‥ ‥ ラ

(90)しかし､あとになって考えてみると､このとき課長にわたされた一枚のポロ布

ははなはだ象徴的な役目をになっていた｡ (パニック)

Medutim, prlmetio sam過去形kasnije daje to jedno star° platno, kojemije dao昌ef, bilo過去形ba蓋
■

simbolieno｡

(91)今思うと､ムチヤクチャだよな｡ (満月)

Kada接続詞pomislim現在形sada, bil° je過去形preteran0.

(92)今考えるとその時の自分が可笑しい｡ (花埋み)

Kad接続詞sad razmislim現在形昌ada sambio過去形eudan.

(93)今考えるとあれは一種の強制的アルコール中毒化が行なわれたのではないか､

と思うのだが｡ (新橋烏森口青春篇)

Kad接続詞sada razmislim現在形, pomigljam現在形da se desila過去形jedna vrsta nasilnog trovanJa

alkoholom.

｢たら｣

(94)考えてみたらあの頃というのはじつに本当にいい時代だったんじゃないだろう

か-と思うのだ｡ (新橋烏森口青春篇)

Kad接続詞razmislim現在形, to dobaje u stvaribilo過去形Zaista lepo vreme｡

｢ば｣

(95)駒子に言われてみれば､十分に心疾しいものがあった｡ (雪国)

Kada接続詞muje Komako rekla過去形, osetio se過去形dovoljno krivim.

(96)この虚偽の痴軽には､破廉恥な危険が匂っていて､島村はじっとそれを味わい

ながら､按摩が帰ってからも寝転んでいると､胸の底まで冷えるように思われたが､

気がつけば窓を明け放したままなのであった｡ (雪国)

●

Ova laha paraliza ima besramnu opasnost u sebi. Posle je otiho maser, a ShimamumJe naStavio

da le皇i嘘ivajuei u toj opasnosti. Osetio je kao da muje hladno do dna du喜e, i kada接続詞je

prlmetio退城, ostavio je過去形prozor otvoren.

●

(97)今にして思い返せば､その時には彼は死を決していたのだ｡ (こころ)
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Kad接続詞sad razmigljam現在形, on se tada vet bio odlueio過去形na smrt.

このような文では｢と･たら･ば｣も使われていた｡これらの文の特徴は､ ｢気がつ

く､考える､思う｣などの動詞の使用である｡セルビア語の時間文の接続詞kadが対

応し､ A山erior関係を表している｡

上のような広い意味での発見を表す文の四つの種類は､セルビア語に訳すとき､次の

ような文の構造になる:

表6｡広い意味での発見を表すAnterior関係の既定の事柄･セルビア語の時間文の構

造と対応関係

従属節 ��主節 

時間節の接続詞kad+ �)Zｨ*�.�:J(ﾊ��動詞の現在形か過去形 

動詞の過去形か現在 �.�:J)Jﾘﾊ�+x.�8,ﾂ�(継続相か完成相) 

形､または重文の二つ �.h*H,��

の違う事柄を結ぶ接続 �?ｩgｸﾎｨ,ﾉw�~�,�,ﾘ諄.ﾒ�

詞ali �.ｨ,H*(,�*):韋ﾈ*ｨ5ｨ8ｲ�7(4�ﾎｩo8,儺ｹwh,�,�,��,H*ﾘ.��ｲ�

セルビア語訳では､従属節と主節のつながりのようなものが必要になってくる｡日本

語の場合は､主節のテンスのバックシフト(時制後退)が起こらないで､従属節は､

主語が発見した(見ている)場面を現在行われている事態として導入しているからで

ある｡セルビア語訳の場合は､ ｢分かる｣ ､ ｢見る｣というような動詞がつながりの

役をするか､主節のテンスのバックシフトが必要である｡

以上述べたような文はすべて､すでに既定した事柄である｡ ｢会社に帰る｣という動

作の後に､ ｢工場長が数人の工員たちと食堂で麦茶を飲んでいる(のを見た) ｣とい

うの場面が続いているが､従属節と主節を結んでいるのは､条件の意味ではなく､二

つの節で行われている動作の実現の時間だと思われる｡それと同じように､ ｢腰障子

を開けると｣は､ ｢三造の家内が店先にかけていた｣で記述されている主節の事柄を
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起こす条件ではない｡ ｢三達の家内が店先にかけている(のを見た) ｣という発見を

可能にした動作である｡しかし､ ｢見る､分かる｣のような発見を表す動詞が使われ

ているわけではなく､主節は条件節とは意味的に独立したあり方を表している｡つま

り､従属節と主節の事柄の関係は両節の動作の実現の時間である｡したがって､この

場合のいろいろな意味の発見を表す｢と･たら･ば｣の従属節は､条件ではなく､時

間的意味を表していることが明らかになった｡

以上の用例から分かるように､ ｢ば｣も既定の事柄をさしだしながら､時間的な意

味を表すことができる｡このような文の場合は､ ｢考える｣ ､ ｢調べる｣ ､ ｢思う｣

などのような動詞が最も使われるのが特徴的である｡このような文のパターンは､従

属節の動作が実現した時に､すでに存在している主節の事態が分かるようになるとい

うことである｡主節の動作の実現が､従属節の動作の実現の以前になる時間的関係を

示している｡

このような従属節と主節の関係はセルビア語の時間的Anterior関係に対応している｡

これらの文をセルビア語に訳す場合､接続詞kadが使用されるが､主節と従属節の間

を結ぶ役割をする｢見る･分かる｣などの動詞の過去形も必要になる場合がある｡セ

ルビア語のすべてのAnterior接続詞が使用できるかどうかのテストを行った結果､ pre

nego/no凱o (～る前)という接続詞が対応しないことが判明した｡さらに､セルビア語

の主節の動作が続いている期間を表すTime measurementの接続詞も､既定のAnterior

事柄には対応しないことが明らかになった｡

セルビア語のAnterior関係を表す時間文は､主節の動作が従属節の動作の前に実現

することを表すのだが､なぜ日本語の場合は､同じような時間的Anterior関係が条件

形で文法化されるのだろうか｡

以上述べたような事柄においての｢と･たら･ば｣は､ほとんど時間節の｢した

時｣で置き換えられる｡

(49a)会社に帰った時に､工場長が数人の工員たちと食堂で麦茶を飲んでいた｡

(64a)今裏へ回って見た時に､この文庫が落ちていて､中に這入っていた手紙なんぞ

が無茶苦茶に放り出してあった｡ (門)

この場合の｢と｣と｢時｣の意味のニュアンスは違う｡ ｢と｣節では､主語が

発見した新しい場面の展開の意味が強調されているのに対して､ ｢時｣節では､ただ､

従属節の動作が実現した一定の時に､主節の事態が存在していたということを示して

いるのである｡
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以上のことをまとめてみると､時間的なA山erior関係は､ ｢と｣と｢たら｣が主に表

す｡ ｢ば｣もA山erior関係が表せるが､それは主として｢思う｣ ､ ｢考える｣のような

動詞が使われるときである｡

表7. Anterior関係の既定の事柄における｢とLたらr fま｣の使用

時間的 Anterior 関係 ��と �+ﾘ.r�ば 俘xﾇb�

話者が場所の移動によっ 都"��10/ ��82/ 

て知ることができた､す でに実現した動作や状態 を描写する事柄 塔r繧R�12.2% �100% 

狭い意味での発見 都"��30/ 澱��108/ 

66.7% �#r縒R�0.6% 免�ｩ2�

確認 鼎r��10/ ��"��69/ 

68.1% ��B絣R�17.4% 免�ｩ2�

認識 ��梯�3/ 途��29/ 

65.5% ����2R�24.1% 免�ｩ2�

合計 �#モ�

Anterior関係を表す既定の事柄とセルビア語の時間文の構造と対応関係は､表8｡

で表す｡

表8. Anterior関係の既定の事柄tセルビア語の時間文の構造と対応関係

従属節 偃Y���使用域 

日本語 礼驅�,bﾘ��m8.r�,�2ｹ:韋ﾈ,ﾂ�動詞の現在形か過去 偃Y��,ﾉ:鞐ﾈ*ｨ�����,ﾉ:��

完成相 佝�杏����ｪH+ﾘ-ﾈ,��作の前に実現して､話者 

完成相) �*ｩJﾘﾊ�+X+ﾚH+x,X,們�ﾋｲ�+X+ﾘ�ｩlｪI�h+X*ﾙZｨ*�,��+ﾘ駟�JHｦﾙDh+X+ﾘ馼��."�Dh�+X+ﾘ+�,h/�Uﾈ+x�ｨﾘr�
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セルビア語 ��蹤W&薮)����霹ｶ�BﾆF�ｸｼ��動詞の過去形(継続 偃Y��,ﾉ:鞐ﾈ*ｨ�����,ﾉ:��

詞の過去形(完成相)､ま ��ｪH+ﾘ-ﾈ,亂��ﾉ�｢��作の前に実現する場合 

たは､違う事柄を結ぶ重文 �(日本語に見られるよう 

の接続詞ali 凾ﾈ発見などの意味合いは ない) 

3.5.1.1.2 Posterior　関係

｢と｣

(98)石は何か大きな声で話していたが､私の姿を見ると､急いで土間に隠れてしま

った｡ (流行感冒)

Ishije prieao ne凱oglasno, a kad接続詞jevideo過去形mene, brzo se sakrio過去形

(99)島村も頬が火照るようで､さっさと通り過ぎると､すぐに駒子が追っかけて来

た｡ (雪国)

shimamura se zacrveneo i kad按脚je pro蓋ao過綿, odmah za njlmje krenula過去形Komako｡

(100)青年が出て行くと画廊の客は七瀬ひとりになった｡ (ェディブスの恋人)

Kada接続詞jemiadie ot血o過去形, Nanase Je ostao過去形jedina mugterija u galeriji.

(101)加藤はその木村をしばらく見おろしていたが､自分もシャツを脱ぐと､木村と

同じように畳の上にごろりと横になった｡ (孤高の人)

Kato je neko vremegledao odozgoKimuru,alije, kada按脚je skinuo過去形majicu, legao過去形na

tatamikao Kimum.

(102)暗くなると大人たちは幾人かずつ､僕に励ましの言葉を投げて帰って行った｡

(飼育)

Kada接続詞se srruaeilo過去形, po nekoliko odraslih ml Je uPutilo過綿reei ohrabrenja i otiglo･
1　　4　　　　　　　　　　　　　　　　　4　■　　　　.Il▲さl l.▲･.･._■◆▲′　　　　　　　ヽ I　4　　　　　■　　　　　　　■　　　　　　　　　　　●

(103)ジョバンニはおじぎをすると扉をあけてさっきの計算台のところに来ました｡

(銀河鉄道の夜)

Kad接続詞se Dovampoklonio過去形, otvorio Je Vrata i do喜ao過去形do kasira gde je bio pre.

(104)授業が終ると､加藤は隣席にいた木村敏夫に引摺られるようにして教室を出て

いった｡ (孤高の人)

Kad接続詞se zavrgio過去形eas, Kato je otigao過去形iz ueionice tako凱o gaJe POVukao Toshio

Kimura koji je sedeo pored njega.

(105)とちゅうでバスがとまり､おなご先生をおろすとまた走っていった｡ (二十四

の瞳)
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Autobus Je uSPut StaO i kada祝詞je izagla過去形u己iteljica Onago, opet je krenuo過綿
●

(106)波の音に耳が馴れてしまうと､薄気味の悪いほどあたりはしんとした0 (草の

花)

Kada接続詞Samse navikao過去形na zvuke talasa, u okolinije postalo退城tako tiho damije bil°

JeZivo.

(107)手を振り払うと､急ぎ足に駅の方-走って行った｡ (草の花)

po凱0時間的按脚je protresla過去形moju ruku, otrealaje過去形ka stanici brzim korakom.

(108)父は住職との久々の対面に昂奮して､大そう疲れていたが､金閣ときくと､息

を切らしながら私の肩につかまってついて来た｡ (金閣寺)

Otac se uzbudio kadajevideoglavnog popa posle dugo vremena, i bio jeumoran. Medutim, kad

接続詞je euo過去形Kinkaku, dr皇ao se za moJa ramena i i蓋ao過去形2a mnOm, jedva di差uei.

(109)村人の歌が主なと､今度は私たちが合唱しましたo (ビルマの竪琴)

Kad接続詞se zavr喜ila過去形pesma seljana, onda smo ml PeVali過去形u horu.

(110)駅-着くと､雪枝は待合室に入って行った｡ (あすなろ物語)

Kad接続詞smo stigli舶形na stanicu, Yukieje ugla過去形u eekaomicu.

(111)私が帰りかけると､彼は私を呼びとめて暫く考えていた｡ (草の花)

Kada接続詞Samkrenuo過去形da odem, on me Je POZVaO i malo je razmigljao過去聖

｢たら｣

(112)そうして､一ケ月もたったら､その恋人は戦死してしまはった｡ (金閣寺)

zatim, kad接続詞1'e pro鮎過去形mesec dana, nJen ljubavnikje umro過去形na ratih.

(113)今日実は仲田の処に行ったら､門の処で出あったのだ｡ (友情)

Kad接続詞Samdanas stvamo otiho過去形kod Nakate, sreli smo se過去形ispred kapije.

(114) ｢こないだ津田にあったら君のものに随分感心していた｣ (友情)

Kad接続詞Samse nedavnovideo過去形sa Tsudom, prilieno se interesovao過去形za tebe.

(115)それから又一年ばかり経ったら､叔父の子の安之助が､大学を卒業して､小六

が高等学校の二年生になった｡ (門)

onda kad接脚je pro削o過去形oko godinu dana, Sinmog strica, Yasunosukeje diplomirao過去形na

fakultetu i Soroku se upISaO u drugi raHedgimnaziJe.

49



(116)その運転手らしき男に､モアナ･ホテル-も立ち寄ることを確かめようと何か

言いかけたら､まだ言い終らぬうちに､私のスーツケースをいとも無造作に､ほとん

ど乱暴とも言えるように車の最後部に放り込んだ｡ (若き数学者のアメリカ)

Kad接続詞Samzaustio過去形da kaZem ne凱o tom eoveku koji izgleda kao vozae, da potvrdim da

idemo do Moana Hotela, onje bacio過去形moj kofer nepaZljivo, 6ak i nasilno, u zadnji deo auta.

(117)　日本-帰って二年程したら､新着の文芸雑誌にグレイグ氏が死んだという記

事がでた｡ (永日小品)

Ka血接続詞su pro差le過去形otprilike dve godine otkako samse watio u Japan, u novom knjiZevnom

easopISuje izaho過去形elanak dajeumro gospodinGrejg.

(118)お前が出掛けて行ったら尚話も何にも無くなって閉口した｡ (好人物の夫婦)

Kada按脚si otiho過去形, nismo imali ni昌ta da prほamo 1 SPleli smo se過去形

(119)ベッドのうえにはらばいになってここまで書いたら､背骨が痛くなりました｡

(聖少女)

Kada按脚Samdovde ispISaO過去形le蓋e6i na stomaku na krevetu, poeelaje過去形da me boli kiema.
●

Kada接続詞Samokrenuo過去形glavunazad i pitao 'Kako znag?', odgovorio je過去形` Tako凱o kriee

eaplje.'

(120)私らが､ほうりだしてしまったら､十日もたたずに､すっかり埋まっちまっ

て･ ･ ･(砂の女)

Nije pro削o過去形ni deset dana otkako接続詞smomito izbacili, a bio je過去形sasvim zakopan.

(121)私がそれは感傷で着てるの?とその時たずねたら､そんなんじゃない､死人は

戻らないし､モノはモノだと言ったo (ムーンライト･シャドウ)

Tada, kada接続詞Sampitala過去形`Da li to nosi蓋zbog boieeivosti?', rekao je過去形`Ne. Mrtav

eovek se neee vratiti, a stvar je stvar.'

時間的なPosterior関係を表す｢たら｣文の構造も｢と｣と同じである｡主節の動詞は､

過去形の完成相であって､状態を表すときだけは､継続相である｡

｢ばJ

(122)海に面した山に中腹まで耕している耕地をみれば､その勤勉さに感心するより

も悲惨な生活の苦しさがしんと伝わってきました｡　(沈黙)
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Kad接続詞Samvideo過去形zaoranu plodnu zemiju na plamnl POred mora逐ivo samosetio過去形

●         ■ ●■            ●

te盗nu njihovog皇ivota, pre nego divljenJe njihovoJ Wedno6i.

(123)男は佐知子を見つけて歩み寄っていった｡テーブルのそばまで行き､椅子に掛

けるかと思えば､そうではなかった｡彼は掌の中から紙片のようなものを彼女の前に

落として､通りすぎた｡ (死なれては困る)

Mu喜karacje nagao Sachiko i pri喜ao｡ Do蓋ao je blizu stola i, kad按脚je izgledalo過去形kao da ee

da sedne na stolicu, medutim,mije seo過去形. Ispustio je iz ruke ne喜to kao paplnC ISPred nje i
t　　●　′　　■

pro菖ao.

時間的なPosterior関係を表す｢ば｣は､主に､ ｢気がつく｣ ､ ｢思う｣のよう

な動詞と一緒に使われている｡

｢一ケ月もたっ｣ ､ ｢耕地をみる｣という従属節の動作は､主節の述語の過去形で

示されているように､すでに実現した動作で､仮定的な事柄ではなく､時間を表して

いるのである｡これらの用例の場合､主節の動作は､従属節の動作の後に行われてい

るので､セルビア語･の時間的Posterior関係に対応している｡このような文をセルビア

語に訳すときにPosterior関係の接続詞eim, po喜to, kadなどを使用する｡なお､これらの

事柄の場合も､ time measureme山の接続詞は対応していない｡

ここで例文(99)と(112)を時間表現で言い換えてみよう｡

(99a)島村も頬が火照るようで､さっさと通り過ぎたときに､すぐに駒子が追っか

けて来た｡

(112a)そうして､一ケ月がたってから､その恋人は戦死してしまはった｡

これらの言い換えられた用例と比べると､時間表現を使った文と条件表現を使った

文の意味のニュアンスの違いがよく分かる｡条件表現を使用して時間を表す場合､従

属節と主節の時間的な関係がより緊密になる､つまりIrnmediate関係に近づいてくるo

このような文の構造とセルビア語の時間文との対応関係は､次のようになって

いるo

表9. Posterior関係の既定の事柄･セルビア語の時間文の構造と対応関係

従属節 偃Y���使用域 

日本語 �(,b�+ﾘ.r�,�2ｹ:韋ﾈ,ﾈｪ��動詞の過去形(完 偃Y��,ﾉ:鞐ﾈ*ｨ�����,ﾉ:��

成相(たまに継続相) ��ﾉ�ｪH+ﾘ-ﾈ,佗����作のすぐ後に行われる､ 
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棉) �*�.�*(,ﾚH�����,ﾉ:鞐ﾂ�,�.h,�,H処*ｸｴ�+�+8.ｨ+ﾒ��ｨﾘr�

セルビア語 ���7FW&薮)�ｩ��霹ｶ�BﾆV木,�,rｲ�動詞の過去形(完 偃Y��,ﾉ:鞐ﾈ*ｨ�����,ﾉ:��

動詞の過去形(完成相) ��ﾉ�ｪH+ﾘ-ﾈ,佗����lr��作の後に行われる場合 (直行性などの意味合い はない) 

3.5. 1屯1.3 Simultancous関係

以下の例も､条件ではなく時間の意味を表している典型的なものである:

｢と｣

(124)部屋で本を読んでいると､とつぜんどこかでドカンという大きな音がした｡

(日本語の文法)

Dok接続詞Samu gobi eitao過去形knjigu, odjednom se odnekud zaeuo過去形jak tresak.

(125)フン先生が､あっけにとられてきょろきょろあたりをみまわしていると､上の

方から声がした｡ (ブンとフン)

Dok接続詞se profesor Fun, zaeuden, osvrtao過去形okolo nemimo, zaeuo se過去形glas odozgo.

(126)堤防に出る手前のところで小休止をしていると､巡査部長の佐藤進さんに声を

かけられた｡ (黒い雨)

Dok接続詞Samse malo odmarao過去形na mestu blizu brane, policaJaC Susumu Sato me Je POZVaO

過去形

(127)島村が彼らしく動､空塵堂上三色呈上､ ｢駒ちゃん､駒ちゃん｡ ｣と低くても澄

み通る､あの菓子の美しい呼び声が聞えた｡ (雪国)

Dok接脚je Shimamura kao i uvek zaneseno magtao過去形, zaeuo se過去形miakali bistar i lep glas

Yoko, kako zove'Koma, Koma.'

(128)この店で五人揃ってめしを食っていると､とつぜんハットの鎌田が原島久三と

いう古参の社員と一緒にその店にやってきた｡ (新橋烏森口青春篇)

Dok接続詞smo SVI PetOrO jeli退城u ovom restranu, Kamataje iznenada do昌ao過去形zajedno sa
■

● ●

starij im slu馳enikom Hisazo HaraJ lmOm｡
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｢たらJ

(129)私は仕事が休みだったのでパンをかじりながらだらだら新聞を読んでたら､雄

一が部屋から出てきた｡ (キッチン)

po凱o nisami凱a na posao, polako sameitala過去形novine grizu6i hleb, kada接続詞je Yuichi izagao

過去形iz sobe.

(130)いろいろ考えていたらすっかり頭が冴えてしまい､もう一度眠り直そうと努力

したがどうしても駄目だった｡ (若き数学者のアメリカ)

Dok按脚Sampuno razmigljao過去形, potpuno samse rasanio過去形. Trudio samse da opet zaspim,

alimiSammogao.

(131)あの日は､珍しく早く帰って､家にいましたよ｡テレビを視てたら､あねから

電話で､事件を報されたんです｡ (死なれては困る)

Tog dana samse vratila s posla neuobieajeno ran° i bila samkod kuee. Dok接続詞Samgledala過去

形televIZIJu, SeStramise Javila過去形telefonom i obavestila me o tom slueaju.+    I ～

(132) ｢くものやっが硝子にいたらね､凄い大きな蝿が飛んできたんだ｡そしたらあ

いっめ､戸のうしろ-逃げてしまいやがった｣ (結婚の生態)

"Dok接続詞je pauk stajao過去形na staklu, priietelaje過去形vrlo velika muva. Onda onJe PObegao

izaⅥ加a.紘

(133)電車に乗っていたら､横に坐ったおっさんが､こう大きく新聞を広げてね､せ

っかくだから横眼で読ませてもらったんだ､降りるまで｡ (一瞬の夏)

Dok接続詞Samse vozio過去形vozom, eiea kojije sedeo do meneJe OVako raho過綿novine, pa

samih krajem oka eitao, sve dok nisamsi喜ao｡

以上のような文の中でも､従属節は､主節の事柄を起こす､あるいはその実現を可

能にすることはできない｡ ｢部屋で本を読んでいると｣と｢とつぜんどこかでドカン

という大きな音がした｣と言う事態は､同時に､しかし､意味としては､全く関係な

く､独立に行われた事柄である｡したがって､従属節と主節との関係はこの場合でも

時間的な意味で､従属節の動作が続いている間に主節の動作が行われたという

Simdtaneous関係である｡

｢読んでいると｣ ､ ｢視ていたら｣は､ ｢読んでいる時に｣ ､ ｢視ている時に｣で

置き換えても意味は変わらないが､ ｢と･たら｣は､従属節の動作を中断させた主節

の事柄-の話者の驚き､意外性の意味を内在させている｡
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このような文は､セルビア語-時間的なSimultaneous関係を表す接続詞kad, dok

で訳されている｡ Timemeasurementの接続詞はこの場合も対応していない｡

これらの文の特徴は､従属節の述語の継続相と主節の述語の完成相の組み合わ

せである｡

表106　Simultaneous関係の既定の事柄Lセルビア話の時間文の構造と対応関係

従属節~~1 偃Y���使用域 

日本語 �(,b�+ﾘ.z2ｹ:韋ﾈ,ﾂ�動詞の過去形 偃Y��,h�����,ﾉ:鞐ﾈ*ｩ:��,俎8.ﾒ�

継続相 宙ｪ��ﾉ�｢��れるが､従属節の動作を中断させ た主節の事柄-の話者の驚き､意 外性の意味を内在させる場合 

セルビア語 �6儲VﾇF�觀�9�ｩ��霹ｶ�Bﾂ�動詞の過去形 偃Y��,ﾉ:鞐ﾈ,h�����,ﾉ:鞐ﾈ*ｩ:���

dok+動詞の過去形(舵 宙ｪ��ﾉ�｢��に行われる場合 

続相) �(意外性などの意味合いはな い) 

｢ば｣には､ Simultaneous関係の用例はない｡

365.1.2原因･理由の意味

｢と｣

(134)役人が背後から突き飛ばすと恩人たちは浜の上に倒れた｡ (沈黙)

Kada/po喜to接続詞je einOvnik gumuo退城dobrotvore, oni su pali舶形na pla鮎｡

(135)鮎太は冴子がいなくなると､勉強するのに気が抜けた気特だった｡ (あすなろ

物語)

Kada/po凱o接続詞je otigla退城saeko, Ayuta se osetio過去形kao daje lZgubio ielju da uei.

(136)然し友達の仲田に勧められると､ふと行く気になった｡ (友情)

Ali, kada/po凱o接続詞mije preporueio過去形prijatelj Nakata, odmah sampo皇eleo過去形da idem.

(137)内藤は､私が答えに窮しているのを黍すると､助け船を出してくれた0 (一瞬

の夏)

Kada/po凱o按脚je Naito prlmetio過去形da ne 2nam昌ta da odgovorim, pomogao過去形mりe.
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(138)あの店で買ったら､安く買えました｡ (日本語初歩)



Kada/po凱o接続詞Samkupila退城u toj radnji, je氏ino samplatila舶形

(139) ｢耳が痛い｣

竹-は､立ったままでそう言いましたo

｢雨に濡れたら､痛くなったよ｣ (人間失格)

Bole me u昌i, rekao je Takeichi stojeei｡

zabolele su過去形me kada/po凱o接脚Sampokisao過去形

(140)ハンバーガーとごく日本式の発音をしたら通じなかったので､ハ(･)にアクセ

ントを置いて思い切りキザに発音してみたら､たちどころに通じた｡ (若き数学者のア

メリカ)

Kada/po凱o接続詞Samrekao過去形s izgovorom uJaPanSkom stilu "HanbaagaaM, nlJe me raZumeO過

去形. zato samprobao da izgovorim otmeno i odmahje razumeo.

例文(134)の中の従属節の｢突き飛ばす｣は､主節の｢倒れる｣という動作を招

いた既定性のある文のことであるため､条件よりはその原因･理由として考えること

ができる｡例文(139) ､ (140)も､時間的な意味とともに､原因･理由の意味として

も解釈できる｡

既定の事柄を示す｢と･たら｣の従属節は､時間節と同時に原因･理由を表すこと

もできる｡しかし､例文(49), (55)に､そのような解釈はできない｡

(49a) *会社に帰った(ため､から､ので) ､工場長が数人の工員たちと食堂で麦茶

を飲んでいた｡

ただし､ ｢と｣が表す既定の事態が時間とともに原因･理由としても解釈できる例

は少なくない｡たとえば､

(141)ふたを開けると(開けた時/開けたので) ､ゆげがばあっとまいあがった｡

(日本語の文法)

Kad/130凱o按脚Sampodimi退城pokloDaC, ParaJe POkuljala過去形
●

(134a)役人が背後から突き飛ばすと(突き飛ばした時/突き飛ばしたので)恩人たちは

浜の上に倒れた｡ (沈黙)

(134), (141)の用例は英語に訳す場合も､原因･理由の接続詞becauseやSinceで

も､時間を表す接続詞whenでも訳すことができるo　日本語でも時間関係や原因･理由

関係を内在させていると言えよう｡
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原因･理由関係を示す既定の｢と･たら｣と時間関係を示す既定の｢と･たら｣と

の違いは時間的関係の種類と主節のアスペクトによって表されていると思われる｡既

定の事柄のPosterior関係を表す､そして､主節の動詞が完成相である52の例を分析し

てみると､その中の48例(92｡3%)が時間としても原因･理由としても解釈できる例

であった｡つまり､ Posterior関係で､主節の述語が完成相の場合は､ ｢と･たら｣は､

原因･理由関係の意味を表す傾向があると言えるだろう｡一方､既定の事柄のA山erior

関係を表す､そして､主節の動作が継続相である　37例を分析してみると､ 36例

(97｡ 3%)が時間関係しか表せなかった｡ Anterior関係で､主節の述語が継続相の場合

は､主語が従属節の動作が行われた段階で発見した､すでに存在していた様子を物語

っているのであり､時間関係を表す傾向が強いことが判明した｡原因･理由を表す既

定の事柄は､セルビア語ではpo凱oなどの因果関係の接続詞で訳される｡次の例を見て

みよう:

(141)ふたを開けると､ゆげがばあっとまいあがった｡ (原因･理由､時間)

(30)ボタンを押すと(押したら) ､明かりが点いた｡ (日本語の文法) (原因･理

由､時間)

Kad/po凱o接続詞Sampritisla過去形dugme, upalilo se過去形svetlo.

(142)うち-帰ったら､お坊さんが来ていました｡　(日本語の文法) (時間)

Kad接続詞Samse vratila過去形ku6i, tamo je vet bio過去形sve凱enik.

49)会社に帰ると､工場長が数人の工員たちと食堂で麦茶を飲んでいた｡ (時間)

原因･理由文を表す既定の事柄とそのセルビア語訳の構造と対応関係は､次のようで

ある:

表11｡原因･理由関係の既定の事柄･セルビア話の原因t理由文の構造と対応関係

従属節 偃Y���使用域 

日本畠 �(,b�+ﾘ.z2ｹ:韋ﾈ,ﾈｪ��動詞の過去形 偃Y��,h�����*ｨﾋH獣騫ﾙu(/�Uﾂ�

成相 宙ｪ��ﾉ�｢��しながらⅠmmediate関係を内在 させている場合 

セルビア語 �h惠ｭhﾅx,ﾉ�ｩ��霽��ﾓ�B�動詞の過去形 偖ﾙ����,ﾉ:鞐ﾈ*ｨ益��,ﾉ:鞐ﾈ,ﾈﾋB�

zatogtoなど+動詞の過去 形(完成相) 宙ｪ��ﾉ�｢��因.理由になっている場合 
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3.5.1.3まとめ

次に､収集した既定の事柄の用例の中で､時間的関係の各種類を表すために､

また原因･理由関係を表すために､どの条件形が最も多く使用されているかを示す｡

収集した1236の用例の内､ 288例はAnterior関係の事柄を表しており､ 858例

は　Posterior関係､ 52例はSimultaneous関係､ 38例は原因･理由の事柄を表していた｡

各事柄における｢と･たら･ば｣の使用率は､表12.のようになる｡

表12.既定の事柄の各種類における｢と･たら･ば｣の使用率

時間 l 劍ﾋH獣騫ﾙu"�

Anterior ���7FW&薮"�Simultaneous 

と 塔�纈R�90.2% 都2��R�68.4% 

たら 免ﾂ繧R�7.20/o �#b纈R�31.6 

ば 澱�2R�2○6% �� 

表11.から明らかなように､既定の事柄では圧倒的に｢と｣の用例の数が多い0　時

に｢たら･ば｣との差が大きいのはAnterior　と　Posterior事柄を表す場合である｡

simultaneous関係を表す場合と原因･理由を表す場合には､ ｢と｣と｢たら｣との差は

小さくなっている｡

3.5t2予定的な事柄

ここでは､一定時間後に成立が予定されている事柄の意味と用法を分析してみよう｡

この文のタイプは､非既定の文で､つまり未来-の予定､確信､推量を表す文である｡

このような文には､二つの意味が見られる｡いずれも未来の事柄を表しているが､一

つは､非仮定的な時間の意味で､もう一つは､仮定的な事柄であり､条件の意味であ

るo　両方ともhealis領域の事柄であるo　このような事柄の場合､セルビア語を母語と

する日本語学習者にとって最も困難だと思われるのは､非仮定の意味と仮定の意味を

区別することであるo　ここでは､予定的な事柄が非仮定的な意味を表す場合に､従属

節と主節の間にどのような関係が見られるかを見ていきたいと思う｡
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3.5.2.1時間的な意味

予定的な事柄を表す文の従属節と主節の時間的な関係はセルビア語の時間的

Posterior関係に対応している｡事実的に行われた事柄を結ぶA山erior　関係や

Simultaneous関係の用例はない｡

3.5.21.1 Posterior　関係

｢たら｣

(143)千枝子が帰ったらお昼にいたしましょ う｡ (草の花)

Ruea6emo未来形kada接続詞dode現在形chieko.

(144)夕方､哲生がやってきたら､私の大きな荷物を持たせて両親のところに帰って､

しばらくは知らぬ顔をして穏やかに生活しよう｡ (好人物の夫婦)

Kada按脚dode現在形Tetsuo uveee, Zamolieu未来形ga da ponese moJ Velik prtljag i otieieu kod

roditelja,滋veeuumereno praveei se da ni昌b ne znam｡

(145)外山三郎は授業が終ったら加藤にどこの山をどう歩いて迷ったのか聞こうと思

っていた｡ (孤高の人)

Sabwo SotoyamaJemislio kad接続詞se zavr喜i現在形predavanJe Pitaee未来形Katoa na koju planinu

se peo i kako se lZgubio.

(146)夕御飯済んだら､もう一度ここ-いらっしゃい｣ (あすなろ物語)

Kad接続詞veeera差現在形, dodi船形Ponovo ovde･

(147) ｢これを終ったら食事にしよう｣ (死者の馨り)

Kad接続詞ovo zavr蓋imo現在形,mi6emo dajedemo未来形

(148)妹が十八にでもなったら見せてやってもいい｡ (友情)

Kad接続詞moja mlada sestra napmi現在形osamnaest godina, mo皇emo現在形dajoj pokaiemo.

｢ば｣

(149)雨期に入れば響史たちの捜索もややゆるむでしょうから､ - ･｡ (沈黙)

Kad接続詞se ude現在形u kihu sezonu, poucijska istraga ee verovatno popustiti未来形

(150)やがて丁年に達すれば､私も兵隊にとられる｡ (金閣寺)

Kad接続詞odem現在形u penzIJu, 1 Ja mOram現在形da idem u vojsku.
●　●
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(151)以下はそれから彼の話し出した彼の｢薫さんの話し｣である｡然し､この話は

あまり精しく書くわけには行かない｡何故なら､時期が来れば彼自身精しく書くつも

りでいる材料だからである｡ (冬の往来)

Doleje nJegOVa "Priea o Kaoru" o kojoj je krenuo da govori. Ali ne mogu deteljno da pisem o

ovoj PrlCl, Jer On SamnameraVa現在形da pISe 0 OVOme deteljno kad接続詞dode現在形vreme.
●　　　　　●>●　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●)

以上の用例はすべてPosterior関係を表している｡これらの文は､従属節の動作が実

現してから主節の動作が実現するという　Posterior関係を表し､セルビア語ではkad,

po凱oなどのPosterior関係の接続詞で表される｡

3.5. 21.2　時間的副詞節の働き-Posterior関係

Posterior関係の中には､特別な働きをする文のパターンが見られる｡それは､時間

的副詞節の機能をする文である｡

｢と｣

(152) ｢兄さんは来年になると月給が上がるんでしょう｡ ｣ (門)

Bratu 6e iduee godine化ad接続詞postane現在形iduea godinal porasti未来形plata, zar ne?

(153)リーチは三ヶ月はどすると一家を挙げて英国-帰るはずである｡ (雪の日)

Riei treba現在形posle接続詞trimeseca da se vrati現在形u Englesku zajedno sa svoJOm POrOdicom.

(154)夜にならないと行動を開始しない｡ (パニック)

Neeemo現在釈da otpoenemo aktivnosti dok按脚ne padne現在形veee.

｢たら｣

(155)一時間か一時間半したら､帰るo (痴情)

vratieu se未来形kuei kad接続詞13rOde現在形sat ili sat i DO.

(156)九月になったらまた貴方に会おうと約束した私は､嘘を吐いたのではありませ

ん｡ (こころ)

Nisamlagao過去形kada接続詞Samti obe6ao過去形da demo se ponovovideti u septembru時間的副詞

匝ad接続詞dode現在形septembar).

(157) ｢明後日?明後日になったら､ぼくはもういませんよ｡ ｣(砂の女)

'prekosutra? Javi昌e ne6u biti未来形ovde prekosutra時間副詞(bd接続詞dode現在形prekosutra).'
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(158)宗助は弟に夕方になったら､ちと洋燈を点けるとか､戸をた閉てるとかして､

忙しい姉の手伝いでもしたら好かろうと注意したかったが､ - ･｡ (門)

sosukeje hteo da opomene svog brata da､ kada接続詞padne現在形veee, upali現在形zapadnjaeku

lampu ili zatvori vrata, da pomogne sestrikojaJe ZauZeta,ali...

(159)いっか死ぬ時がきたら､台所で息絶えたい｡ (キッチン)

Kada按脚dode現在形vreme daumrem jednog dana, Zelim現在形da umrem u kuhinji.

｢ば｣

(160)やがて年の暮れから正月になれば､あの道が吹雪でみえなくなる｡ (雪国)

hjem g｡dine, ka譲練熟ode現在形N｡va g｡dina, taj put se neeevided未来形｡d snega.

(161)もうあと十日もすれば退院してもいいとお医者様から言われた日のことでござ

います｡ (錦繍)

To je dankadamije lekar rekao da du za deset dana時間副詞modi未来形da izadem iz bolnice.

(162)十五年たてば､娘婿は四十二歳になる｡ (錦繍)

Mu皇moje keerke ee imati未来形42 godine kroz 15 godina時間副詞

(163) ｢明日になれば､くわしく答えられると思います｣ (冬の旅)

Mislim da eu sutra時間副詞(bd接続詞dode現在形sutra) moei未来形detaljno da odgovorim.

(164)四年たてば俺だって今の俺ではない｣ (友情)

Kad接続詞produ現在形eetiri godine, nl Javi喜e neeu biti未来形sadahji ja.

(165) ｢･ -二週間経てば､国から届く筈だから､ - ･｣ (永日小品)

Zかkroz dve nedelje/時間副詞kad按脚produ現在形dve nedelje, trebalo bi接続法da stigne iz zemije.

｢来年になる｣ ､ ｢一時間半する｣ ､ ｢二週間経つ｣という事柄は､すでにそうす

ることになっている､つまり｢必然性｣の事柄である｡このような従属節では､事柄

は必ず成立し､成立しない可能性はほとんどない､すなわちその仮定性はほぼゼロに

近い｡そうすると､この場合の｢と･たら･ば｣は仮定的な事柄ではなく､時間を表

す副詞節の働きをしていると言える｡これらの従属節が､条件形ではなく､時間的な

副詞で置き換えられることも､この節の時間性について物語っている(来年になると=

来年､二週間経てば=二週間後) ｡これらの用例は､従属節の動作が実現してから主節

の動作が実現するという　Posterior関係を表し､セルビア語ではkad, po凱oなどの
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Posterior関係の接続詞か時間的副詞節(Zかkroz dve nedelje)で訳される｡この文の場合

は､ Time Measureme山の接続詞も対応する｡

これらの用例の従属節を｢てから｣で置き換えればPosterior関係がより強く強調さ

れるが､その場合は､単に動作の順番に重点が置かれる｡ ｢と･たら･ば｣の形式は､

文末のモダリティと関わりながら､推量の意味､決心の意味､確信などの意味を表す

のが特徴と言えるだろう｡

時間的な副詞節の働きをする節と時間的なPosterior関係を表す文における日本語と

セルビア語の構造と対応関係は､次のようである｡

表13. Postcrior関係の時間的副詞節の働きをする予定的な事柄L

セルビア語の時間文の構造と対応関係

従属節 偃Y���使用域 

日本語 倬隴IYｸ霙ｺ(,b�+ﾘ.r�,�2ｹ:韋ﾈ,ﾈｪ��動詞の現在 �ｩ.磯隴Hﾎ8,��ﾉzx*ｩuﾂ�

成相 佝�*冕)x鞍��穐��ﾂ�lr唏.�+R�*ﾘ,ﾚI�B�|ｪHﾈ��:B�ｦﾙ�ﾘ,�,r�定されている事柄で､ 推量､決心､確信など の意味を表す場合 

セルビア語 ���7FW&薮(ｭhﾅx,ﾈ鳧ｭI�ｩ��霹ｶ�Bﾇ��ﾖ�,��動詞の未来 冕(��ﾋｸ,ﾈ駟�H,ZH益���

ど/時間副詞(動詞は完成相) 佝�穐��ﾉ�｢��の動作が従属節の動作 

*Timemeaswementの接続詞も対応する 凾ﾌ後に行われる場合 (予定性の意味合いは ない) 

345.2.1.3非仮定の時間的Posterior関係一仮定条件の意味との重なり

｢たら｣

(166) ｢家に帰ったら､払うわよ｡ ｣(哀しい予感)

Kad/?ako按脚se watlm現在形kuei, platieu未来形tie

(167)山田さんが来たら､教えてください｡ (日本語初歩)

Kad/?ako按脚dode現在形gospodinYamada, javite命令形mi.

(168)明日雨が降ったら､遠足はやめる｡ (日本語の文法)
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Ako接続詞Dadne現在形ki歪むne6emo iei未来形na izlet.

(169) ｢きみが死んだら､葬式にはそうしてやる｣ (ビルマの竪琴)

Kad/Ako接続詞ulrue蓋現在形,uradieu未来形tako na sahrani.

(170)結婚したら､すぐに子供がほしいわと咳いた｡ (結婚の生態)

Kad/Ako接続詞se udam現在形,皇elim現在形odmah da rodin dete, reklaje.

(171)大丈夫よ､水をやったら又直ぐ生きッ返るから､ (下略) (痴人の愛)

U reduje, kad/ako接続詞damo現在形vodu, odmal1 6e o皇iveti未来形ponovo, (…)

(172)疲れたら休めよ(二十歳の原点)

Kad?/ako接続詞si seumorio過去形, odmorise命令形

｢ば｣

(173) ｢日記を塵也皇室､直ぐ分るわ｡ ｣ (雪国)

Kad/Ako接続詞pogleda喜現在形dnevmik, odmah de喜razumeti未来形

予定的な事柄の中には､もう一つ､注目すべきことがある｡例文(166)､ (167)を見

て分かるように､このような文は､非仮定の予定的なPosterior関係とともに仮定的な

事柄を表すことができるoセルビア語では､仮定的な意味は接続詞akoで表される｡こ

の二つの意味の中からどちらの意味になるかは､文脈からしか分からない｡時間的な

意味を表す文としても､仮定的な意味を表す文としても捉らえられるため､非仮定の

時間的な意味と仮定的な意味が重なってしまう例である｡それは､特に､ ｢たら｣節

に見られる現象である｡例文(166) ､ (167)は時間文としての認識が強いが､例文

(168)は仮定的な意味しか表せない｡時間的な意味の場合は､セルビア語の従属節の訳

は時間的な接続詞kad+動詞の現在形になる｡仮定的な意味の場合は､セルビア語の従

属節の訳は仮定的な接続詞ako+動詞の現在形である｡

この用例の分析の結果､表14｡で表されているように､予定的な事柄を示す従属節

の｢と･ば･たら｣は仮定的な事柄を表すとともに､非仮定的な時間のPosterior関係

も表せる｡予定的な事柄は､ Posterior関係以外の意味を表すことはできない｡

非仮定の時間的Posterior関係を表す予定的な事柄の日本語の文とセルビア語の文の構

造との対応関係は次のようである｡
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表14.非仮定のPosterior関係の予定的な事柄･

セルビア語の時間文の構造との対応関係

従属節 偃Y���使用範囲 

日本語 �(+ﾘ.r�,�2ｹ:韋ﾈ,ﾈｪ��ﾉ�｢�動詞の未来形､もし くは推量､鉄心､確 宿,依頼､約束など 倬隴I4�FﾖVF��FXｭhﾅr��+ﾈﾎ9�ｸ,ﾈ�9j�ﾘr�*"唏ﾜY.�ﾌ���ﾈ��

セルビア語 ���7FW&薮(ｭhﾅx,ﾉ�ｩ��霹ｶ�BﾆV猛ﾂ�動詞の未来形､もし 冕(��ﾋｸ,ﾈ駟�H,X益��,ﾂ�

po蓋toなど+動詞(完成相) �*ﾘ,ﾙ�I|ｪHﾈ��:Hｦﾒ�動作が従属節の動作の 

*Timemeasurementの接続詞も対応 ��ﾚH源xｪIo���,�,r�後に行われ､実現が確 

する 凾ｩな場合(Time measwementの場合､ 最低限条件の意味合い がある) 

予定的な事柄の意味には､セルビア語のTime Measurementの接続詞は対応してい

ることが分かった｡ Time Measurementの接続詞を使用すると､最低限の条件の意味令

いが含まれる｡

予定的な事柄には原因･理由の意味は見られない｡その主な理由として次の二つが

挙げられる｡一つは､予定的な事柄の時間性そのものである｡もう一つは､原因･理

由の場合は､話者のある事柄についての知識が確かでなければならないが､予定的な

事柄の場合は､時間の意味と仮定の意味が接近するので､確信度の高い原因･理由文

の意味が表せない｡

3.5.2.2まとめ

収集した予定的な事柄の104の用例はすべてPosterior関係を表していた｡その中の

各条件形の使用率は､表15.のようになっている｡

表15.予定的な事柄における｢と･たら･ば｣の使用率

時間 劍ﾋH獣騫ﾙu"�

Anterior ���7FW&薮"�Simultaneous 

と ��36.5% �� 
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たら ��40.40/o �� 

ば ��23.1% �� 

予定的な事柄を表現するために､最も使用されたのは｢たら｣であったが､ ｢ば｣ ､

特に｢と｣との差はそれほど大きくはない｡要するに､未実現の事態､しかも仮定の

事態に接近する事柄を表すには､どの条件形も頻繁に使用される｡その頻度は､

｢と･ば｣にかかる主節のモダリティ制約にもよるものであろう｡

3.5.3一般的に行われる事柄

ここでは､習慣的な繰り返し(過去あるいは現在における規則･不規則的な習慣

など)や一般的な可能性として成立する事柄の意味と用法を分析してみよう0

3.5.3.1時間的な意味

収集した用例の分析の結果､一般的な事柄の時間的な意味には､ Posterior､

SimultaneousとGeneralの意味が見られた｡このような一般的に行われる事柄の特質は､

従属節の動作がいっも主節の動作に伴って実現することである｡それゆえ､主節の動

作が従属節の動作の前に行われるA山erior関係を表さない文である｡

一般的な事柄は､次のように分類したい｡

(1)過去の習慣を表す事柄

(2)過去の経験を表す事柄

(3)現在の習慣を表す事柄

(4)現在の経験を表す事柄｡

(1)と(3)は､話者が過去において規則的に行った動作､または現在でも規則的

に行う動作について述べる場合である｡ (2)と(4)は､話者が過去において経験し

たこと､または現在でも経験することがある事態について述べる場合である｡

3.5.3.1.1 Posterior関係

(1)過去の習慣

｢と｣

(174)読み書きに疲れるとよく縁の椅子に出た｡ (城崎にて)
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Kad据詞bih se umorio接続法od eitanja i pISanJa, iza蓋ao bih接続法na verandu i seo na stolicu.

(175)彼は疲れると熊のように雪洞にもぐって眠り､嵐が止むと､また歩いた｡ (孤

高の人)

Kad接続詞bi seumorio接続陰, uho bi接続汝ujamu u snegu 1 SPaVaO｡ Kad bi pro鮎oluja, opet bi

hodao.

(176)日が高いうちは喫茶店だったが､暮れると必ず呑み屋-行くことになった｡

(一瞬の夏)

Dokje sunce visoko, bili smo u ka鮎u,ali kad接続詞zade過去形, uvek smo odlueivali過去形da

idemo u kafanu.

(177)夏になると､伊豆屋の直ぐ半町程の下が子供たちの泳ぎ場になった｡ (あすな

ろ物語)

Kad接続詞je do削o過去形leto, mesto oko 50 metara dole taeno od prodavmice lzuyaJe POStal0過去形

deeije kupal蹴e.

(178)自分は退屈すると､よく欄干から蜂の出入りを眺めていた｡ (城の崎にて)

Kad接続詞mije bilo過去形dosadno, eesto samgledao過去形s ograde kakoulaze i izlaze peele.

(179)そして他処からの貰いものがあると､祖母は自分ではそれを食べないで､鮎太

に食べさせた｡ (あすなろ物語)

I kad接続詞bi dobila接続睦ne凱o od komhje, baba nlJejela過去形to sama nego je davala Ayuti da

jede.

(180)つまり､鮎太も祖母のおりょうも､毎年夏になると､別々にそれぞれ肉親のい

る場所-里帰りをするという恰好であった｡ (あすなろ物語)

Ukratko, i Ayuta i nJegOVa baka Oryo su i削i過去形kod svojih rodaka svake godine kad接続詞dode

現在形leto.

(181)父が上京して来ると､自分は､毎朝そそくさと登校するのでしたが､しかし､

本郷千駄木町の洋画家､安田新太郎氏の画塾に行き､三時間も四時間も､デッサンの

練習をしている事もあったのです｡ (人間失格)

Kad接続詞je otac dolazio過去形u Tokio, svako jutro sam凱ばio過去形na fakultet,ali ponekad sam

i蓋ao u放olu slikanja Shintaroa Yasude, slikara u Sendagiju, Hongo, i ve蓋bao sam　skeと3 ili 4

sata.

(182)ぼくは編集部ではまだ一番の若手で､同僚たちと金があるととにかく酒ばかり

飲んでいた｡ (新橋烏森口青春篇)
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Ja samjo喜uvek bio najmiadi u uredni昌tvui kad接続詞bih imao接続絵para samo bih pio接触sa

kolegama.

(183)毎朝､ベッドからとび起きると､鏡にむかっていぼり方の研究するほどの念の

入れ方であった｡ (ブンとフン)

Onje bio toliko paZljiv daje svako jutro kada接続詞ustane現在形iz kreveta stajao過去形naspram

ogledala i proueavao naeine da bude uobra堂en.

｢ば｣

(184)そして後はひまさえあれば､台所で料理を作っていた｡ (キッチン)

Kad接続詞god bih imala接続絵vremena, spravljala bih接続法jela u kuhinji.

(185)汚職があれば､徹底的にたたかった｡

Kad接続詞jebilo過去形korupcije, borili smo se過去形protivnje koremito. (ブンとフン)

(186)虎斑の大きな肥った蜂が天気さえよければ､朝から暮近くまで毎日忙しそうに

働いていた｡ (城の崎にて)

peela, koja ima丘guru tigra, svaki danje napomo radila過去形odjutra do uveee, kad god据詞je

bilo過去形lepo Weme･

(2)過去の経験

｢と｣

(187)そして杉子が少しでも笈且と彼は幸福を感じたo (友情)

osetio bi按続演sreeu kad god接続詞bi se Sugiko smejala接続法makar mal0.

(188)何が欲しいと聞かれると､とたんに､何も欲しくなくなるのでした｡ (人間失

格)

Kad接続詞bi me pitali接続絵昌はZelim, ja bih istog easa prestajao接続法da Zelim i喜也.

(189)看護室の前の廊下を通ると､時々､中から彼女の笑声が聞えて来た｡ (草の

花)

Kada接続詞bih prolazio接続絵hodnikom lSPred sobe medicinskih sestra, ponekad bi se Euo接続睦

nJenSmeh.

(190)暑い時は一日に一度は体を拭かないと､汗ばんで気特が悪かった｡ (花埋み)

Kad/Ako接続詞ne bih, kadje bil° vruee, jednom dnevno obrisao接続法telo, lo喜e bih se oseeao接続睦

zbog znoJa.
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(191)彼は女の人を見ると､結婚のことをすぐ思わないではいられない人間だった｡

(友情)

onje bio eovek koji nlJe mOgaO過去形da ne pomisli na brak eim按脚ugleda現在形皇enu.

(192)だから実際の女の前-出る上､私の感情が突然変る事が時々あった｡ (こころ)

zbog toga bimise ponekad dehvalo da se moJa OSeeanJa iznenada preokrenu現在形kad接続詞se

stvamo pojaVim現在形pred皇enom･

(193)夜半を過ぎると､四百円位で泊れる事もあった｡ (風に吹かれて)

Kad接続詞bi prona接続法ponoe, de喜avalo se過去形da mogu da prespavamza otprilike 400 jena.

｢ば｣

(194)その頃の私は､海を見れば､ああ､なんと淋しい海だろうと思い､何としても

大阪に帰りたいと考えてしまう｡ (錦繍)

Ja bih tada, kada接続詞bih ugledao接続睦more, pomislio接続絵kakvo usamijeno more I PO SVaku

cenu bih po皇eleo da se vratim u Osaku.

過去の習慣･経験を表す文とそれに対応するセルビア語の文の構造は､表16.で表す｡

表16.過去の習慣L経験を表す一般的な事柄のPosterior関係･セルビア語の文の構

造と対応関係

従属節 偃Y���

日本語 �(,j:J(,�2�動詞の過去形及び過去 の意味で使用される未 来形(完成相か継続 棉) 

セルビア語 ��ｩ��霹ｶ�Bﾆｶ�Fv�ﾇF猛ｲ�動詞の接続法あるいは 

接続法､あるいは過去 ��霹�穐��ﾉ�ｨ*佗����

形 冤r��
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(3)現在の習慣

｢と｣

(195)流行歌手なら十年もたっと､ 〝歌手生活十周年記念リサイタル〟なんてのをや

らかすが　(ブンとフン)

poznat pevae, kada接続詞prode現在形desetak godina posle nJegOVOg PrvOg naStuPa, Odrhva現在形

'Jubilamo izvodenje povodom deset godina karijerej

(196)先生は例月その日になると雄司ケ谷の墓地にある或仏-花を手向けに行く習慣

なのだそうである｡ (こころ)

Reklaje da Ueitelj ima obieaj現在形da uvek kada接続詞dode現在形ovaj danu mesecu odnese cveee

mjedangrob na groblju ZogigaJa.

｢たら｣

(197)生後二箇月ぐらいして背中に青みが差し､七八分から二寸ぐらいになったのは

育子と云い､この程度になったら養魚池に放流する｡ (黒い雨)

oko 2 meseca posle rodenja, oboje se plavo na ledima, i kada接続詞budu現在形oko 2 do 6

Santimetara, zovuse現在形"aoko", a kada porastu otprilike ovoliko, stavim ih uribnjake za rasad.

｢ば｣

(198)宣教師が捕まれば処刑の前日､このように見せしめのため長崎市中を引きまわ

すのが奉行所の慣例である｡ (沈黙)

U uredu "Bugyosho" je obieaj kada接続詞uhvate現在形misionara, da ga ovako vode現在形Svuda po

gjadu Nagasaki kao upozorenJe.

(199)毎年､二十人から三十人の寮生が春になればこの寮に入って来る｡ (孤高の人)

svake godine, kad接続詞dode現在形proleee, u ovaj don dode s現在形od dvadeset do trideset ljudi.
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表17.現在の習慣を表す一般的な事柄のPosterior関係･セルビア語の文の構造と対応

関係

従属節 偃Y���

日本東 �(,j:J(+ﾘ.z:B�動詞の未来形か現在形 

｢ば｣ 宙ｪ��ﾉ�｢��

セルビア語 ��ｩ��霹ｶ�Bｹ:韋ﾈ,ﾈﾋｸﾝﾒ�動詞の現在形(完成相 

形 �*佗����｢��

(4)現在の経験

｢と｣

(200)この風景を量る上､ニースやカンヌやリヴィェラのことが､しみじみ思い出さ

れるなあ｡ (ブンとフン)

Kada接続詞pogledam現在形ovaj pelZa望, setim se現在形zivo Nice, Kana i Rivijere.

(201)それにあたし､血を生る_とあっさり気を失うんですもの｡ (聖少女)

I uz to ja, eim接続詞vidim現在形krv, odmah izgubim現在形svest｡

(202)そう考えるといっも涙が出ます｡ (ェディブスの恋人)

Kada接続詞razmi喜Ijam現在形tako, uvekmipoteku現在形suze.

(203)私は財産の事を吐iときっと昂奮するんですo (こころ)

Kad接続詞prieam現在形o imovlnl, Ja Se SlgumO uZbudlm現在形

(204)もちろん今は手術後だよ､ぴんぴんしていてその頃のことはめったに思い出す

こともないが､大変なことや､つらいことにぶちあたると､タオルのことを思い出す

んだ｡ (TUGUMI)

Naravno､ operacijaje pro削a, ja samvrlo dobro i retko se setim onoga凱o se desilo tada,ali

kada接続詞se sukobljavam現在形sa te差koeama ili naporima, setim se現在形pe昌kira.

(205)世界の舞台に立つ政治家も､洋服をきると国民の人気がなくなるから､いっも

ビルマ服をきています｡ (ビルマの竪琴)

I politiearikoji izlaze na svetsku scenu, uvek oblaee bumansko odelo, Jer ako接続詞obuku現在形

zapadnjaek0, gube現在形popularnost.

(206) ｢箕輪辺りまで下りると時々見かけますが､上では蟻は一度も見たことはあり

ませんよ｣ (焚火)
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'Kada按脚idem現在形dole u Minovui okolinu, ponekad ugledam現在形菖arku,ali nikadaje nisam

videla gore.'

(207)田舎の薬局-宣i_と折り合った値段で売ってくれることがある｡ (黒い雨)

Kada按脚odem現在形u apoteku na selu, ponekad se desi雛形da to prodaju po pristojnoJ Cemi｡

(208) ｢あの町を見ると､むかし耳にした話を思いだす｣ (沈黙)

'Kada接続詞vidim現在形taj grad, setim se現在形priee koju sam6ula u pro凱osti.'

(209)闇の中でねっとりした暑熱と汗に浸って小さなタバコの火の明滅を眺めている

と､それにつれて心も明滅する｡ (花終わる闇)

Kada接続詞gledam現在形u mraku, natopljen lepljivom vru6inom i znojem, kako mala vatra na

clgariplamti na mahove, 1 mOJe SrCe Plamti gi在形sa n30m･

(210)このころのことを思いかえすと､いっも､次のようなかわったことを思いだし

ます｡ (ビルマの竪琴)

Kad接続詞se setim現在形tih dana, uvek se setim現在形ove eudne stvari.

｢ば｣

(211)独りで金主建､鼻の先が銃の中の飯-とどいてしまうo (鼻)

Kad接続詞jeJeO過去形sam, Ⅵh nosaje dosezao過去形dojela u ta頑m.
●

現在の経験を表す文の中には､主に｢と｣が現れる｡それは､この文のspontaneous

characterについて物語っているだろう｡セルビア語では､時間の接続詞kadが使われる

が､主節での動詞の現在形の使用は､この動作はいっも､そして現在も実現するとい

うこと示しているのである｡

現在の経験を表す文とそれに対応するセルビア語の文の構造は表18.で表す｡

表18.現在の経験を表す一般的な事柄のPosterior関係･セルビア語の文の構造と対応

関係

従属節 偃Y���

日本語 �:韋ﾈ,ﾈｪ��ﾉ�｢ｺ(,j:B�(,�2�動詞の未来形(完成相) 

セルビア語 ��ｩ��霹ｶ�Bｹ:韋ﾈ,ﾈﾋｸﾝﾘﾆ��動詞の現在形(完成相か継続 

(完成相か継続相) 冤r��
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時間的なPosterior関係を表す一般的な事柄は､規則的に行われた過去あるいは現在

の習慣､及び経験を表している｡例文(冊)､ (ia?)は､主節の動詞の過去形で示され

ているように､実際に起きた過去の出来事であり､既定の事柄である｡例文(～貯上

(a,～)は､現在に続く習慣や経験を表している｡主節の動作が従属節の動作の後に行

われるので､ Posterior関係を表している｡

一般的な事柄における｢と･たら･ば｣の使用率は､表19.で表す｡

表19.一般的な事柄の時間的Posterior関係における｢と･たら･ば｣の使用率

一般的な事 柄の ��と �+ﾘ.r�ば 俘xﾇb�

過去の習慣 都B�� �����84/ 

時間的 Posterior �88% �12% ����R�

過去の経験 �3��� �"��32/ 

関係 �93.7% �6.3% ����R�

現在の習慣 �3��4/ �"��44/ 

86.4% 湯��R�4.5% ����R�

現在の経験 都���コR� ��"���RR�82/ 100% 

合計 劔�#C��

ここで注目すべき点は､ ｢たら｣の用例が少ないことである｡過去の習慣､過去の

経験及び現在の経験を表す事柄には｢たら｣の用例が見られなかったのが特徴的であ

る｡つまり､一回限りの出来事を表す特徴を持つ｢たら｣は､習慣的に繰り返される

動作を表すことがほとんどない｡

過去や現在の習慣的な繰り返し､または規則的に行われる事柄を表す文は､ iterative

characterが強く､主節で｢いっも･よく｣という副詞が使われる｡セルビア語に訳す

ときに接続詞kad, tim, iterative characterを強調するkad god (～たびに)を使用する｡

Time measurementの接続詞は対応しない｡

このような文の従属節は､セルビア語で接続詞kad,kadgod, tim+動詞の接続法

か過去形で表されるo主節には､接続法か現在形が用いられる｡接続詞kad god, eimは､

従属節の動作が実現してすぐ後に主節の動作が実現するというimmediate関係を表して
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いる｡この接続詞と接続法の組み合わせは､過去において動作が習慣的に繰り返され

たことのしるしである｡

一般的な事柄のPosterior関係とそのセルビア語訳の構造と対応関係は､次のよ

うである:

表20. Posterior関係の一般的な事柄Lセルビア語の文の構造と対応関係

従属節 偃Y���使用域 

日本語 �(,b�+ﾘ.r�,�2�動詞の過去 做ｸｫY4�,案ｨ.云H+R���*�.�*"�

形､現在形. �,ﾘﾋｸﾝﾘ,�*�*�.亢ｹ�R餮8ｴｹ�Y4��

未来形 �,咽ｸｫX,�,r�.(自Lｩ4�,�)Eﾂ��ｸ,h+X,I�ﾉzx+x.倬i[�,ﾈ�｢�ﾘsｸ益��,ﾉ:鞐ﾈ*ｨ�����,ﾉ:��ﾞﾈ,ﾈﾎ8,們�ﾋｸ+x.��ｨﾘr�

セルビア語 ���7FW&薮)�ｩ��霹ｶ�Bﾇ��F�ｶ�B�動詞の過去形 偃Y��,ﾉ:鞐ﾈ*ｨ�����,ﾉ:鞐ﾈ,ﾈﾎ2�

godなど+動詞の過去形(完成 宙ｪ��ﾉ�ｨ*佗��に行われ､それが規則的か習慣 

相か継続相)か接続法 ����｢��的な場合(日本語とほぼ同じ使 用域だが､セルビア語の場合 は､時間の意味が習慣的な繰り 返しの意味合いより強い) 

3.5.3.2　Simultaneous関係

｢と｣

(212)権五郎の腰とかなぜてると､時々思うんだ｡ (TUGⅧⅠ)

Kad /dok按脚mazim現在形Kengoroa po ledima, ponekad pomislim現在形

一般的な事柄の場合､ simultaneous関係は｢と｣にしか見られない0　時間的

simultaneous関係は､事実的に行われていた､もしくは現在行われている事柄に特徴的

なものであり､一般的な可能性として成立する､つまり仮定領域に近い事柄には見ら

れないoセルビア語ではSimultaneous関係の接続詞kad god, dokで訳される｡この場合

もTime measureme山の接続詞は対応しない｡

一般的なSimultaneous関係の事柄とそのセルビア語訳の構造と対応関係は､次のよう

である:
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表21g Simultaneous関係の一般的な事柄Lセルビア語の文の構造と対応関係

従属節 偃Y���使用域 

自~豪語 �:韋ﾈ,ﾈﾇ����｢ｲ�動詞の未来形 做ｸｫY4�,案ｨ.云H+R���*�.�*(,ﾘﾋｸﾝﾒ�

｢と｣ 凾ﾉおける規則.不規則的な習慣など) の場合､すなわち主節の動作が従属 節の動作と同時に行われる場合 

セルビア語 �6儲VﾇF�觀�9�ｩ��霙�動詞の現在形 偃Y��,ﾉ:鞐ﾈ*ｨ�����,ﾉ:鞐ﾈ,i:��,俎2�

dok,kadgod+動詞の 宙ｪ��ﾉ�ｨ*佗����われ､それが規則的か習慣的な場合 

完成相か継続相 冤r��(日本語とほぼ同使用域だが､セルビ ア語の場合は､時間の意味が習慣的な 繰り返しの意味合いより強い) 

3.5｡3.3 General関係

｢と｣

(213)春がくると､花が咲きます｡ (Ⅰ山ensiveCourseinJapanese)

Kad接続詞dode現在形proleee, cveta現在形cveee.

(214)これでちゃんと春になると芽が吹くんだ､夏になると花が咲くんだ｡ (草の

花)

Iako je tako, kada接続詞dode現在形proleee, slgumO izlaze現在形pupoljci, i kada dode leto, slgumO

cveta cvede.

(215) 7と♯を押すと､未知の人間の伝言が次々に取り出せるのである｡ (都市の遺

言)

Kada/ako接続詞pritisnute現在形7 i # , mo皇ete現在形da dobijete poruke nepoznatih ljudi jednu za

dmgom｡

(216)花茎からしぼった汁を煮つめると砂糖がとれます｡ (ビルマの竪琴)

Kad接続詞kuvag現在形Sok od cveea, dobiee喜未来形喜e6er｡

(217)一方的に何かを言われると､内容が何であろうと､反発するのが私の習性なの

だ｡ (若き数学者のアメリカ)

Moja prirodaje takva da, kad接続詞mineko ne凱o kaZe現在形,喜ta god bio sadrhj toga, ja se

suprotstavim現在形
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(218) ｢アルコール液がしみこむと作業がやりにく くなるからな｣ (死者の馨り)

Kad/Ako接続詞prodre現在形alkohol, postade未来形te放o za fad.



(219)アルコール液がはねこむといつまでも匂うから(死者の馨り)

Kad/Ako輔詞prsne現在形alkohol, dugo smrdi現在形

(220)この種族はふつうの年だと夏は野外にいて秋になれば人家-もどってくる｡

(パニック)

ova vrsta, kad接続詞je現在形obiena godina, izade napolje preko leta i kad dode jesen, vrati se現在形

u kude ljudi.

(221)つまり､ネズミは毎年春になるとわくものなんだ｡ (パニック)

Dakle,mi喜evi se kote現在形na prolede時間副詞(bd接続詞dode現在形proleee) svake godine."

(222)一度流産すると癖になると聞いたので､ ･ -｡ (門)

eula samda, kad/ako接続詞jednom abortira喜現在形, to postane現在形navika…

(223)神戸市街の背後が山であるから､ひとたび日が山にかくれると､神戸は山の影

に入る｡ (孤高の人)

po凱o su planine iza grada Kobe, eim接続詞zade現在形Sunce iza planine, Kobeje現在形u nJenol

SenCl.

(224)美ということだけを思いっめると､人間はこの世で最も暗黒な思想にしらずし

らずぶっかるのである｡ (金閣寺)

Kad接続詞puno razmiglja現在形Samo o lepoti, eovek ni ne znajuei dode現在形do naJmraenijih

razmi蓋IjanJa na SVetu.

(225)生きたまま全土_とね､虫のエネルギーがそのまま食った人のエネルギーになる

んだな｣ (新橋烏森口青春篇)

Kad/Ako接続詞ihjede蓋現在形Zive, onda energlJainsekata tako postaje現在形energtja OSObe koja ih

JePOjela.

(226)権威をも三と､人は､愛や､やさしさや､正しいことがなにかを､忘れてしま

うんです｡ (ブンとフン)

Kada接続詞ima現在形mtOritet, eovek zaboravi現在形ぬje ljubav, ne皇nost i hje lSPraVnO.

(227)若い者は塞立上と酒ばかり飲んでいるよ｡ (雪国)

Kad接続詞je現在形hladno,miadi samo piju現在形

(228)家族と共に生活していると､何も考えずにいても楽しく過せるのだ｡ (二十歳

の原点)

Kad/ako接続詞zivi昌現在形sa porodicom, mo皇e差現在形da bude蓋bezbri皇ani damio eemu ne

razmi喜Ijag.

｢たら｣
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(229)だが恋してしまったら､その人にとってその女は唯一になるだろう｡ (友情)

Ali kad接続詞se zaljubi現在形, za tu osobu ta皇ena postaje現在形jedina, Ear ne?

｢ば｣

(230) ｢若いからそうだが､やがて年をとれば年配者の言うことが正しいことがわか

る｣ (二十歳の原点)

To je zbog toga凱o simiad,ali kad按脚dode喜現在形u neke godine, shvati昌現在形da su tvoji bili u

praVu･

(231)地図の見方がほんとうにわかるようになれば一人前の登山家になれる｣ (孤高

の人)

Kad接続詞shvati喜現在形taeno kako da eitag mapu, postaee喜未来形praviplaminar･

(232)八月の中日がすぎれば､高原はすでに秋の気配が濃い｡ (秋風)

Kada按脚prode現在形srednji danu avgustu, vet je醜形jak znakjeseni u visoravni.

(233)冬ともなれば､村は一層しんとする｡ (草の花)

Naroeito kada接続詞dode現在形zima, selo postane現在形jo差tige.

(234)自分の世界を作りあげようとすれば､すぐに政府という怪物にぶち当る｡ (二

十歳の原点)

Kad/ako接続詞poku喜ag現在形da izgradi昌svoJ SVet, Odmah udari喜現在形u zver koja se zove vlada｡

(235)九月になれば､富士山に初雪が見られるo (IntensiveCourseinJapanese)

U septembru時間副詞(bd接続詞dode現在形septembar), na Fudiju se mo皇e現在形videti prvisneg.

(236) ｢悲しいことが逝吐逆､誰だって泣くわ｣ (あすなろ物語)

svi plaeu現在形kad接続詞ima現在形neeeg tuhog･

以上のような文は､特定の時間に限定されていない､一般的な可能性あるいは常識

として成立する事柄である｡このような文の従属節と主節の事柄は常に共に行われて

いる､いわゆるal1-timeの事柄であるため､ General時間文と呼ぶことにする｡セルビア

語ではal1-time関係を示すことができる接続詞kad,時間的な副詞か条件文で使われて

いる接続詞ako, ukoliko (もし～ば)で訳される. Time measurementの接続詞はこの場

合も対応しない｡

一般的なGeneral事柄とそのセルビア語釈の構造と対応関係は､次のようである:
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表22t General関係の一般的な事柄tセルビア語の文の構造と対応関係

従属節 偃Y���使用域 

日本語 �(,j:J(,�2�動詞の未来 形､推量な ど �<�.�,ﾈ鳧ｭH,侘�.�+8.ｨ,H*(,�**H爾�Lｩ4�,�)Eﾉ�ｸ*�.�*(,ﾘ�ﾘ�,h+X,I�ﾂ�zx+x.倬i[�,ﾈ�ｨﾘr�

セルビア語 倬隴I4�,����ﾗF蒙Xｭhﾅx,ﾉ�ｩ��霹ｶ�JH鰾�動詞の現在 �<�.�,ﾈ鳧ｭH,侘�.�+8.ｨ,H*(,�**Bﾒ�

間的な副詞か条件文の接続詞ako, 佝�*冕)x鞍��般的な可能性あるいは常識として成 

ukoliko+動詞の現在形 剽ｧする事柄の場合 

3.5.4　原因･理由の意味

｢とJ

(237)読み書きに疲れるとよく縁の椅子に出た｡ (城崎にて)

po凱o接続詞bih seumorio接続法od eitanja i pISanja, iz誠ao bih接続綾na stolicu na verandi.

(238)ケシの果実に､未熟なうちに傷をつけると､乳状の液がにじみでてくる｡ (人

民は弱し官吏は強し)

Kjd接続詞iseee昌現在形plod maka dokje mlad,mieena teenost de pohko izadi未来形

｢ば｣

(239)食うに馳宣､人間はなんでもする｡ (友情)
ヽ′

covek ee sve da uradi未来形zato凱o /jer按脚je現在形gladan.

これらの文は､時間的な意味とともに原因･理由も表すことができる｡いずれの従

属節も理由節の｢ので｣で置き換えられるが､ ｢と･ば｣の場合は､規則､あるいは

一般的な現象の意味のニュアンスが感じ取れる｡例文(2肇)は､仮定的な事柄としても

理解できるが､従属節と主節の規則的な因果関係が強いため､仮定性の弱い文となっ

ている｡このような文は､セルビア語では原因･理由の接続詞po如,zatoh,jerなどで

訳される｡

このような文の構造とそのセルビア語訳の文の構造との対応関係は､次のよう

になっている｡

表23.原因t理由関係の-般的な事柄Lセルビア語の文の構造と対応関係

従属節~~~~~~｢ 偃Y���使用域 

日本語 �(,j:J(,�2�動詞の現在 做ｸｫY4�,案ｨ.云H+R���*�.�*"�

形.未来形か �,ﾘﾋｸﾝﾘ,�*�*�.亢ｹ�R餮8ｴｹ�Y4��

過去形(完成 �,咽ｸｫX,�,r�.(自Lｩ4�,�)Eﾂ�
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棉) ��ｸ,h+X,I�ﾉzx+x.倬i[�,ﾈ�｢�ﾘx�ｸ+x,�.ﾘ+�ﾙ����,ﾉ:鞐ﾈ*｢�益��,ﾈﾋH獣騫ﾙu(,�,�,�,H*"�.��ｨﾘr�

セルビア語 侏H獣騫ﾙu(,ﾉ�ｩ��霽��F��動詞の現在形 做ｸｫY4�,案ｨ.云H+R���*�.�*"�

zbogtoga蓋to,jerなど+動詞の �*冕)x鞍�*�.��は現在における規則e不規則的 

過去形(完成相か継続相)か �*(,ﾘ曁ｸ霹��な習慣など)や一般的な可能性 

接続法(過去の習慣を表す場 宙ｪ��ﾉ�ｨ*佗��として成立する事柄の場合○す 

合)あるいは現在形か未来形 ����｢�*��ｩ���なわち従属節の動作が主節の原 

法 �b騫ﾙu(,�,�,�,H*(.��ｨﾘr�

3.5.5まとめ

収集した一般的な事柄の362例の内､ 240例はPosterior､ 2例はSimultaneous, 82例

はGeneral関係と38例は原因･理由関係を表していた｡

表24. -般的な事柄の各種矧こおける｢と･たら･ば｣の使用率

時間 劔理由.原因 

Anterior ���7FW&薮"�Simu.ltaneous 牌V觚&�ﾂ�

と ��~6-6.70/. ����R�61% 都坦�

たら ��2.5% ��7.3% 迭�2R�

ば ��10.8% ��31.7% ��R繧R�

一般的な事柄の時間的な意味と原因･理由の意味を表すのに､ ｢と｣が最も多く使

われていた｡このことは､ ｢と｣の一般性の性格について物語っている｡ Generalの意

味の場合は､ ｢ば｣もよく使用されている｡
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3.6 ｢なら｣が表す非条件的な事柄

｢なら｣は､ ｢と･ば･たら｣とは同じ条件文であっても､表す意味や用法などから

いうと違う性質を持っているようである｡既定の事柄を表す｢なら｣には､現実性は

あるものの､従属節の事態が真であると仮定し､それに基づいて主節において話し手

の判断･態度を表しているため､ ｢と･ば･たら｣文の｢既定の事柄｣とは違う性質

を持っている｡

3.6.1既定の事柄

これに属するものは､相手の発言や現状を前提の材料とするものである｡つまり､相

手が言ったことや伝えられた情報を｢前提｣の材料にして､それを条件として差し出し､
ヽ＼

主節に話者の意見などを述べている場合である｡あるいは､現在の状況(状態)かす

でになされていることなどを｢前提｣の材料とし､それを条件として差し出す場合で

ある｡

3(6.11　原因r理由の意味

(240)そんなに急ぐなら､変更しなけりやいいのに｡私､ちょっととりこみ事を抱えて

まして､現場もあるし､そう簡単に時間が作れないんです｡ (霧の向こう側)

po凱oo接続詞toliko皇血te現在形, nije trebalo過去形da menjate. Ja imamobaveze, a i teren, tako da

ne mogu lako da odvojim vreme.

(241)砂の壁がけわし過ぎるのなら､それをくずして､傾斜をゆるやかにしてやれば

いい･ ･ ･ (砂の女)

"Kad/Ako/Po凱o接続詞je現在形zid od peska pevi差e strm, onda ga treba現在形sru喜iti i smanjiti

nagib...

(242)親が賛成しないなら､二人でどこ-行って､二人きりで暮らそうと言い出した

のは､あたしでした｡ (事件)

Ja samrekla da , kad/ako/po凱o接続詞se roditelji ne sla鮎現在形,mi6emo negde otiei未来形i giveti

Saml.

(243) ｢あんた私の気持ち分かる?｣ ｢分かるよ｡ ｣

｢分かるなら言ってごらんなさい｡ ｣ (雪国)

"Da li ti razume蓋moJa OSeeanja?" "RaZumem｡"
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"Kad/Ako仲o凱o接続詞razume昌現在形, onda reci命令形"

(244)泣きたいなら泣けよ(二十歳の原点)

"Kad/Ako/恥凱o接脚ti se plaee現在形, plaei命令形

(245)死ぬなら､この間約束してくれたダイヤのネックレス買ってからにして! (二

十歳の原点)

"Kad/Ako仲o蓋to接続詞hoee差現在形daumre喜, onda to uradi現在形po凱o ispuni昌obeeanje i kupi喜mi

萌amantsku ogrlicu !

(246) ｢あなたが､そう決めたのなら､わたしはそれでかまいませんよ｣ (結婚式)

"Kad/Ako/Po凱o接続詞si ti tako odlueio過去形, ja nemam現在形ni昌ta protiv.

相手が言った｢急いでいる｣ ､ ｢死ぬ｣などという事柄を前提の材料にして､主節に

自分の意見などを述べているのである｡ ｢砂の壁がけわしすぎる｣という事柄は現在

の状況であり､ ｢そう決める｣という事柄はすでに行われた事柄なのである｡ ｢たな

ら｣は､テンポラルセンターが発話時であるので､テンス的意味は｢過去｣を表して

いる｡

これらの文はセルビア語に三種類の接続詞で訳される｡それは､時間的な接続詞kad,

条件の接続詞ako,そして原因･理由文の接続詞po喜to,jer, zbog toga凱0.しかし､この

場合の時間的な接続詞kadは､本当の時間の意味ではなく､因果関係を表している｡条

件の接続詞akoも､すでに実現した事柄で使われているので､本当の条件ではなく､や

はり因果関係を示している｡つまり､ ｢なら｣の特殊な性格のため､相手の発言や現

状を前提の材料にした従属節の事柄は､主節の事柄の原因･理由､あるいはきっかけ

として捉えることが多い｡

このような文の日本語とセルビア語の構造は､つぎのようである:

表25.原因L理由関係の既定の事柄Lセルビア語の文の構造と対応関係

従属節 偃Y���使用域 

日本語 �:韋ﾈ,ﾈ�{ｨﾆ�駛)x鞍�*���命令､要求､お願 ��ｨ訷,ﾉJﾘﾋ�.(ﾋｸ�8/���/�,ﾈﾝ驅�,h+r�

去形+｢なら｣(動詞は完 �**I�(�(,ﾈ�8ﾊ�,��るもので､主節の動作が従属節の動 

成相か継続相) �,r�作の原因`理由になっている場合 

セルビア語 �h惠ｭhﾅx,ﾉ�ｩ��霽��ﾖ��(onda)+命令､要 ��ｨ訷,ﾉJﾘﾋ�.(ﾋｸ�8/���/�,ﾈﾝ驅�,h+r�

(vet)､時間的接続詞kad 从�H*旭�**I�(�"�るもので､主節の動作が従属節の動 

(veg),条件の接続詞ako (Vee) +動詞の過去形(完成相か 継続相) �,ﾈ�8ﾊ�,�,r�作の原因.理由になっている場合 
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既定の事柄の｢なら｣文について特徴的なのは､日本語とセルビア語の使用域が同

じことである｡その理由は､やはり､日本語の場合もセルビア語の場合も､相手の発

言や現状からもらった情報を材料にするという意味が｢なら｣文の基本であるからで

あろう｡

｢なら｣の場合は､原因･理由関係と条件の意味はよく重なってしまい､因果関係の

接続詞も条件の接続詞も使用できる例が多い｡しかし､この場合の条件は本当の意味

の条件ではない｡やはり､話者は､相手や現状からもらった､すでに実現した事柄に

関する情報を従属節の材料にして､主節には自分の意見や態度などを表すので､仮定

的な意味ではない｡これは､ Rhetoric条件と呼ぶことにする｡

Rhetoric条件はセルビア語の場合､接続詞ako ､時間的な接続詞kad vet-ondaで表さ

れていて､ veg-ondaの組み合わせには､従属節で話者が聞いた情報を確認することと､

主節でその情報による結果を強調する機能がある｡

3.6.1.2まとめ

収集した既定的な事柄の88の用例はすべて原因･理由関係を表していた｡

表26.既定の事柄における｢なら｣の使用率

時間 劍ﾋH獣騫ﾙu"�

Anterior ���7FW&薮"�Simultaneous 

なら �� ��100% 

3.6｡2　予定的な事柄

3L6｡2.1原因･理由の意味

(247)私は､アパXX情報を横目で見るのにすっかりあきて､どうせ引っ越すならと

雑誌をひもでしぼる作業に専念していた｡ (キッチン)

Dojadilomije da sa strane gledaminformaclje 0 Apa XX｡ Akono喜torKad接続詞eu vet da se

selim未来形, krenula sam過去形da povezuJem easopISe kanapom･

(248)どうせご馳走になるのなら､ウイスキー･タンサンに願いたいね｡ (痴人の

愛)

Akono凱o/Kad接続詞me vet eastite現在形, Zamolio bih接続綾zaviski.
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(249)直ぐ行くと云い

KaZi da demo odmah da idemo.

｢そう?行くなら早い方がいいかも知れませんわね｣ (好人物の夫婦)

A tako? Ako仲o昌to/Kad接続詞eemo vet da idemo未来形, mogdaje現在形bolje凱o pre.

(250) ｢夕食を外にするなら､家に電話するわ｡ ｣ (ムーンライト･シャドウ)

Akom'o凱o瓜d接続詞eemo da veeeramo未来形napolju, telefoniraeu未来形kuei｡

｢引っ越す｣ ､ ｢ご馳走になる｣ ､ ｢行く｣などという事柄は､すでにそうすること

になっている､つまり｢予定性｣を持っている事柄である｡これに属する文は､従属

節に｢どうせ｣という副詞がよく用いられる｡

予定的な事柄を差し出す文には､ ｢たなら｣の用例はない｡

予定的な事柄を表す｢なら｣は､　因果関係の意味合いが強い｡予定的な事柄を表す

｢なら｣は､セルビア語の条件の接続詞akoが対応するが､原因･理由文の接続詞

po凱0,jer, zbogtoga凱oなどそして時間的な接続詞kadも使用できるoつまり､予定的な

未来の事柄を表す｢なら｣の場合は､条件に近い意味を内在させているので､時間的

な接続詞よりも､条件の接続詞のほうが使用される｡ただし､この場合の｢なら｣も､

仮定的な意味がないので､本当の条件の意味もない｡実は､因果関係を表している｡

このような文の日本語とセルビア語の構造は､つぎのようである:

表27.原因･理由関係の予定的な事柄･セルビア語の文の構造と対応関係

従属節 偃Y���使用域 

日本語 �:韋ﾈ,ﾉj)x鞍�ｺ(,�.z2�動詞の過去形､ �ｩ.磯隴Hﾎ8,��ﾉzx*ｩuﾉ.�+8.ｨ,B�

(動詞は完成相) 冓H,ﾘｮ影ﾚH�8躋�いる事柄で､命令､要求､決心 

など �,�,x,ﾈ�9j�/�Uﾈ+x�ｨﾘr�

セルビア語 ���ﾈ�,ﾉ�ｩ��霹�ｶ�fWB咤�(onda)+動詞の �ｩ.磯隴Hﾎ8,��ﾉzx*ｩuﾉ.�+8.ｨ,B�

因果関係の接続詞po喜to ��霹�IiH,ﾘｮ��いる事柄で､命令､要求､決心 

(VeC)､時間的な接続詞 kad(veg)+動詞の未来形 册ﾚH�8躪,�,r�などの意味を表す場合 
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3.6.2.2まとめ

収集した予定的な事柄の40の用例はすべて原因･理由関係を表していた｡

表28.予定的な事柄における｢なら｣の使用率

時間 劍ﾋH宿�ｹyﾙu"�

Anterior ���7FW&薮"�Simultaneous 

なら �� ��100% 
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3.6.3　一般的な事柄

3.6.3.1時間的な意味

3.6.3.1.1 General関係

(251)夫婦というものは､病気とか不慮の災難以外は頼らない方がいい｡実際に愛の

片があるなら､出来得る限り頼らない方がいいと思うのだ｡ (娘-の)

Supruhici ne treba da se oslanjaju jedmina druge osim u bolesti i nesreei｡ Ako/kad接続詞stvamo

ima現在形paree ljubavi,mislim現在形da koliko je moguce ne treba da se oslanJaJujedno na drugo.
′

(252)夫婦関係の複雑さを見透す眼をもっているならば､どんな事件にあってもそれ

を大きな不幸にしなくても済むにちがいない｡ (結婚の生体)

Ako/kad接続詞ume昌現在形da propusti差slo皇enost braenih odnosa,昌ta god da te snade, slgumO de蓋

pro6i未来形bez velike nesrede.

(253)一人で残って仕事をしている時､時々手伝ってくれるのは阿久津であった｡

(中略)阿久津と二人でやるのなら､いくら遅くなっても通子はつらくない｡ (野わ

け)

Kad bih ostajao sami radio, ponekad bimipomagao Ak山su. (".) Ako此ad接続詞radim現在形

zajedno sa Akutsuom, Yukomije te放o現在形koliko god daje kasno｡

(254)ラップ人の人生観は､喜びを分かち合うと喜びは大きく膨らんでいくが､悲し

みを分かち合ったなら小さくなっていくというものだった｡ (娘-の)

Pogled na Zivot Rapa je takav da, kad deli蓋radost, ona samo raste, a kad接続詞deli昌現在形tugu,

ona se smanjuje現在形

｢二人でやる｣ ､ ｢悲しみを分かち合う｣ ｢見透す眼をもっている｣などという事柄

は､特定の時間に限定されていない事柄である｡すなわち､一般的な可能性として成

立する事柄を条件として差し出したのである｡

一般的な事柄を表している｢なら｣には､時間的な意味としてGeneralの意味が見られ

た｡

このような文の日本語とセルビア語の構造は､つぎのようである:
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表29. General関係の一般的な事柄･セルビア語の文の構造と対応関係

l従属節 偃Y���使用域 
i日本語 �:韋ﾈ,ﾈﾋｸﾝﾘﾆ�駛)x鞍�*��霹�ｺ(,��動詞の現在 �<�.�,ﾈ鳧ｭH,侘�.�+8.ｨ,H*(,�**Bﾒ�

ら｣(動詞は完成相か継続相) 佝�駛)x鞍�ﾂ�iH,ﾙkﾙ}ⅲ�whｸ�H�8ﾊ��,�,r�般的な可能性として成立する事柄の 場合 

セルビア語 倬隴I4�,��ﾈ6wF蒙Xｭhﾅx,ﾉ�ｩ��霹ｶ�JH*��動詞の未来 �<�.�,ﾈ鳧ｭH,侘�.�+8.ｨ,H*(,�**Bﾒ�

条件文の接続詞ako,ukoliko+動詞の過 佝�ﾉiH,ﾒ�般的な可能性として成立する事柄の 

去形か現在形 冖ﾙ}ⅹwb�ｸ�H�8ﾊ�,��,r�場合 

3.6.3.2　原因t理由の意味

(255)結婚して夫婦という立場でスタートしたなら､時には"夫婦とは何だろうか

"という疑問を提出して､お互いに納得出来るまで話し合う必要がある｡ (娘-の)

Kad仲o凱o/Ako接続詞ste se vet veneali過去形i startovali sa pozicije supruhika, ponekad bi trebalo

接続法da se zapitate喜b su braeni drugovii da o tome prieate dok se ne slohte･

(256)大きな捜査機関を持ちながら､検察側が有罪を立証できなかったのなら､その

責任をとるべきである､というのが､彼の考え方であった｡ (事件)

Njegov naeinrazmi蓋Ijanja bio je takav da, kad/po凱o/ako接続詞tuZila蓋tvo, koje ima veliku istrahu

instituciju, nije bilo過去形u stanju da dokaZe krivicu, treba現在形za to da odgovara.

一般的な事柄で､原因･理由を表す｢なら｣は､過去の出来事を表しているのが時間

的なGeneral関係の｢なら｣との区別である｡既定の事柄を表す｢なら｣と同じように

条件と因果関係の接続詞以外に時間的な接続詞kad (vet)も対応する｡

このような文の日本語とセルビア語の構造は､つぎのようである:
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表30.原因･理由関係の一般的な事柄･セルビア語の文の構造と対応関係

従属節 偃Y���使用域 

日本語 �:韋ﾈ,ﾈ曁ｸ霹�ｺ(,�.z2�動詞の未来形､ �<�.�,ﾈ鳧ｭH,侘�.�+8.ｨ,H*(,��

(動詞は完成相) 冖ﾙ}ⅹwhｸ�I�｢�い､一般的な可能性として成 

心など 凛x+x.倬i[�,ﾈ�ｨﾘx自.磯隴Hﾎ2�,��ﾉzx*ｩuﾉ.�+8.ｨ,H*(.倬i[��,ZIkﾙ}ⅹwhｸ�Hﾈ��8,x,ﾈ�9j��/�Uﾈ+x�ｨﾘr�

セルビア語 �h惠ｭhﾅx,ﾉ�ｩ��霽��ﾇF��(onda)+動詞 �<�.�,ﾈ鳧ｭH,侘�.�+8.ｨ,H*(,��

(veg)､時間的な接続詞 �,ﾉj)x鞍�Ikﾒ�い､一般的な可能性として成立 

kad(vet),条件の接続詞, ako(vet)+動詞の過去形 凩ⅹwhｸ�Hﾈ��2�,�,r�する事柄の場合 

一般的な事柄を表す｢なら｣は､時間的な意味とともに原因･理由の意味を表すこと

が出来る｡多くの用例の場合､時間的な意味と原因･理由の意味が交差している｡一

般的な事柄の｢なら｣はセルビア語にはよく条件の接続詞akoで訳されるが､この場合

のakoは仮定的な事柄ではなく､事実的な関係を表しているので､条件よりも時間か

原因･理由を示しているのである｡

3.6.3.3まとめ

収集した一般的な事柄の112例の内､ 64例は時間的なGeneral関係と　48例は原

因･理由関係を表していた｡

表31.一般的な事柄の各種類における｢なら｣の使用率

時間 劔理由.原因 

Anterior ���7FW&薮"�Simultaneous 牌V觚&�ﾂ�

なら �� ��57% 鼎2R�
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3.7　まとめ

本章では､日本語の｢と･たら･なら･ば｣の時間的､そして原因･理由の意味と

用法を探ってきた｡ ｢なら｣は､特殊な性格の故､ ｢と･たら･ば｣とは別に扱った｡

収集した用例の分析の結果､ ｢と･たら･なら･ば｣は､時間的な意味や原因･理由

の意味を持っことが多く､ ｢と･たら･なら･ば｣の文がどの用法において､時間文､

原因･理由文と交差するか､またどの用法においてセルビア語の時間文､原因･理由

文に対応するかということを明らかにできたのではないかと思う｡

つまり､既定の事柄､予定的な事柄､そして一般的に行われる事柄を表す｢と･た

ら･ば｣は､セルビア語の時間文か原因･理由文､または､時間的な副詞節に対応し

ている｡さらに､ ｢と･たら･ば｣の時間を表す文の中では､従属節と主節の動作の

実現の関係の観点から､その意味には次のような種類が見られる｡ (1)主節の動作が従

属節の動作の前に実現するA山erior関係､ (2)従属節の動作が実現した後､あるいは､

実現し始めた後に主節の動作が実現するPosterior関係､ (3)両節の動作が同時に実現す

るSimultaneous関係､ (4)主節の動作と従属節の動作が規則的に一緒に行われている

General関係の四種類であるoAnterior関係は､既定の事柄を表す文にしか見られず､

予定的な事柄にはPosterior関係となる｡またGeneral関係は一般的な事柄を表す文の

特徴である｡予定的な事柄の場合､ ｢と･たら･ば｣には､時間的な副詞節の働きが

見られる｡

既定の事柄における時間的関係の種類には､ ｢と｣が最も多く対応していることが

判明した｡原因･理由文の場合も最も多く用いられたのは､ ｢と｣であるが､ ｢た

ら｣も高い割合で使われていた｡

予定的な事柄においては､セルビア語のPosterior関係に最も対応している形式は､

｢たら｣であるが､ ｢ば｣ ､特に｢と｣の使用率との差は､既定の事柄の場合と違っ

て､それほど大きくなかった｡つまり､仮定的な意味領域に接近する事柄を表すには､

｢と･たら･ば｣のどの条件形も高い使用率で用いられる｡

一般的な事柄の場合は､セルビア語のPosterior時間文に一番よく対応するのは

｢と｣であるが､ simultaneous時間文でも､ ｢と｣以外の形式は対応しないことが明ら

かになった｡ General時間文についても､最も対応しているのは｢と｣であり､その次

が｢ば｣である｡原因･理由文の場合も､ ｢と｣の使用率が最も高く､ ｢ば｣がその

次に多く使用されていた｡
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｢なら｣には､時間的な意味よりも原因･理由の意味を表す傾向が見られた｡従属

節の事態が真であると仮定し､主節において話者の判断や意見が述べられているとい

う文のパターンがあるので､日本語とセルビア語の非条件的な意味の｢なら｣の使用

域が主に同一であることが判明した｡

では､なぜ日本語の時間,原因･理由の意味は条件形として文法化されているのだ

ろうか?　それは､それぞれの条件形が時間､原因･理由の意味に付け加える特質

(驚き､悔しさ､意外性,期待の意味合い)によると思われる｡

以上で分析した内容と､セルビア語の時間文及び原因･理由文との共通点をまとめ

てみよう｡

時間文の場合:

･既定の事柄: ｢と･たら･ば｣にはセルビア語の狭い意味での時間文が持つ

三つの意味の種類-Anterior , Posterior, Simultaneous-が見られる

･予定的な事柄: ｢と･たら･ば｣にはセルビア語の時間文のPosteriorの意

味が見られる｡ Timemeasurementの接続詞も対応する｡

･一般的な事柄: ｢と･たら･ば｣にはセルビア語の時間文のPosteriorの意

味が見られる｡

｢と｣にはSimultaneousの意味が見られる｡

｢と･なら･ば｣にはGeneralの意味が見られる｡

原因･理由文の場合:

･既定の事柄: ｢と･たら･なら｣には原因･理由の意味が見られる｡

･予定的な事柄: ｢なら｣には原因･理由の意味が見られる｡

･一般的な事柄: ｢と･たら･なら･ば｣には原因･理由の意味が見られる｡

次に､ ｢と･たら･なら･ば｣とセルビア語の時間文及び原因･理由文との

異なる点をまとめてみよう｡

時間文の場合:

･既定の事柄: ｢なら｣には時間的な意味が見られない｡

｢と･ば･たら｣にはTime measurementの接続詞は対応しない｡
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｢ば｣のAnterior意味においてはpre nego/no h, po凱0,の接続詞は

対応しない｡

･予定的な事柄: ｢なら｣には時間的な意味が見られない｡

｢と･たら･ば｣はAnteriorと　Simultaneous関係は表せない｡

･一般的な事柄: ｢と･たら･なら･ば｣はAnterior関係は表せないo

｢たら･なら･ば｣にはSimultaneousの意味はない｡

･すべての事柄:セルビア語の時間文はただ従属節と主節の先行関係を表して

いるのに対して､日本語の既定･予定･一般的な事柄で使われている条件形

はそれ以上の意味を持っている(発見､驚き､悔しさなど) ｡このような意

味をセルビア語で表すために､ほかの､副詞のような言語的手段を使用しな

ければならない｡

日本語の｢と･ば･たら｣が表す時間的な意味のスケールは､セルビア語よ

り狭いと判明したが､以上述べたように､時間以外の特別の意味を内在させ

ている｡

原因･理由文の場合:

･既定の事柄: ｢ば｣には原因･理由の意味が見られない｡

･予定的な事柄: ｢と･たら･ば｣は原因･理由の意味が表せない｡

･既定･一般的な事柄:日本語のこのような事柄で使われている｢と･たら･

ば｣はImmediate関係､そして最低限の条件の意味の含みがあるのに対して､

セルビア語の原因･理由文は､ただ従属節と主節の原因･理由関係を表して

いるだけである｡ Immediate関係､また最低限の条件の意味を表すには､ほ

かの言語的な手段も加えなければならない｡

時間､そして原因･理由の意味を表す｢と･たら･なら･ば｣の条件観点からの扱

う従来の捉え方が､セルビア語を母語とする日本語学習者の｢と･たら･なら･ば｣

の意味と用法の理解と習得を妨げていると思われる｡これまでの分析から､既定の事

柄､非仮定の予定的な事柄､そして一般的な事柄を表す｢と･たら･なら｡ば｣は､

時間文､あるいは､原因･理由文の観点から分析し､導入したほうが日本語の習得に

効果的ではないかと思われる｡
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第4章

｢と･たら･なら･ば｣の仮定的な意味と用法

-セルビア語のレアルな条件､ポテンシャルな条件と非レアルな条件

との対照を通じて

4.1はじめに

本章では､ ｢と･たら･なら･ば｣が表すさまざまな仮定的な意味の分析を行う0

セルビア語のレアルな条件､ポテンシャルな条件､非レアルな条件と対照し､ ｢と･

たら･なら･ば｣はどのような条件の種類を表すことができるのかを調べる｡さらに､

各条件の種類において｢と･たら･なら･ば｣の用法を従属節のモダリティ､主節の

モダリティ及び従属節と主節の事柄的な関係という三つの観点から分析し､四形式の

使用傾向と特徴を調べる｡

なお､本章の｢条件｣は､仮定的な意味を持つ文に限るということを改めて述べてお

く｡

4. 2先行研究

仮定的な条件は､まだ現実に成立しておらず､成立するかどうかも明らかでない事

柄を表すため､これに属する文は､複雑なモーダルな性格を持っている｡つまり､話

し手が従属節の内容を仮定として差し出し､その条件の成立に対して取りたい行動や､

期待や意志などを差し出して､自分の態度を示している｡

高橋ほか(2005)は仮遜事柄の二つの種類を挙げているoそれは､ ｢仮定的な条

件｣と｢反現実の仮定的な条件｣である｡ ｢仮定的な条件｣は､ ｢成立するかどうか

まだわからないのだが､成立するかもしれないし､成立しないかもしれない条件｣と

している｡一方､ ｢反現実の仮定的な条件｣は､ ｢現実にはないのに､かりに､ある

こととして差し出す条件｣と説明している｡

本研究でも､高橋ほか(2005)の説明と同様の理由から､ ｢反現実の仮定的な条件｣

をほかの条件の種類と区別し､非レアルな条件として扱うことにする｡
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一方､ここで注目したい点は､高橋ほか(2005)の分類で条件の現実及び実現性との

関係からいっても､この二つしかない条件の種類( ｢仮定条件｣及び｢反現実の仮定

的な条件｣ )が分別されたことである｡ ｢反現実の仮定的な条件｣の現実･実現性と

の関係は､明らかであるが､ ｢仮定条件｣と現実･実現性との関係は明らかでないこ

とに理由があると考えられる｡つまり､ ｢仮定条件｣の中に､成立する可能性の高い

条件､成立する可能性の低い条件､また成立する可能性が半分半分である条件などが

見られる｡セルビア語の場合は､仮定的な事柄と現実･実現性との関係は条件を分析

する際に重要な基準になっている｡しかし､日本語については､この｢仮定条件｣と

現実･実現性とのさまざまな関係を分析し､ ｢と･たら･なら･ば｣の使用と関連付

ける研究はあまり多く見られない｡

先行研究で以上述べたような問題を扱っている研究は定延(2006)の条件と環境と

のインタラクションについての考察と和佐(2006)の日本とのスペイン語の対照分析

が挙げられる｡
～

定延(2006)によると､環境とのインタラクションという観点は､本研究の厚草

.ですでに考察してきたRealis/Irrealis領域と関連がある｡この観点は､二つの考えか

ら構成されているという｡一つ目は､客観的にすでに現実となっている状況を話し手

がそれを承知していないから条件節として表現される｡ ｢昨日そっちで雪が降ったの

なら｣という認識的条件文の例を挙げている｡ ｢環境とのインタラクション｣という

概念を構成する二つ目の考えは､ ｢話し手は､環境の中に身体を置き､環境に働きか

け､また環境から働きかけられている｡この環境とのインタラクション(総合作用)

の中で､話し手の認識は環境に誘導される｡環境の誘導からかけ離れたところを話し

手の認識が暴走することは一般的ではない｣と定延(2006)が言う｡つまり､ ｢話し

手の認識を重視しながらと同時に｢過去や現在はふつう､確定した現実である｡未来

はふつう､ 『不確定』で『非現実』で『仮定』される｣という考えを維持できるとい

う｡

定延(2006)はこのように条件の現実とのインタラクションについて論じているのだ

が､ ｢仮定された未来｣の実現性､つまり条件の仮定の度合いについて言及していな

い｡

和佐(2006)の日本語とスペイン語の対照分析で､スペイン語には過去や現在の事

実に反する反事実条件文がある一方で､未来の｢事実｣ (話し手が｢未来は必ずこう

なる｣と確信しているもの)に反する反事実条件文はないことが指摘されている｡ス
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ペイン語に存在する三種類のsl.条件文の前件命題は､いずれもhealisの領域に属し､

話し手の｢仮定性(hipoteticidad) ｣を表すという点では共通しており､話し手が前件

命題の実現可能性をどのように捉えるかということが叙法と時制によって区別されて

いるという｡

セルビア語についても同じようなことが言える｡ Stanojei6, Popovi6, Micid (1989)によ

ると､条件文で使われている接続詞､叙法と時制によって､条件の実現性が表されて

いる｡条件文の主節にはよく叙法の接続法か第二未来形が使用される｡しかし､定延

(2006)と違って､仮定されるのは､未来だけではなく､現在も過去も仮定されること

が出来る｡

接続法(条件法とも呼ばれている)は､話者のまだ成立L　していない事柄に対する

態度を示している｡その態度というのは､話者のその事柄の実現に対する判断を表し

ている｡つまり､

>　接続法で表されている事柄は､実現の可能性があるという判断

>　接続法で表されている事柄の実現-の用意か願望があるという判断

>　接続法で表されている事柄の実現-の意志があるという判断

>　接続法で表されている事柄の実現に関する条件があるという判断である｡

セルビア語では､叙法は時制に､また時制は叙法に変えられる場合が多い｡つまり､

時制は叙法の意味で用いられることもあるし､叙法も時制の意味で用いられることも

ある｡たとえば､接続法は､過去に行われた動作を表す役割を担うことがある｡この

場合の接続法は､発話時点より前に行われた､もしくは習慣として繰り返されていた

動作を示しているので､ narrative character,またはqualiBcative characterを持っ｡たとえ

ば､

(257) Budio bih蹴B se rano i odmah prionuo鮒B na prevodenje.

朝早く起きてすぐに翻訳に挑んだものだ｡
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これと同じように､現在形も接続法の役割と意味を持っことがある｡

(258) Ako接続詞ga ostavimo現在形ovako, sigumo de opet poeiniti未来形prestup｡

このまま放っておけば､又犯罪を犯すに違いない｡

次の文も用例292と同じ意味を持っている｡

(259) Ako脚垣ga ovako ostaviii接続睦, sigumo bi opet poeinio接続法prestup.

このまま放っておけば､又犯罪を犯すに違いない｡



第二未来形は､まだ実現されていない事柄を示し､その事柄は未来に､つまり発話

時点より後の時点で､実現されるであろうと話者が判断する事柄のことである｡

第二未来形は次のようなことを表すことが出来る｡

>　第二未来形で示されている事柄は､別の事柄の実現に対する条件になっ

ている事柄である

>　第二未来形で示されている事柄は､ただpossible (可能)な事柄だけであ

る｡

第二未来形には叙法の意味以外に時制の意味も含まれている｡このことは､条件文

の接続詞のほかに時間的な接続詞kad, とim, dokも使用できることによって示されている｡

たとえば､

(260) Kad接続詞budem imao第二未来形vremena, iei Cu未来形u bioskop.

時間が出来たら､映画館に行く｡

つまり､セルビア語の場合は､話者や従属節の動作の主体の実現性に対する態度は､

接続法と第二未来形の使用によって､さまざまな意味を持つことが出来る｡確信､話

者の信じていること､判断､予想､疑問などのような意味が見られる0

従属節と主節の事柄的な関係も､多様である｡因果関係を表す文もあれば､条件の

実現に対する方法､評価などの意味もある｡

本章では､集めた用例をレアルな(未来と現在)条件､ポテンシャルな条件と非レアル

な(現在と過去)条件に分けて､その中で｢と･たら･なら･ば｣はどのような言語

的環境で使われているかを調べていきたいと思う｡尚､日本語ではテンスが明確でな

いことが多いため､ある用例は､たとえばレアルな条件としても､ポテンシャルな条

件としても解釈できるが､その場合は同じ用例を違う条件として使うことがある｡そ

れと同時に､従属節のモダリティに集中するとき､また主節のモダリティに集中する

とき､あるいは従属節と主節の事柄的な関係に集中する時に同じ用例を繰り返して使

う場合がある｡

4.3分析

収集した1719の日本語用例の内､ 1218はレアルな条件(その内777はレアルな未来

の条件､ 441はレアルな現在の条件) ､ 276はポテンシャルな条件と225は非レアルな
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条件(その内57は非レアルな現在の条件､ 168は非レアルな過去の条件)を表してい

た｡

まずは､各条件と｢と･たら･なら･ば｣の関係を従属節のモダリティの観点か

ら見ていきたいと思う｡

4. 3.1条件構文の従属節のモダリティ

2. 4.1で説明したように､従属節のモーダルな性格から条件文を次の四つのタイプ

に分けることにした｡

(1)話者か主体の意志･決意が表されている場合

話者か主体が取りたい行動や､意志性､つまり決意が見られる事柄が条件として差し

出されている場合である｡したがって､従属節の述語は意志動作である｡

(2)話者か主体の期待･願望が表されている場合

話者か主体が条件の成立すること､あるいはしないことを望んで､それを条件とし

て差し出している場合である｡したがって､可能動詞､ ｢～してくれる｣が従属節の述

語としてよく用いられる｡

(3)話者か主体の聞き手に対する働きかけが表されている場合

これに属する文は､話者か主体の願い事が成立するために必要な行動を取るように

聞き手に求めている｡

(4)話者か主体の条件の成立可能性に対する判断が表されている場合

これに属する文は､条件が成立する可能性についての判断､話者か主体なりに予測

した上でそれを条件として差し出している場合である｡

各条件の種類ごとに従属節で表されているモーダルな意味とその条件形の使用に関

する傾向を調べたいと思う｡

93



4.3.1.1レアルな未来の条件

(1)話者か主体の意志･決意が表されている場合

｢と｣

(261)しかし､作偽の必然性を追及していくと､その目的も分かりますよ｡ (点と

級)

Ali, ako接続詞bude蓋istra皇ivao第二未来形nameru, shvatiee喜未来形i svrhu.

(262)一時は不愉快でも思い切って出して了わないと又同じ事が繰り替えされるよ｡

(流行感冒)

'Iako je tebi trenutno neprijatno, ako按脚ne lSPrieag現在形smelo, opet Ce se desiti未来形ista stvar.'

｢たら｣

(263)そう話したら､承知するだろうじゃないか｣と勢いよく云って退けた0 (辛

紙)

Ako接続詞isprieag現在形,mislim da ee se sloZiti未来形》, rekao je eilo i povukao se.

(264)大丈夫よ､水をやったら又直ぐ生きッ返るから､ (中略) ｣ (痴人の愛)

U reduje, ako接続詞dam現在形vodu, odmall ee o皇iveti未来形ponovo, (…)

(265)そんなことをしたら､一生後悔してしまう｡ (哀しい予感)

Ako接続詞uradi蓋現在形ne凱o tako, kajaee差se未来形celog皇ivota.

(266)この上ダンスの衣装を買ってやったりしたらにっちもさっちも行かなくなりま

土｡ (痴人の愛)

sem toga, ako接続詞joj budem kupio第二未来形nohju za ples, biee未来形gotovo.

｢なら｣

(267)無断で呼び出すなら､できないことではなかった｡しかし､それでは岸本の云

う解決にはならなかった｡ (冬の往来)

Ako接続詞6emo da ga pozovemo未来形bez naJaVe, nije da nije moglo過去形｡Ali, to nije donelo

re昌enje kakvo je hteoKishimoto｡

｢ば｣

(268)長崎まで行けば､フェレイラ師を知っていた信者も探し出せるかもしれない｡

(沈黙)
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Ako接続詞bude喜otigao第二未来形do Nagasakija, moZda ee喜modi未来形da nade喜　nekoga ko je

poznavao sve凱enika Fereiru｡

(269)この通りのコースを行き､宿を訪ねれば､必ず会える｡ (哀しい予感)

Ako按脚ide喜現在形ovim putem, 1 POSetig prenodi的Slgum0 6ete modi未来形da sevidite｡

(270)その辺のところは､川添さんに確かめればはっきりするでしょう｡ (都市の遺

言)

Ako接続詞to proveri昌現在形sa Kavazoeom, verovatno 6e se razJaSniti未来形
■

(271) ｢とにかく､お金を振り込まねば､品物の動きがばったりです｣ (黒い雨)

"U svakom slueaju, ako接続詞ne budete uplatili第二未来形novac, roba nimalo nede biti未来形u

｡乃

opticaJu　-

(272)こんなことをいえば､相手の気持ちを傷付けるから･ ･ ･ (娘-の)

Ako接続詞budem rekla第二未来形ne凱o ovako, povredieu未来形再egova oseeanja…

(273)然し手紙では若し自分の思っていることをどんどん量吐逆先方を尚恐がらすだ

けだと思うのだ｡ (佐々木の場合)

Medutim,凱o se pISmatiee,mislim da ee差Samo upla喜iti未来形prlmaOCa ako接続詞nastavi喜現在形da

pi蓋e喜ono凱omisli差｡

(2)話者か主体の期待･願望が表されている場合

｢たら｣

(274)無事に帰りつけたら､この体験は､ぜひとも記録しておく価値がある0 (砂の

女)

Ako接続詞se budem vratio第二未来形bezbedno, biee未来形stvamo vredno da zabele皇im ovo iskustvo.

(275)そうして､もし万一にも国に帰れる日があったら､一人ももれなく日本-かえ

って､共に再建のために働こう｡ (ビルマの竪琴)

A onda, ako接続詞bi do昌ao第二未来形dankada bismo mogli da se vratimo u domovinu, vratimo se

svido jednog 1 radimo命令形zajedno na obnovizemije.

｢なら｣

(276)もちろんぼくは役人ですから自分の地位を高めるためなら他人をだしぬいてで

も点数稼ぎをやりたいと思います｡ (パニック)

Naravno, po凱o samja drhvni sluZbenik,皇eleo bih按続演da zaradim poene makar i na prevaru,

Samo da接続詞dobijem現在形vigi polo皇aj.
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｢ば｣

(277)このまま健康さえ上手くいけば､けっこう沢山小説が書けそうです｡ (哀しい

予感)

Ako接続詞me samo zdravlje posl滋i現在形, einimise da eu moei未来形da napISem Prilieno mnogo
■ヽ′

rOmana.

(278) ｢お前さん達から進めて貰えれば､これに越したことはねい｡ - ･｣(秋風)

"Ako接続詞vibudete tounapredili第二未来形, to bi bilo接続法najbolje…."

(3)話者か主体の聞き手に対する働きかけが表されている場合

｢と｣

(279) ｢お前はKの所で待っているのだ｡なるべく落ちついていないと見っともない

よ｣ (痴情)

"Ti eekaj kod K-a. Ako接続詞se凱o vほe ne smiri昌現在形, bide未来形sramota".

｢たら｣

(280) ｢たき火なんてしたら怒られるわよ｣ (TUGⅧⅠ)

HAko接続詞bude喜zapalio第二未来形vatru, bide蓋未来形izgrden･"

(281) ｢だってお前､今この金を出しちまったら､直ぐに晦日に差支えるのが分かっ

ていそうなもんじゃないか｣ (痴人の愛)

"Jer, ako按脚sada bude蓋uzela第二未来形ovaJ novae, oeigledno 6e biti未来形nezgodno na poslednji

dan ove godine".

(282) ｢だめだめ､ -とまわりしたら､またすぐモッコがやってくるんですか

ら･ ･ ･｣(砂の女)

･Ne mo皇e喜, ako接続詞obide蓋現在形, opet 6e doei未来形Mokko odmah…"

｢なら｣

(283)武士は百姓たちを-箇所に集めて､もしすべてを白状しないならば人質をとる

と通達しました｡ (沈黙)

Ratnikje okupio seljake najednom mestu i preneo da ee uzeti未来形nekoga za taoca ako接続詞ne

lSpOVede現在形sve.

｢ば｣

(284) ｢こんなことをすれば､身の破滅となる｣ (少年死刑囚)

"Ako接続詞bude昌wadio第二未来形ne凱o ovako, upropasti6e蓋未来形svoj嘉vot".
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(4)話者か主体の条件の成立可能性に対する判断が表されている場合

｢と｣

(285) ｢これでペンションが経営不振でさ､二家四人が白骨になったりするとかなし

いけどな｡ ｣ (TUGUMI)

Bide未来形tu払o ako接続詞zbog lo払prilika sa pansionom, eetvoroelana porodica propadne現在

形

｢たら｣

(286)もしも其志子がそうなられたら､この家庭に託した私のあらゆる希望はたちま

ち滑稽な空想になってしまう｡ (結婚の生態)

Ako按脚tako bude現在形sa Toshiko, sve moJe nade koje sampolagao u ovaj don 6e postati未来形

Samo komi己na iluzIJa.

｢なら｣

(287) ｢だけどおふくろがね､殺人犯として行夫ちゃんがカンゴク-入れられるんな

主､私は行夫ちゃんを殺してそれから死にます､なんて警察の人の前で喚いたもんだ

から､今はずっと見張りがついてる｣(太郎物語)

"Ali majkaje viknula, ako接続詞bace現在形Yukia u zatvor kao ubicu, da ee ga ubiti未来形i potom

izvr蓋iti samoubistvo, zato su sada stra皇aristaho oko nJe."

｢ば｣

(288)ガルペがもし首をふれば､あの三人の信徒たちはこの入江に石のように放りこ

まれる｡ (沈黙)

Ako接続詞Garpe bude vrteo第二未来形glavom, ta trivemika ee biti baeena未来形u ovuuvalu kao

kamen｡

(289)しかし若し世の中-助けだされれば､私はまたもや悪事を重ねずにはいられな

いであろう｡ (少年死刑囚)

Ali ako接続詞me budu pomogli第二未来形u svetu, verovatno neeu mo6i未来形a da ne ponovim

zloein.
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4.3.1.2レアルな現在の条件

(1)話者か主体の意志･決意が表されている場合

｢と｣

(290)その時俺は此奴は生かして置くとその内にきっと他に行ってこの調子でしゃべ

るなと云う気がしたのだ｡ (赤西蛸太)

Tada samosetio da, da接続詞ga ostavim現在形u皇ivotu , uskoro bi u ovakvom stanju otigao接続法

■ ヽ′

negde i ispncao.

｢なら｣

(291) ｢それで､せっかく運動をやるなら､オリンピックぐらいになんとか出られな

いの｣ (太郎物語)

"onda, kad按脚se vet bavi喜現在形sportom, ∑ar ne bi mogao接続法nekako da ueestvuje喜na

Olimpij adi?"

｢ば｣

(292) ｢その辺のところは､川添さんに確かめればはっきりするでしょ

の遺言)

Ako接続詞to proveri喜現在形sa Kavazoeom, verovatno ee se razJaSniti未来形

う｡ ｣ (都市

(2)話者か主体の期待･願望が表されている場合

｢たら｣

(293)フン先生をそんなにたすけたかったら､身代りにあなたが牢屋にはいればよろ

しい｡ (ブンとフン)

Ako接続詞toliko皇eli蓋現在形da spases gospodina Funq mo皇e差現在形ti da ide喜　u zatvorumesto
ヽ′

njega.

｢なら｣

(294)知ってるなら尚いい｡ (好人物の夫婦)

Ako接続詞znag現在形, timje現在形bolje.

｢ば｣

(295)彼等が幸福であればそれでいいのだ｡ (草の花)

Ako接続詞su現在形oni sre6ni, tako je現在形dobro｡
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(3)話者か主体の聞き手に対する働きかけが表されている場合

｢と｣

(296)みなさんのなかに､刑務所のくさい飯をくった経験のあるひとがいると､はな

しは楽なのだが､ (下略)｡ (ブンとフン)

Ako接続詞medu vama ima現在形nekoga ko je JeO Smrdljivuzatvorsku hranu, lakomije現在形da

● )

pnCam･

｢たら｣

(297) ･ ･ ･非常時中の超非常時ですから､取り敢えず宇部炭鉱-誰か派遣されたら

いかがです｡今､すぐに派遣されたら､夕方までには炭鉱-着かれるでしょう｡ (黒

い雨)

Po凱o je ovo vanredna situacija nad vanrednim situacijama, kako bi bil° da odmah nekoga

po昌aljete urudnik? Ako按脚ga sad odmall PO昌aljete現在形, verovatno ee stiei未来形tamo do veeeri.

｢なら｣

(298) ｢分るなら言ってごらんなさい｣(雪国)

"Ako接続詞znag現在形, reci命令形門

｢ば｣

(299) ｢だって､君が塞也皇室いっぺんですむんだからさ｡ ｣ (満月)

"Ali, ako接続詞　ti dode蓋現在形, zavr蓋i6emo未来形odjednom."

(4)話者か主体の条件の成立可能性に対する判断が表されている場合

｢と｣

(300)せっかく呼ばれたのに都合が悪いと申し訳ないので､ピンチヒッターでよけれ

ば私の代わりにさしむけるわ｡ (都市の遺言)

Nema smisla ako接続詞mine odgovara現在形kad samvec pozvana, pa eu poslati未来形pinch
′

hittera ako je to u redu

｢たら｣

(301)これが世間に知れたら､重松夫妻は原爆病の養女が重体になったのに､まだ放

ったらして置いたと曲解されるだろう｡ (黒い雨)

Ako按脚se ovo proeuje現在形u Javnosti, pogre喜no ee biti predstavljeno未来形kako braemipar

Shigematsu i dalje ignori昌e da im Je PaStOrka u te放om stanju zbog atomske bolesti.
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｢なら｣

(302) ｢お袋のことで気にさわったんなら､謝るよ､な｡ ｣(結婚式)

"Ako接続詞se ljuti蓋現在形na moJu majku,ja se izvlnJaVam現在形"

(303)もし熊谷と関係があるなら､無論夏から始まったことではない｡ (痴人の愛)

Ako接続詞je現在形to vezano sa Kumagayom, naravno to nlJe POeelo過去形od leta.

(304)君のうちに財産があるなら､今のうちに能く始末をつけてもらって置かないと

不快と思うがね｡ (こころ)

Ako接続詞viimate現在形imovinu,mislim現在形da ee biti lo喜e ako to ne ra蓋とistite.

｢ば｣

(305)神を信じていようといまいと､愛してさえいれば問題にならないのじゃありま

せんかしら? (草の花)

verovao u Boga ili ne, Zarne bi trebalo da se ne stvara現在形problem samo ako舵詞se volite現在

形?

4.3.1.3ポテンシャルな条件

(1)話者か主体の意志･決意が表されている場合

｢と｣

(306)しかし､作為の必然性を追求していくと､その目的もわかりますよ｡ (点と

級)

Ali, ako接続詞bi istraZivala接続絵nameru, shvatila bi接続法i svrhu｡

｢たら｣

(307)兵隊たちのもっていた楽器をあつめたら､面白い博物館ができると思いますね｡

(ビルマの竪琴)

Kad接続詞bismo sakupili接続法instrumente koje su imali voJnlCl,mislim da bi nastao接続法

Zanimij iv muzej ｡

｢なら｣

(308)会って話を聞くつもりなら､これからつれて行ってあげようか｡ (エディプス

の恋人)

Ako接続詞imag現在形nameru da se vidi昌i da euje蓋ぬima da kaZe, hoee蓋現在形da je povedem

sada?

｢ば｣
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(309) 0354に根気よく､ `張込み'をつづけていれば､パートナーを捕捉できるので

はないか｡ (都市の遺言)

Kad接続詞bismo nastavili接続法strpljivo da motrimo u 0354,uspeli bismo接続法da uhvatlmo

saueesnika.

(2)話者か主体の期待･願望が表されている場合

｢と｣

(310)どうでしょう､もっと正直に話して戴けると助かるのですが｡ (冬の旅)

Kad接続詞bi pri己ala接続汝iskremije, pomoglo bi接続法mi.

｢たら｣

(311)もし君が来てくれたら嬉しい｡ (草の花)

Kad接続詞bi ti do凱a接続法, bio bih接続法sredan｡

｢なら｣

(312)あの原稿さえ戻して貰えるならば私は慎んでいかなる刑にも服そう｡ (結婚の

生態)

Kad接続詞bimiSamo vratili接続法onaj tekst, ja bih se povinovao接続法svakoj kazmi｡

｢ば｣

(313)自分というものに満足し､愛していることに満足している人たちが､沢山いれ

建いいのだ｡ (草の花)

Bil° bi接続法Iepo da接続詞ima現在形mnogo ljudi koji su zadovoljmisobom, koji su zadovoljni onim

gtovole.

(3)話者か主体の聞き手に対する働きかけが表されている場合

｢と｣

(314)お役所からの委任状を出して頂けませんでしょうか｡そうしますと､今すぐに

も宇部-行って交渉して参ります｡ (黒い雨)

Da li bistemiizdali ovla差eenje? Ako接続詞bistemiizdali接続睦, odmah bih i蓋ao接続綾u Ube da

PregOVaram心

｢たら｣

(315) ｢そんなことをしたら､また仕事が殖えるでしょうが｣ (黒い雨)

HAko接続詞bi uradio接触tako ne凱0, verovatno bi ti se opet uveeao接続法posao｡ "

｢なら｣

101



(316) ｢日記を見せてくれるなら､寄ってもいいね｡ ｣ (雪国)

HAko接続詞bi ml POkazala接続法dnevnik, mogao bih接続睦da svratim. "

(4)話者か主体の条件の成立可能性に対する判断が表されている場合

｢と｣

(317)彼女はワープロの手紙で､口実を設けては父親に送金を頼んでいたようだ｡と

やかく訊かれると都合が悪いので､めったに電話はかけなかった｡ (女子大生が消え

た)

Ona Je izgleda pISmOm koje Je Otkucala na word procesoru izmislila izgovor i tra皇ila od oca da

JOJ PO喜alje novae. Po凱o bi bil° nezgodno ako接続詞bi je o tome pitao接続法, skoro nikada nlJe

telefonirala過去形

｢たら｣

(318) ｢お父さんの部屋つきの事務員に､僕がどうかしたら､お父さんがみっともな

くて､もの笑いじゃありませんか｣(山の音)

"Kad接続詞bih uradio接触ne凱o slu皇benici mog oca koja ima svoju SObu, mog oca bi bilo接続法

sramota i ispao bi按縦smeh:,

｢なら｣

(319) ｢熱はあがったけれどぼくは先生はなんともないと思うなあ｡ああして寝てい

らしても､もし悪いなら苦しむはずだがなあ｣ともっぱら否定する｡ (父)

"Mislim daje ueitelj dobro iako je imao temperaturu. Spava,ali, kad接続詞mu ne bi bilo接続法

dobro, trebalo bi接続法da se muei" rekaoJe i neglraO iskljueivo.

(320)もしそれが詐りでなかったならば(実際それは詐りとは思えなかったが)､今ま

での奥さんの訴えは感傷をもてあそぶためにとくに私を相手に掃えた､徒らな女性の

遊戯と取れない事もなかった｡ (こころ)

Kad接続詞to ne bi bilo接続睦neistina (stvamo nisammogao damisllmdaje to neistina), ne bi bil°

接続法nemoguce da shvatim da su hlbe koje Je Zena uPudivala do sada bile nepristojna皇enskar 1 1 l l　　　　　　1　　　　　　　　　)｢　11　　　　1　　　　+　　　　■　　　　ヽ′

lgra ba蓋protiv mene.

｢ば｣

(321)わたくしのような平凡な女が､もしあの方と一緒になれば､お互いに不幸にな

るだけだと一途(いちず)に考えておりました｡ (草の花)

Mislila sam, kad接続詞bi obiena皇ena kao ja biia接続法sa nJ皿, SamO bismo接続法postali nesreeni.
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4｡3. 1.4非レアルな現在の条件

(1)話者か主体の意志･決意が表されている場合

｢たら｣

(322)もし彼らが大勢でやってきたら､つぐみの計画はだいなしになっただろう｡

(TUGUMI)

Da接続詞je do削o過去形再ih pun°, planTsugumibi propao接続法

｢なら｣

(323)お君さんのように何もかも捨てる情熱があったならば､こんなに一人で苦しみ

はしないと思う｡ (放浪記)

Da接続詞Samimala過去形strast kao ti da sve odbaclm,mislim da se ne bih ovako mueila接続法

(2)話者か主体の期待･願望が表されている場合

｢たら｣

(324)そうして､本当に忘れてしまってすっきりできたら最高なのにと思った｡ (哀

しい予感)

Mislila samda bi bilo接続法Odlieno kad接続詞bih stvamo zaboravila接続法i kad bih mogla接続綾da

ヽ′     i

osetim osvezenJe.

｢なら｣

(325)これがお前の学資になるなら､今すぐにでも遣るが剥げた犀風一枚で大学を卒

業するわけにも行かずな｡ (門)

Da接続詞je現在形ovo dovoljno tvoju昌kolarinu, odmah bih ti poslao按幣Ali,mislim da odjednog

poderanog paravana ne mo皇e da se zaw喜i fAkultet.

｢ば｣

(326) ｢貴方がそんな事をしないとはっきり云って下されば少し位淋しくてもこの間

から旅行はしたがっていらしたんだから我慢してお留守しているんですけど｣ (好人

物の夫婦)

Da接続詞ka皇ete現在形da to nedete da radite, on bi istrpeo接続蔭Vankuee iako je usamljen, po凱o je

ionako皇eleo da ide na putovanJe.
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(4)話者か主体の条件の成立可能性に対する判断が表されている場合

｢たら｣

(327) ｢わたし､男だったら殴っちゃうんだけど｣ (あすなろ物語)

Da接続詞Sam現在形ja mu喜ko, udario bih接続絵ga.

｢なら｣

(328) ｢金で解決ができるなら出来るだけの責任はとるけど､ (下略)｣ (雪国)

"Da接続詞mogu現在形da re喜im novcem, preuzeo bih接続法odgovomost koliko je moguee,. ‥"

(329)もし亡者に気分がありうるならば､ -この時の余のそれとあまり懸け隔たって

はいなかったろう｡ (思い出すことなど)

Da接続詞mrtvaci imaju現在形raspolohje, ne bi bilo接触mnogo daleko od mog u ovom trenutku.

｢ば｣

(330)生きていれば､可能性があったのに､いまはどんなに金を積んでも会えない｡

(都市の遺言)

Da接続詞je現在形giv, imalo bi接続法mogucnosti,ali sada, koliko god novca da skupim, ne mogu da
′

gavidim.

41315非レアルな過去の条件

(1)話者か主体の意志･決意が表されている場合

｢たら｣

(331)それさえわかったら､自分は､人間をこんなに恐怖し､また､必死のサーヴィ

スなどしなくて､すんだのでしょう｡ (人間失格)

Da接続詞Samto znao過去形, ja se ne bih ovako bojao接続法Ijudi i verovatno ne bih ovoliko bio接続法

uslu皇an.

｢なら｣

(332)もし私の好奇心が幾分でも先生の心に向って､研究的に働らき掛けたなら､二

人の間を繋ぐ同情の糸は､何の容赦もなくその時ふつりと切れてしまったろう｡ (こ

ころ)

Da接続詞je moJa radoznalost i malo bila uperena u du喜u Ueitelja i da sampokuho過去形da ga

proueavam, nit saosedanja koja Je POVeZivala dvoje ljudi bi verovatno tog trenutka neminovno

pukla･接続汝
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｢ば｣

(333)もし帰ってきていればたちまち村中の話題になり､自分の耳にも入っていた筈

だと思って彼はそう断言したのだが､それはおそらくその通りなのであろう｡ (エデ

ィプスの恋人)

odbio Jemisleei da bi, da按脚se vratio過去形, odmah postao接続法tema hom sela i da bi to do割o

do njegOVih ugiju, i verovatno je tako｡

(2)話者か主体の期待･願望が表されている場合

｢たら｣

(334)あれが無事に発表されていたら､今日までの私のどの作品にもまさる傑作であ

ったかもしれない｡ (結婚の生態)

Da接続詞je to bez problema objavljeno現在形, to bi moZda bilo接続法remek delo koje bi nadma組o

sva moja dela do danas.

｢なら｣

(335) ｢どうもねえ､おれみたいな落第生が君に教えるなんて恥ずかしいじやないか｡

合格したのならば､大きな顔をして教えてやれるんだがね｡ ｣ (青春の)

zar nlje SramOta da te podueavamja koji sampropao na univezitetu? Da接続詞Sampro喜ao過去形,

mogao sam過去形da te podueavamsav va堂弧

｢ば｣

(336)もう少し余裕があれば､自分はあの信徒たちにせめてみじかい祝福だけでも与

えてやれた筈である｡ (沈黙)

Da接続詞Samimao過去形prostora, mogao sam過去形makar kratko da blagoslovim te vemike･

(4)話者か主体の条件の成立可能性に対する判断が表されている場合

｢たら｣

(337)フェータルなものだと若し聞いたら自分はどうだったろう｡ (城之崎にて)

Da接続詞Sameuo過去形daje fataho, kako bih se oseeao接続法り

｢なら｣

(338)もし自分に本当の事をいう習慣がついていたなら､悪びれず､彼等の犯罪を父

や母に訴える事ができたのかも知れませんが､ (人間失格)

Da接続詞imam現在形Obieaj da ka皇em istinu, moZda sammogao過去形mimo da ih tu髭m zbog

O    ■

zloeina ocu i maJC1.
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(339)彼女は自分の五百円の金をもって入院すれば､命を全うすることが出来たかも

しれないのにその金を使わなかった｡ (厚物咲)

Da接続詞je ostala過華形u bolnici ponev昌i svojih petsto jena, moZda bi uspela接続法da spase Zivot,

ali taj novae nlJe iskoristila.

4.31.6まとめ

条件構文の従属節のモダリティと｢と･たら･なら･ば｣の使用率を次の表32.で表す｡

表32. ｢と･たら･なら･ば｣形式ごとの従属節のモダリティの使用率

決意 舒影ﾒ�働きかけ 僵ｹ&b�合計 

レアルな �,b�34/ ��42/ �#2��99/ 

未来の条 件 �34.3% �42.4% �#2�"R�100% 

た �#���17/ 塔2��69/ ��ヲ��

ら 免ﾂ�����9% 鼎BR�36.5% ����R�

な 鼎���6/ ��梯�60/ ��#b��

ら �3"絣R�4.8% ��R��R�47.6% ����R�

ば ���r��64/ 都x�ﾂ�115/ �3c2��

29.5% ��r縒R�21.2% �3�縒R�100% 

レアルな �,b�4/ ��3/ 迭��12/ 

現在の条 件 �33.3% �25% 鼎�縒R�100% 

た 途��15′ ��b��47/ 塔R��

ら 唐�"R�17.6% ��ゅ３�55.3% ����R�

な ��"��29/ �#"��185/ �#C��

ら 釘繧R�ll.7% 唐繧R�74.6% ����R�

ば ��r��23/ �#r��49/ ���b��

14.7% ��偵３�23.3% 鼎"�"R�100% 

ポテンシ �,b�2/ 澱��5/ 迭��18/ 

ヤルな条 件 冤l.1% �32�2R�27.8% �#r繧R�100% 

た ����25/ ��B��50/ ���r��

ら ��b繧R�23.4% ��2��R�46.7% ����R�

な 釘��16/ 釘��18′ 鼎"��
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%00ー 担��ﾃ��� 薬���ﾓ�W��o/oO●0冨 �8��

/91 汀b�禎2�/S 白ｲ�W茸笛卑 1TA1非 

守 

%001 旦H�ｴﾉW�� 薬�c�2�o/o予'9S 冽$｢� 

/LOT 汀e｢�汀e2�/6S 

%001 担h�ﾈ蹌�%9●6 薬�ﾈ�ﾃ�2�%9'6 �8��

/岩音 汀��ｲ�/V 汀���仲 儁｢�



合計 ��203/ 塔b��221/ �#cr��

777/ 100% �100% ����R�100% ����R�

203/ 塔b��221/ �#cr��

26.1% 免ﾂ��R�28.4% �3B紕R�

レアルな ��4/ ��3/ 迭��

現在の条 件 �10.0% �4.4% ��縒R�

書 途��15/ ��b��47/ 

17.5% �#"紕R�23.5% �3�綯R�

史 ��(�ﾂ�29/ �#"��185/ 

30.0% 鼎2�2R�32.4% 田B縒R�

古 ��r��23/ �#r��49/ 

42.5% �3B�2R�39.7% ��r��R�

合計 461/ ��40/ 田r��68/ �#ッ��

100% ����R�100% ����R�

40/ 田r��68′ �#ッ��

100% �8.7% ��B絣R�14.8% 田"��R�

ポテンシ ��2/ 澱��5/ 迭��

ヤルな条 件 �3.2% 途��R�21.7% 釘纈R�

栗 ����25/ ��B��50/ 

28.6% �#偵�R�60.9% 鼎偵�R�

≠ 釘��16/ 釘��18/ 

6.3% ��ゅbR�17.4% ��r綯R�

古 �3梯�39/ ��29/ 

61.9% 鼎R�2R��#ゅBR�

合計 274/ ��63/ 塔b��23/ ���"��

100% ����R�100% ����R�

63/ 塔b��23/ ���"��

100% �23.0% �3�ﾓBR�8.4% �3r�"R�

非レアル な現在の �� �� ��

栗 �2��3/ ��9/ 

条件 �50.0% ��b縒R��#b絣R�

史 �2��ll/ ��16/ 
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50.0% 田���R� 鼎r��R�

ら ��4/ 22.2% ��8/ 23.5% 

合計 57/ ��6/ ���� �3B��

100% ����R�����R�

6/ ���� �3B��

100% �10.5% �3�綯R�鉄偵bR�

非レアル な過去の 条件 �� �� ��

書 免ﾂ��15/ ��43/ 

39.3% 鼎R絣R�鼎�綯R�

≠ 免ﾂ��ll/ ��14/ 

39.3% �32�2R���2�"R�

ら 途��7/ ��49/ 

25.0% �#��"R�鼎b�"R�

合計 168/ 100% ��28/ �32�� ���b��

100% ����R�����R�

28′ �32�� ���b��

16.7% ��偵bR�田2��R�

4.3t2条件構文の主節のモダリティ

2.4.2.で説明したように､本研究では､文を

(1)平叙文

(2)判断文

(3)決意文

(4)依頼文

(5)命令文

(6)願望文

(7)誘い掛け文

(8)問いかけ文
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(9)疑念文

に整理し､主節のモダリティを分析することによって､各条件の種類における使用と

｢と･たら･なら･ば｣との関連を調べていきたいと思う｡

4.3.21レアルな未来の条件

(1)平叙文

｢と｣

(340)それが続くと､あの電信柱の電灯が雪の中になってしまうわ｡ (雪国)

Ako按脚se nastavi現在形ovo, lampa ee se nadi未来形u snegut

(341)その雑誌は有名な雑誌で､その雑誌に小説を出すと､小説家としての存在を世

間に知られることになるのだ｡ (友情)

To je poznat easopIS, ako接続詞u njemu Objavi差現在形roman, postade喜未来形poznat u JaVnOSti kao
●

pisac.

(342) ｢おっと､あんまり大声でうたうと､となりで寝てるおばあちゃんがおきちゃ

う｡ ｣ (キッチン)

Hej, ako接続詞pevag現在形prevほe glasno, probudide差未来形baku koja spava u susednoj sobi.

(343)疑問のままにしておくと落ち着かない｡ (人民は弱し官吏は強し)

Ako接続詞to ostavi喜現在形kao nere喜eno pitanje, nede昌se smiriti未来形

(344=)このまま家-塵且と､かれこれ女どもに説明する必要がある｡ (黒い雨)

Ako接続詞se ovako vratim現在形kudi, bide potrebno未来形da pun° objahjavam蓋enama.

(345)きてもらわないと､ほんとにこまるのだ｡ (二十四の瞳)

Ako按脚ne dode差現在形, Zaista du biti未来形u neprilicio

｢たら｣

(346) ｢大丈夫よ､水をやったら又直ぐ生きッ返るから､ (下略) ｣ (痴人の愛)

"U reduje, ako接続詞dam現在形vodu, odmah ee o皇iveti未来形ponov0,..."

(347) ｢だめだめ､ -とまわりしたら､またすぐモッコがやってくるんですか

ら･ ･ ･｣(砂の女)

･cNe mo皇e昌, ako按脚obide蓋現在形, Opet de doei未来形Mokko odmah…H

(348)あの箱に一つでも敵の弾丸があたったら､もうおしまいです｡ (ビルマの竪

翠)
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Ako接続詞makar jedanneprijateljski metak pogodi現在形onu kutiju, tu ee biti未来形kraj ｡

(349)先生の過去が生み出した思想だから､私は重きを置くのです｡二つのものを塑

り離したら､私には殆んど価値のないものになります｡ (こころ)

po凱O je tu mozonju izrodila Ueiteljeva pro削ost, jaJe naglahvam. Ako按脚razdvojimo現在形te

dve stvari, one ee za mene postati未来形skoro bezvredne｡

(350)この上ダンスの衣装を買ってやったりしたらにっちもさっちも行かなくなりま

宜｡ (痴人の愛)

sem toga, ako接続詞joj budem kupio第二未来形nohju za p上es, bide gotovo未来形

(351)母は来なかった｡夏の海をたずねたりしたら､なっかしくて淋しくて泣いてし

まうからいやだわと電話で言った｡ ( TUGUMI)

Majka nije do凱乱Reklaje, ako接続詞ode現在形na more leti, oseea se現在形nostalgieno iusamijeno

i da bi plaee接続法

｢なら｣

(352)お父さんはお前たちのお母さんと結婚したなら､幸せになるだろうという予感

があった｡ (娘-の)

Tataje imao predoseeaj, ako接続詞se o皇eni現在形vagom majkom, da ee biti未来形sreean.

｢ば｣

(353) ｢雨が降れば娘が迎えに来てくれます｡ ｣ (雪国)

Ako接続詞bude padala第二未来形ki昌a, devojka de dodi未来形po nas.

(354) ｢とにかく､お金を振り込まねば､品物の動きがばったりです｣ (黒い雨)

"U svakom slueaju, ako接続詞ne budete uplatili第二未来形novac, roba nimalo neee biti未来形u

opticaju".

(355)北-北-と歩いていけば日本海-出るのだ｡ (孤高の人)

Ako接続詞ide喜現在形na sever, na sever, izaei de蓋未来形na Japansko more･

(356) ｢こんなことをすれば､身の破滅となる｣ (少年死刑囚)

"Ako接続詞bude差uradio第二未来形ne凱o ovako, upropasti6e蓋未来形svoj滋vot".

(357)然し手紙では若し自分の思っていることをどんどん豊堕せ宣先方を尚恐がらすだ

けだと思うのだ｡ (佐々木の場合)

Medutim膏to se pISmatiee,mislim da 6e蓋Samo upla喜iti未来形prlmaOCa ako接続詞nastavig現在形da

pi昌e喜ono凱omisli蓋.
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(358) ｢理屈を云えば､此方にも云い分はあるが､云い出せば､とどの詰りは裁判沙

汰になるばかりだから､ (下略) ｣ (門)

"Ako ka皇em po loglCl,皿am蓋ta da kaZem,ali ako按脚budem poeeo第二未来形da pri己am, na kraju

ee dodi未来形do sudenja, …"

(359)ガルペがもし首をふれば､あの三人の信徒たちはこの入江に石のように放りこ

まれる｡ (沈黙)

Ako接続詞Garpe bude vrteo第二未来形glavom, ta trivemika ee biti baeena未来形u ovuuvalu kao

kamen.

(2)判断文

｢と｣

(360) ｢あそこのところを清書して出すと､先方で誤解するんじゃないでしょう

か｡ ｣ (黒い雨)

"Ako接続詞lepo prepi蓋ete現在形taj deo i izdate現在形,mislim da ee omito pogre差no razumeti未来形"

(361) ｢そんなことを刑事さんに壷土と､美香に迷惑をかけるかもしれないとおも

って､そのときは黙っていたのです｡ ｣ (都市の遺言)

′

"cutao samtada jer sammislio da du napraviti未来形problem Miki ako接続詞to ispncam現在形■ ヽ/

policaJCu."

(362) ｢一方的なんだなあ｡最初からぼくがきみに張りついていると声をかけないか

もしれないから､少し離れて知らん顔をしていよう｣ (都市の遺言)

"Jednostran, zar ne? Mo鮎a neee da proba未来形da priea s tobom ako接続詞ja budem現在形stalno

uz tebe, pa eu zato biti malo dalje i pravi6u se da te ne prlmeCuJem."
′　　　●

｢たら｣

(363)彼はその写真を机の前に飾っておいたら､きっといい脚本がかきたくなるだろ

うと思った｡ (友情)

on jemislio, ako接続詞ostavi現在形kao ukras tu ispred stola, da ee slgumO POZeleti未来形da napige

dobar scenario.

｢なら｣

(364)目に見える姿に､遺伝子がこのように明らかになるのなら､見えない気質､性

質にも遺伝子は脈々と伝わっているはずである｡ (ふつうがえらい)

Ako按脚6e gen postati未来形jasanu obliku koji mo畳e da sevidi oeima, trebalo bi接続絵da se

prenosi i u dudi i osobinama koje ne mogu da sevide.
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(365) ｢熱はあがったけれどぼくは先生はなんともないと思うなあ｡ああして寝てい

らしても､もし悪いなら苦しむはずだがなあ｣ともっぱら否定する｡ (父)

"Mislim daje ueitelj dobro, iako je imao temperaturu. Spava,ali, ako接続詞nije現在形dobro,

trebalo bi接続法da se muei" rekao Je i neglraO iskljueivo.

｢ば｣

(366)わたしも会いたいし､彼女の方でも､もしわたしが智広をつれて行けば喜ぶこ

とでしょう｡ (ェディブスの恋人)

＼■

Zelim ija dajevidim, a i ona de se obradovati未来形ako接続詞budem odveo第二未来形Tomohira.

(367)尤も賄(まかない)でも安くなければ､誰もこんな部屋に満足するものは無かろ

う｡ (破戒)

Ako接続詞ne bude第二未来形je氏ino ni uz najvedi popust, verovatno niko ne bi bio第二未来形

zadovoljanovakvom sobom.

(368)東京-でも行って誰方(どなた)か､よいお医者さまにでもつけば､あるいは治

るのではないでしょうか｡ (花埋み)

Ako按脚ode喜u Tokio i nade蓋現在形nekog dobrog lekara,mislim da de喜se izleeiti未来形

(369)もっと前-進めば､私の予期するあるものが､何時か眼の前に満足に現われて

来るだろうと思った. (こころ)

Ako接続詞budem dalje napredovao第二未来形,mislio samda ee se ono凱o oeekujem nekad

zadovoljno poJaviti未来形pred moJlm Oとima.

(370)しかし若し世の中-助けだされれば､私はまたもや悪事を重ねずにはいられな

いであろう｡ (少年死刑囚)

Ali ako按脚me budu pomogli第二未来形u svetu, verovatno nedu modi未来形a da ne ponovim

zloein｡

(371)だが､彼は､これらの人の感情的な反摸(はんばっ)も､西欧の援助を具体的に

丞堂壇消えると信じていたo (コンスタンティノープルの陥落)

Ali, on Je VerOVaO da ee nestati未来形protivijenJe Ovih ljudi ako接続詞konkretno poka皇e現在形
■

pomoe iz Zapadne Evrope｡

(3)決意文

｢と｣

(372) やめぬと､刑務所に叩きこむぞ! (ブンとフン)
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Ako接続詞ne prekine昌現在形, strpadu te未来形u zatvor･

(373)何をしていた｡云え｡云わぬと､これだぞよ｡ (羅生門)

ヽ′

sta si radila? KaZi! Ako接続詞ne ka皇e差現在形､ dobiee喜未来形ovo!

｢たら｣

(374) ｢じゃあ､俺は大学受かったら家を出るよ｣(哀しい予感)

"pa, ako接続詞polo滋m現在形prijenmiispit na fakultetu, otidi6u未来形od kueeJ'

(375)それを､もし僕が死んだら君にあげる｡ (草の花)

To eu ti dati未来形ako接続詞eu umreti未来形.

(376)もしあさっての朝までに､お前がそうしなかったら､もうすぐ､つかみ殺すぞ｡

(銀河鉄道の夜)

Ako接続詞do prekosutra ujutro ne uradi喜現在形tako, jo喜malo pa eu te uhvatiti i ubiti未来形

(377)一軒でも来なかったという家があったら､もう貴様もその時がおしまいだぞ｡

(銀河鉄道の夜)

Ako接続詞bude現在形makarjedna kuea koja nije do削a, tada ee i tebi biti未来形kraj｡

｢なら｣

(378)親が賛成しないなら､二人でどこか-行って､二人きりで暮らそうと言い出し

たのは､あたしでした｡ (事件)

Ja samrekla da demo nas dvoje iei未来形negde da皇ivimo samiukoliko接続詞se roditelji ne slah現

在形sanama｡

(379)武士は百姓たちを-箇所に集めて､もしすべてを白状しないならば人質をとる

と通達しました｡ (沈黙)

Ratnikje okupio seljane najednom mestu i preneo da ee uzeti未来形nekoga za taoca ako接続詞ne

lSpOVede現在形sve｡

(400) ｢だけどおふくろがね､殺人犯として行夫ちゃんがカンゴク-入れられるんな

主､私は行夫ちゃんを殺してそれから死にます､なんて警察の人の前で喚いたもんだ

から､今はずっと見張りがっいてる｣(太郎物語)

"Ali majkajeviknula, ako按脚bace現在形Yukia u zatvor kao ubicu, da 6e ga ubiti未来形i potom

i2Vr差iti samoubistvo, zato su sada stra皇aristaino oko nje."

(401)彼女が土下座しろと云うなら､僕は喜んで土下座します｡大地に額を擦りつけ

ろ‡と云うなら､大地に額を擦りつけます｡ (痴人の愛)
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Ako接続詞ona kaZe現在形da sednem i klanjamse na tlu, rado du da se klanjam未来形｡ Ako接続詞ka皇e

現在形da trljam6elo o tie, trljaeu未来形eelo o tle｡

(402)もし柳井がそのことを口にするようなら､絶対に頑張ってやろう｡ (草の花)

Ako接続詞ka皇e現在形Yanai ne凱o o tome, trudieu未来形se apsolutno･

(403)世間の人たちが､生活と行動で悪を味わうなら､私は内界の悪に､できるだけ

深く沈んでやろう｡ (金閣寺)

Ako披続詞Ijudi na ovom svetu shvataju現在形zlo kroz皇ivot i postupke, tonueu未来形uunutrahjem

zlu凱o je dublje mogu6e.

｢ば｣

(404) ｢わしのために藩魔を呼びだしてくれれば､営業停止にはしない｡どうだな?

｣ (ブンとフン)

"Ako按脚zbog mene pozove昌現在形davola, neeu stopirati未来形radc Sta kaZe喜? "
ヽ/

(4)依頼文

｢たら｣

(405)もし誰かが､ ｢お宅は潰れたんじゃないのか｣と訊いて来たら､とんでもない､

と答えて下さい｡ (二十歳の原点)

Ako接続詞neko pita現在形da li je v誠a prodavnica bankrotirala, odgovarajte命令形nikako.

｢なら｣

(406)何か仰ることがあるなら､ずんずん仰って下さい｣ (破戒)

Ako接続詞imate現在形ne凱o da ka皇ete, recite命令形aktivno.

｢ば｣

(407)それでなければこの問題をここで切り上げてください｡ (こころ)

Ako接続詞nije現在形tako, onda ovde prekinite船形sa tim pitanjem｡
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(5)命令文

｢たら｣

(408)おかしいと感じたら､そこをよくさがせ｡ (人民は弱し官吏は強し)

Ako按脚ti se ueini現在形eudim, tu dobro pretra皇i現在形



(409) ｢自信を回復したかったら､腕を見るのよ｡ (中略)あさ眼がさめたときに何

も見ないで､きれいな眼で､腕をこうのばしてためつすがめつ眺めるの｡私はそれで

十数年､亡命生活をしのいできたな｡ ｣ (花終わる闇)

"Ako接続詞皇eli蓋現在形da opet imag samopouzdanje, pogledaj *令形ruke. Kad ustane喜ujutru, nemoJ

ni喜ta da gleda蓋, Samo istegni ruke i samo ih pogledaj eistim oeima. Tako sampre乏ivela svoj皇ivot

kao izbeglica 15, 16 godina."

｢なら｣

(410)本を買うなら　本屋-お行き　(ブンとフン)

Ako接続詞ee蓋kupovati未来形knjigu, idi命令形uknji皇肝u.

(411)餐(かみ)を刈(か)るなら　床屋(とこや)-お行き　(ブンとフン)

Ako接続詞6e蓋da skrati喜未来形kosu, idi命令形kod berberina.

｢ば｣

(412)ここから出たければブンを呼んで降服するよう説得なさい｡ (ブンとフン)

Ako接続詞皇eli蓋現在形odavde da izade蓋, pozovi命令形Buna i ubedi ga da se preda･

(6)願望文

｢なら｣

(413)もちろんぼくは役人ですから自分の地位を高めるためなら他人をだしぬいてで

も点数稼(かせ)ぎをやりたいと思います｡ (パニック)

Naravno, po凱o samja drhvni sluibenik, Zeleo bih接続蔭da zaradim poene makar i na prevaru,

Samo ako接続詞6u da dobijem未来形vi凱polohj.

(7)誘い掛け文

｢たら｣

(414)そうして､もし万一にも国に帰れる日があったら､一人ももれなく日本-かえ

って､共に再建のために働こう｡ (ビルマの竪琴)

Ⅰ, ako接続詞bude uprkos svemu do昌ao第二未来形dankada bismo mogli da se vratimo u domovinu,

Watimo se svido jednog 1 radimo命令形zajedno na obnovi zemije.

(8)問いかけ文

｢たら｣
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(415) ｢病院から出してもらえなかったら､どうするの｣ (娘-の)

ヽ′

sta 6e昌da radi喜未来形ako接続詞te ne puste現在形iz bolnice?

(9)疑念文

｢たら｣

(416) (しかし､おれが喋ったことを頼央が知ったら気を悪くするのじゃ) (ェディ

ブスの恋人)

Ako接続詞Yorio bude saznao第二未来形da samprieao, da li de biti未来形neraspolo皇en?

｢なら｣

(417)ああこんな人にでもすがってみたならば､何とか､どうにか､自分の行く道が

開けはしないかしら｡ (放浪記)

Ako按脚se oslonim現在形na takvuosobu, mo皇da demise nekako otvoriti未来形put kojim treba

daidem.

｢ば｣

(418)もし､この冒険に成功すれば今の不安な不定な弱々しい自分を救う事が出来は

しまいかと､はかない望を抱いたのである｡ (門)

Gajio samuzaludnu nadu da eu moZda uspeti未来形da spasem sebe ovako neslgumOg i slabog,

ako接続詞mita avantura uspe現在形

4.3L2.2レアルな現在の条件

(1)平叙文

｢と｣

(419)ほとんどの生徒が下校してからでないと校庭では練習させてもらえない｡

(ェディブスの恋人)

Nede namdozvoliti未来形da ve2bamo u dvori昌仙ako接続詞Svidaci ne odu現在形

(420)焚火はKさんの言うように竃の焚口で燃えていた｡ Sさんは､ ｢きっと居ます

よ｡もしいなければ､消して置かないと悪いから､上がりましょうか｣(焚火)

Vatraje gorela u ogrtjih, kao凱oje rekao K｡ S Oe rekao): "(On)je verovatno tu. Ako　mije,

udimo jer ne6e biti未来形dobro ako接続詞ne ugasimo現在形vatru. "

｢たら｣
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(421) ｢- ･砂ってやつは､そんなに生易しいものじゃないんだ!こんなことで､

砂にさからえると思ったら､大間違いさ｡ ｣ (砂の女)

" …pesakmije ne凱o tako prosto! Ako接続詞mislig現在形da mo皇es da mu se protivi喜, toje現在形

velika gregka".

(422)フン先生をそんなにたすけたかったら､身代りにあなたが牢屋にはいればよろ

しい｡ (ブンとフン)

Ako接続詞toliko皇eli差現在形da spase喜gospodina Fun-a, mo蓋e喜現在形ti da ide喜　u zatvorumesto

njega.

｢なら｣

(423)砂の壁がけわしすぎるのなら､それをくずして､傾斜をゆるやかにしてやれば

いい｡ (砂の女)

Ako按脚je現在形zid od peska previ喜e strm, bil° bi接続法dobro da ga srugig i napravig tup nagib.

(424)大きな捜査機関を持ちながら､検察側が有罪を立証できなかったのなら､その

責任を取るべきである｡ (事件)

Njegov naeinrazmi蓋Ijanja bio je takav da, ako接続詞tu滋1a差付0, koje ima veliku istra血u

instituciju,mije現在形u stanju da doka皇e krivicu, treba現在形za to da odgovara.

(425)結婚をすると同時に多くの女は良人と家庭以外のものに興味をうしない､自分

を育てるための勉強にはまるで心が動かなくなるものである｡其志子がもしそうなっ

て行ったならば私の勢いこんだ結婚はあまりに平凡になってしまう｡ (結婚の生態)

Kad se udaju, veeinu皇enainteresuju SamO muZ I POrOdica, i one ee izgubiti皇elju da gaJe Sebe.
ヽ/  O

Ako接続詞Toshiko postaje現在形takva, svadba koju ba喜2elim bide未来形veoma obiena｡

(426)もし彼女が､私の椅子に生命を感じてくれたなら､ただの物質ではなく､一つ

の生き物として愛着を覚えてくれたなら､それだけでも､私は充分満足のでございま

す｡ (痴人の愛)

Ako按脚se oseda現在形獣vot u mojoj stolici, ako接続詞se oseda現在形raspolo皇enje, ne kao jedne

materije nego kao jednog Eivog stvora, Samo s tlmja sam現在形dovoljno zadovoljan｡

(427)しかし､君が､童貞同志附合うつもりで附合うなら､まちがってるぜ｡ (金閣

寺)

Medutim, ako按脚misli昌da smo現在形u dru喜tvueednih momaka, to je現在形pogre喜no.

(428)彼があの部屋に住んでいるのなら､女性と一緒に暮らしていることになるo

(一瞬の夏)
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Ako接続詞on stanuje現在形u toj sobi, to znaei現在形da Zivi sa nekom皇enom.

(429)もし彼が本当にトレーニングを再開したのなら､夕方の今頃というのはジムに

行っていてもおかしくない時刻だったからだ｡ (一瞬の夏)

Ako按脚je ponovo poeeo過去形da trenira, onda ne bi bilo接続法eudno daje u ovo vreme uveee u

teretani.

(430)もし熊谷と関係があるなら､無論夏から始まったことではない｡ (痴人の愛)

Ako接続詞je現在形to vezano sa Kumagayom, naravno to nlJe POeelo過去形od leta.

(431)彼があくまでも完全否認を通したなら､捜査側はそれを突き崩す武器をもって

いない｡ (都市の遺言)

Ako接続詞nastavlja現在形da poriee apsolutno do kraja, istraha strana nema現在形oru句e da to

razbije.

(432)美がたしかにそこに存在しているならば､私という存在は､美から疎外された

ものなのだ｡ (金閣寺)

Ako接続詞Iepota sigumo postoji現在形tu, moJe POStOjanJe Je Otudeno現在形od lepote.

(433)これを殺人刀と呼ぶなら､越州のそれは活人剣である｡ (金閣寺)

Ako接続詞ovo zove喜現在形maeem za ubijanje, Eishuov mac je現在形mae za oZivljavanJe.

｢ば｣

(434)ポケットがなければ金を入れるところもなくなる｡ (ブンとフン)

Ako接続詞nema喜現在形dZep, nema喜現在形migde da stavi喜novac･

(435)溢れるほどに人が来るなんて思っていれば見当違いだ｡ (父)

Ako按脚simislila過去形da ee ovde sve biti preplavljeno ljudima, pogresno sI PrOCenila過去形
ヽ′

(436) ｢お前さん達から進めて貰えれば､これに越したことはねい｡ - ･｣(秋風)

"Ako按脚vitounapredujete現在形, to je現在形najbolje.…"

(437)今､五時三十五分だからな､これから箆堕せ宣ちょうどいい(点と線)

po凱oje sada 5 i 35, biee未来形tamanako接脚krenemo現在形sada.

(438)もしその事件が事実であれば｢彼｣自身が超能力者(ェスパー)でないことは確

定したも同様である｡ (エディプスの恋人)

Ako接続詞je現在形taj slueaj istimit, skoro daje time utvrdeno現在形da 'on'SamnlJe COVek sa
● ●    )

natprirodnom mo6i.

(2)判断文
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｢なら｣

(439)しかし､新聞の報道の通り､内藤がやり直すという強い意志を持っているなら､

かけてくる可能性もないではないだろう｡ (一瞬の夏)

Ali ako按脚Naito ima現在形jaku皇elju, kao凱o pi喜u novine, da krene iz poeetka, nede biti未来形da

nema mogu血osti血me pozove.

｢ば｣

(440) ｢線路づたいに箆吐逆帰れないこともないだろう｡ ｣ (黒い雨)

Ako接続詞prati蓋現在形prugu, neee se dogoditi未来形da ne zna喜da se vrati差.

(3)決意文

｢たら｣

(441)言い過ぎだったら御免よ｡ (草の花)

Izvini命令形ako接続詞Samrekao退城previse･

｢なら｣

(442) ｢お袋のことで気にさわったんなら､謝るよ｡ ｣ (結婚式)

"Ako接続詞se ljuti喜現在形na moju majku,ja se izv両avam現在形'●    ●

(443)そんなハツ子でも､なるべく近くに住んでいてくれる方がいい｡とにかく一本

立ちで食っていけるなら､結構なことだと思うことにした｡ (事件)

Hacukoje takva,ali bil° bi bolje da獣vi凱o bli皇e kod nas. Odlueio samdamislim daje現在形

dovoljno ako接続詞mo皇e現在形Sama da vodi皇ivot｡

｢ぱ｣

(444)もし詳しい話が聞きたければ､幸い自分の知り合いによく鎌倉-行く男がある

から紹介してやろうと云った｡ (門)

Ako鼓脚Eeli昌現在形da euje蓋detalje, sreeom imampoznanika koji eesto ide u Kamakuru pa du te

upoznati未来形, rekao Je･

(4)依頼文

｢たら｣

(445)そんな元気があるんだったら､私を歓ばせてよ｡ (二十歳の原点)

Ako按脚imag現在形toliko energlje, raZVeSeli me命令形

｢なら｣
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(446) ｢嘘だと思うなら来て御覧｣ (変な音)

Ako接続詞misli蓋現在形da la皇em, dodi命令形

(447) ｢つぐみちゃんも時間があるなら､ここにすわって海を見ておいで｣

(TUGⅧⅠ)

Tsugmi, ako接続詞imag現在形vremena, sedi ovde i posmatraj命令形more.

(5)命令文

｢たら｣

(448)つまらなかったら焼き捨ててくれたまえ｡ (草の花)

Ako接続詞tije現在形dosa血0, spali命令形to i baci.

｢なら｣

(449)分かるなら言ってごらんなさい｡ (雪国)

'Ako接続詞razume昌現在形, reci命令形'

(450)若しそんあうまい事を前に云っておきながら行ったなら､出して了え｡　(疏

行感冒)

Ako接続詞je ot血o過去形i rekao takve dobre stvari, ubaci命令形両ega.

｢ば｣

(451)ここから出たければブンを呼んで降服するよう説得なさい｡ (ブンとフン)

Ako接続詞皇elig現在形da izade喜odavde, pozovi命令形Buna i nagovon ga na kapitulaciju.

(6)願望文

｢なら｣

(452)死ぬならば内地に帰って死にたい｡ (テニヤンの末日)

zelim現在形da se vratim u svoJu Zemlju da umem, ako接続詞vee umirem現在形

ヽ′

(453)もし僕より先に連絡がとれたなら､本人が教えるなと言っても､僕に知らせて

ほしいんだ｡ (哀しい予感)

Ako按脚uspe昌現在形da seJavi喜njoj pre mene, hoeu現在形da me obavesti喜iako ti ona ka皇e dami

neprieag.
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(454)会って話を聞くつもりなら､これからつれて行ってあげようか｡ (ェディブス

の恋人)

Ako按脚imag現在形nameru da sevidi喜i da euje喜昌ta ima da ka皇e, hoee喜現在形da je povedem

sada?

(8)問いかけ文

｢たら｣

(455)そういうふうだったら僕が信仰を喪わなかったとでも言うのかい?　(草の

花)

Ako接続詞je現在形tako, da li hoee喜da kaZe昌未来形da nisamlZgubio veru?

｢なら｣

(456)蝿は腐敗を好むなら､まり子には腐敗がはじまっているのか?　(金閣寺)

Ako接続詞muve vole現在形trule主, da lije Mariko poeela過去形da truli?

(457)法則が､こんな無謀な現われ方をするのなら､一体､何を信ずればいいと言う

のか? (砂の女)

Ako接続詞se zakonJaVlja現在形ovako nerazumno, u告也 uop昌te mogu現在形da veruJem?

｢ば｣

(458) ｢その代わり､ちゃんと産んだらご褒美に何を買ってくれる?｣ (結婚の生

態)

Umesto toga, ako接続詞rodim現在形,差ta ee喜mikupiti未来形za nagradu?

(9)疑念文

｢と｣

(459)そうなると､もう一歩踏み込んで､美佳の腹の子は果たして城之内の胤かどう

か｡ (死なれては困る)

Ako接続詞je現在形tako, onda, za korak dalje, da li je現在形dete u Mikinom stomaku uop喜te

Yonouchij evo?

｢たら｣

(460)手ちがいが事務室にあるのだったら､アルバイトの報酬はやはり､はら

ってくれるのだろうか｡ (死者の馨り)

Ako接続詞ima現在形gre放e u kancelariji, hoee limiuop凱e platiti未来形za fad?

｢なら｣
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(461)民間で手の出しようのない状態の問題ならば､政府がその試験所で研究をなす

べきではないのか｡ (人民は弱し官吏は強し)

Ako接続詞Obieni gradani ne mogu現在形da fade na tom pitanju, Ear ne bi trebalo接続睦vlada da vr喜i

●

istra滋VanJa u tOj laboratoriji?

｢ば｣

(462)彼女がその超常現象を見ていればそれは彼女のお喋りのために｢世にも不思議

な出来ごと｣として学校内にもっと噂が拡がっていていいのではなかろうか｡ (ェデ

イブスの恋人)

Ako接続詞je onavidela過去形tu natprirodnu pojavu, zar se to ne bivi蓋e pro如ilo接続法po紘oli kao

"eudmidogadaji u svetu"?

4.3.2.3ポテンシャルな条件

(1)平叙文

｢と｣

(463)どうでしょう､もっと正直に話して戴けると助かるのですが｡ (冬の旅)

Kad接続詞bi prieala接続汝iskrenije, pomoglo bi接続法mi.

(464)その時俺は此奴は生かして置くとその内きっと他に行ってこの調子でしゃべる

なと云う気がしたのだ(赤西蝶太)

Tada samosetio da, da接脚ga pustim現在形da皇ivi,uskoro bi u ovakvom stanju otiho接続法

■ ヽノ

negde i ispncao.

｢たら｣

(465)もし､このあいだの連中のように殺されたりしたら､わたしが疑われるわ｡

(ェディブスの恋人)

Kad接続詞bi bio ubijen接続法kao oni ljudi pro凱og puta, surrmjali bi接続法u mene.

(466) ｢今､もし､向こうの山に虹が出たら､奇跡が起こる｡ ｣ (黒い雨)

"Kad接続詞bi se sada pojaVila接続汝duga na toj planimi, desilo bi se接続法eudo."

｢なら｣

(467)彼が役人たちの誘惑に従うならば､それはガルべの生涯の挫折を意味した｡

(沈黙)
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Kad接続詞bi Garbe pristao接続絵da ga einovmici namame, to bi znaeilo接続法neuspeh u nJegOVOm

蓋ivotu.

｢ば｣

(468)他人はみんな証人だ｡それなのに､他人がいなければ､恥というものは生れて

来ない｡ (金閣寺)

Drugisu svisvedoci. Uprkos tome, kad接続詞ne bi bilo悦続報drugih, ne bi se rodila接続法ni

sramota.

(469)日本だって今よりせめて倍も米が高くなれば黙っていたって皆､過激派になる｡

(友情)

I kad接続詞bi u Japanu pirinae duplo poskupeo接続綾svi bi postali接続睦radikahi iako bi eutali･

(470)私は川原に今在廷壇､本当に等がさっきの夢のように立っている気さえした｡

(ムーンライト)

)

cinilomise da kad接続詞bih otigla接続汝sada na reenu obalu, tamo bi zaista stajao接続綾Hitoshi

kao u snu koju sammalo pre sanjala.

(471)先生は私を離れれば不幸になるだけです｡ (こころ)

Kad接続詞bi me napustio接続法, Ueitelj bi samo bio接続法nesreean.

(2)判断文

｢と｣

(472)近くに寄ると､その口の中-吸いこまれてしまいそうな気がしたのだ｡ (ブン

とフン)

ヽ′

cinilomise da bi me tausta usisala接続法kad接続詞bih se pribliZio接続牡

｢たら｣

(473)とき子は何かの形で､貰った金の償いをしたげである｡身体をもとめられたら､

すすんで身をまかせそうだ｡ (高野詣)

Izgleda da Tokiko nekako kompenzuje za novae koji je uzela. Ako接続詞bi joj tr誠io接触njeno

telo, izgleda da bi se ona prepustila接続綾dobrovoljno.

(474)そういうことがもしあったら､明日はもう君の顔を見るのもいやになるかも知

れません｡ (雪国)

Kad接続詞bi se desilo接続法ne凱o tako, sutra moZda vi喜e ne bih乏eleo接続睦da vidim tvoje lice.
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(475)今､そんな話をしたら第一当人がおどろくだろう｡ (友情)

Ako接続詞bi isprieala接続法takvuprieu sada, prvo bi ba喜on bio接続法iznenadjen.

(476)証人さえいなかったら､地上から恥は根絶されるであろう｡ (金閣寺)

Kad接続詞Samo ne bi bilo接続絵oeevidaca, srambi bio istrebljen接続法sa zemije.

(477)今の機を逸したら､永遠に人生は私を訪れぬだろう｡ (金閣寺)

Kad接続詞bih izgubio接続陰ovupriliku,髭vot me nikad ne bi posetio接続汝

(478)カミソリで指を切ったら生々しい赤い血が流れるんだろう(二十歳の原点)

Kad接続詞bih posekao接触prst brijaeem, verovatno bi potekla接続睦sve皇a, Crvena krv.

(479)ここで降ろされでもしたら､早いところ他の車にでも拾われない限り､誰でも

死んでしまうだろう｡ (若き数学者のアメリカ)

Ako接続詞bi bio izbaeen接続法ovde,umro bi接続法svako, ukoliko ga neki drugiauto ne pokupi.

｢なら｣

(480)直ぐ一緒に出て他所で御馳走するなら､まだやれるかも知れないが｡ (小僧の

神様)

Kad接続詞bi izaho sa mnom i eastio接続法na druglmmestima, mo皇da bih mogao接続法da

nastavim dalje.

｢ば｣

(481)慈海の妻になれば､まず喰うに困るということはないだろう｡ (雁の寺)

Ako接続詞bih bila接続絵Jikaijeva zena, ne bih imala接続法problema dajedem.

(482)この水嵩では､落ちたりすればたちまち流されてしまうだろう｡ (ェディブス

の恋人)

Na onolikoj vodi, kad接続詞bi pao接続絵, odmah bi ga odnela voda接続法

(483)それももし藤木が部をやめるようなことがあれば､僕と彼との間を繋ぐ糸はぷ

つんと切れてしまうだろう｡ (草の花)

畠tavise, kad接脚bi Fudjiki prekinuo接続法vamastavne aktivnosti, odjednom bi se prekinuo接続法

konac koji nas vezuJe.

(484)そりゃ安さんの計画が､口でいう通り旨く行けば､訳はないんでしょうが､

段々考えると､なんだか少し当にならにような気がし出してね｡ (門)

Kada接続詞bi uspeo接続法Yasuov plankako on pnca, naravno ne bi imalo接続法problema,ali kada
t　>

● ●

razmi喜Ijamdalje, oseeamda taj plannekako nlle Slguran.
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(3)決意文

｢なら｣

(485)もし怒って縁を切られたなら､これはもう仕方ないことだと覚悟していた｡

(満月)

Bio samspremanda bih morao接続睦da prihvatim kad接続詞bi se rastala接触od mene･

(486)本続を云ってよければ何時でも云う｡嘘を云うのは嫌なんだ｡お前がそれに壁

えられるなら何時でも本統を云ってやる｡ (痴情)

Kad bih mogao da kaiem istinu, rekao bih接続法kad god･ Ne皇elim da kaZem la堂｡ Ako接続詞bi

mogla接続睦to da podnese昌rekao bih接触istinu kad god ti hoee差･

｢ば｣

(487)ただほんとにその時だけ片棒担いでくれれば､あとは皆姉さんがするから｡

(こんなこと)

Ali kad接続詞bi stvamo samo tada pomogao接続法, ostalo bi sve uradila接続法sestra.

(6)願望文

｢たら｣

(488)せめて往来ででも会えたら会いたいと思い､ ｢下略｣ (晩秋)

皇eleo bih接続法da sevidimo i ako接続詞bismo se videli接続法makar naulici (…)

｢なら｣

(489)もし､彼の日常生活の中で､次に述べるような状態が起こったなら､注意して

ほしい｡ (娘-の)

Ako接続詞bi se u njegOVOm SVakodnevnom Zivotu dogodilo接続睦ovakvo stanje, hoeu現在形da

pazi喜.

(7)誘い掛け文

｢なら｣

(490)会って話を聞くつもりなら､これからつれて行ってあげようか｡ (ェディブス

の恋人)

Ako接続詞bi hteo接続汝da sevidi蓋i da euje昌昌ta ima da kaie, hoee喜現在形daje povedem sada?

126



(8)問いかけ文

｢なら｣

(491)そんな僕が､一体どうしたならば､真に生きることが出来るだろうか0 (草の

花)

莞ta bi trebalo接続汝ja, ovakav, da radim da接続詞bih mogao接続牲Zaista da出vim?

｢ば｣

(492)いるはずがない､という条件が消えれば､いたかもしれぬという条件が起こる

のか? (点と線)

Ako接続詞bi nestao接続汝uslov da sigumo nije tu, da li bi se rodio接続法uslov daje moZda bio tu.

(9)疑念文

｢と｣

(493)喋ったことが頼央に知れると､恨まれるのでは｡ ｢エディプスの恋人｣

Ako接続詞bi Yorihisa samao接続睦za to喜to sI Pri芭ala, moZda bi te rruzeo接続法

｢たら｣

(494)私が自分の醜さを無に化するようなこういう考え方を､鶴川から教わった皇亘

並立､彼はどんな顔をするだろうか? (金閣寺)

Kako bi izgledao kada接続詞bih mu rekla接続法da samOd Curukava ueila da prihvatim svoJu

ru皇nocu kao nほta接続漁り

(495)その位先生に忠実なあなたが急に居なくなったら､先生はどうなるんでしょう｡

(こころ)

Kad接続詞bi nestalo接続法tebe, koji si tako odanUeitelju,差ta bi se s nJlm dogodilo接触ワ
I I

(496)お父さんの部屋つきの事務員に､僕がどうかしたら､お父さんがみっともなく

て､もの笑いじゃありませんか(山の音)

Kad接続詞bih uradio接続法ne凱o prema sluZbemici mog oca koja ima svoJu SObu, mog oca bi bil°
■

sramota接続法i on bi bio sme喜an.

｢なら｣

(497)大森-行ってナオミの持ち物を捜索したなら､手紙か何か出て采はしないかと

思ったからです｡ (痴人の愛)

To je zato凱o sammislio da ako接続詞bih otiho u Omon 1 Pretr誠o接続絵Naomine stvari, mo皇da

bi se poJavilo接続汝pismo ili ne凱o slieno｡
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｢ば｣

(498)もし､この冒険に成功すれば今の不安な不定な弱々しい自分を救う事が出来は

しまいかと､はかない望を抱いたのである｡ (門)

Gajio samuzaludnu nadu da bih mo皇da uspeo接続法da spasem sebe ovako neslgumOg i slabog,

ako接続詞bimita avanturauspela接続牡

4.3. 2.4非レアルな現在の条件

(1)平叙文

｢たら｣

(499)そうでなかったら､毎日がはなはだ不安なものになってしまう｡ (人民は弱し

官吏は強し)

Da接続詞nije現在形tako, svaki danbimibio ISPunJen接続法brigom｡

｢なら｣

(500)秦(さい)が考えているような人間なら､私だってこんなに苦しんでいやしない｡

(こころ)

Da接続詞Samja現在形eovek kakvim me moJa SuPruga Zami昌Ija, ne bih se samovoliko mueio接続絵

(501)財産家ならもっと大きな家(うち)でも造るさ｡ (こころ)

Da接続詞Sam現在形bogata喜, napravio bih接続汝makar veeu kueu.

(502)もしも人に､もともとの魂が美しいということがあるなら､人としての品格が

商いということがあるなら､それは哲夫だね､と｡ (哀しい予感)

Da接続詞je現在形Ijudska du喜a prirodno lepa, da接続詞je現在形Ijudsko dostojanstvo veliko, to bi bio

接続法Tetsuo.

｢ば｣

(503)知りさえすれば､沈黙を守ってもいいですよ｡ (路上の奇禍)

Da接続詞Samo znam現在形, mogao bih接続法da 6utim.,
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(2)判断文

｢たら｣

(504)自分の死ぬのが分っていたら､どんなにか厭だろうね｡ (草の花)

Da接続詞znamo現在形da 6emouskoroumreti, kako bi bilo接続法ru払o｡



｢なら｣

(505)だって､人間がほんとうに歴史からなにかを学んでいるなら､一度やった失敗

は二度と繰り返さないはずよ｡ (ブンとフン)

zato h, da接続詞su ljudi stvamo naueili過去形ne凱o iz istorije, ne bi ponavljali接続汝gre馳e koje

su vec poeinili.
∫

(506)実際ここに貴方という一人の男が存在していないならば､私の過去はついに私

の過去で､間接にも他人の知識にはならないで済んだでしょう｡ (こころ)

Da接続詞ne postojig現在形ti, moJa PrO凱ost bi ostala samo moJa i ne bihje, nl POSredno, poverio接続

蔭nekom dmgom･

(507)勝呂はこの暗い部屋の臭気は､もし人間の死に臭いがあるならばこれなのだろ

うなあ､と､ぼんやり考えた｡ (海と毒薬)

Kacuhiroje nekakomislio da､ ako接続詞Ijudska smrt ima現在形miris , toje現在形ovo.

(508)もし実際に動物電気と云うものがあるなら､ナオミの眼にはきっと多量にそれ

が含まれているのだろうと､私はいつもそう感じました｡ (痴人の愛)

Da接続詞stvamo postoji現在形zivotinjska struja, toga bi bilo接続法puno u Naominim oeima; tako

samuvek oseeao.

(509)熊のように堅く､厚い毛皮ならば､人間の感応はよほど違ったものであったに

ちがいない｡ (雪国)

Da接続詞Ijudi imaju現在形tako evrsto i debelo krzno kao medvedi, onda bi i njihova eula drugaeije

reagovala接続汝

｢ば｣

(510)先生の頭さえあれば､こういう態度は坐って世の中を考えていても自然と出て

来るものだろうか｡ (こころ)

Da接続詞imam現在形Ueiteljevupamet, da li bimiovakav stav da samo sedim i posmatramsvet

oko sebe izgledao接続法priro血o?
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(3)決意文

｢たら｣

(511) ｢わたし､男だったら殴っちゃうんだけど｣ (あすなろ物語)

Da接続詞Sam現在形ja mu紘0, udario bih接触ga.



4.3. 2.5非レアルな過去の条件

(1)平叙文

｢たら｣

(512) ｢わたし､肋骨(ろっこつ)さえ折らなかったら何かで日本で一番になったわよ､

きっと!｣ (あすなろ物語)

Samo da接続詞miSamslomila過去形kost, ja bih u neeemu bila接続法prva u Japanu, sigumo!

｢なら｣

(513)今の選皇ら少しは姉の力にもなれたと思うがね｣ (友情)

Da接続詞Samto bio過去形sadahjija,mislim da sammalo mogao過去形da pomognem starijoj sestri.

(514)もし会いたいのならば､堂々と彼女の家を訪ねればよかったのだ｡ (草の花)

Ako接続詞SamZeleo過去形dajevidim, trebaloje過去形daje posetim kod kuee.

｢ば｣

(515)もし見たのであれば沖を追って入口まで走ってこなければならなかったわけだ

が｡ (ブンとフン)

Da接続詞je gledala過去形, trebalo bi接触daje pratila Okija i daje potreala doulaza.

(2)判断文

｢たら｣

(516)七段が負けたのであったら､何か言っただろう｡ (名人)

Da接続詞je lZgubio過去形Nanadan, rekao bi接続法ne凱0.

(517)もし､スピーカーが､日本軍の攻撃がいかに正当であり､勇敢でかつ美しいも

のであったかを繰り返し説明したら､やはりそれに反発したであろう｡ (若き数学者の

アメリカ)

Da接続詞je spiker iznova objahjavao過去形koliko su napadi japanske vojske bili pravedni, hrabrii

lepi, ja bih se verovatno ipakusprotivi0 %HB

(518)五センチ顔が右へ寄るか左-寄るかしていたら死んでいたはずだ｡ (花終る

闇)

Da接続詞ti se lice pomerilo過去形pet sentimetara desno ili levo, bio bi接続法rnrtav･
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(519)もしも自然にまかせていたら､地位も､五十歳という年齢も忘れて､ローマの

街に歓喜の叫びとともにとび出していたかもしれない｡ (コンスタンティノープルの陥

港)

Da接続詞je samo slu芭ao過去形prirodu, mo皇da bi zaboravio svojih 50 godina i iza喜ao接続睦u Rim s

uzvikomushi6enj a.

(520)疫病にかかって死ななんだら､今でも売りに往んでいた事であろ｡ (羅生門)

Da接続詞mije umro過去形od bolesti, eak i sad bi Ziveo掛軸prodaju6i.

(521)それさえわかったら､自分は､人間をこんなに恐怖し､また､必死のサーヴィ

スなどしなくて､すんだのでしょう｡ (人間失格)

Da接続詞Samto 2naO過去形, ja se ne bih ovako bojao接続法Ijudi i verovatno ne bih ovoliko bio接続睦

uslu皇an.

(522)もう一日か半日か後れていたら､間違いなく庄原で無常の風に誘われていたこ

とだろう｡ (黒い雨)

Da接続詞smo kasnili過去形jos jedandanili pola dana, sigumo bi nas mamio接続法promenljiv vetar

uAcuhari.

(523)もしあのときもっと抵抗していたらそれを叩いた方はいまとなると完全に立場

がなくなってしまいますo (パニック)

Da披続詞su se tada snahije suprotstavljali舶形, omikoji su napadali bi potpuno izgubili接続法

SVOJu POZIClJu･

(524)フェータルなものだと若し聞いたら自分はどうだったろう｡ (城の崎にて)

Da節即しSameuo過去形daje to fatalno, kako bih se oseeao接続法り

(525) ｢二人ともその港町にいたら､今頃は一緒になってたかもしれないね0 ｣ (雪

国)

Da接続詞su oboje bili過去形u tom luekom gradu, sada bi sigumo bili接続法zajedno｡

(526)もし自分も司祭でなく一人の信徒だったら､このまま逃げだしたかもしれませ

ん｡ (沈黙)

Da接続詞Samijabio過去形jedanod vemika ane pop, ostavio bih sve 1 PObegao接続法

(527)もし彼の実の母が生きていたら､或は彼と実家との関係に､こうまで隔りが出

来ずに済んだかも知れないと私は思うのです｡ (こころ)

Da接続詞je nJegOVa PraVa majka bila過去形滋va,mislim da izmedu njega i nJegOVe POrOdice ne bi

do削o接続法do ovakvog JaZaや
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(528)あれが無事に発表されていたら､今日までの私のどの作品にもまさる傑作であ

ったかもしれない｡ (結婚の生態)

Da接続詞je to bez problema objavljeno現在形, to bi mo皇da bilo接続法remek delo koje bi nadmagilo

sva moja dela do danas.

｢なら｣

(529)もし自分に本当の事をいう習慣がついていたなら､悪びれず､彼等の犯罪を父

や母に訴える事ができたのかも知れませんが､ (人間失格)

Da接続詞Samlmao過去形obieaj da kaZem istinu, moida sammogao過去形mimo da ih tu皇血zbog

zloとina ocu i maJCl｡

(530)もしその男が私の生活の行路を横切らなかったならば､恐らくこういう長いも

のを貴方に書き残す必要も起らなかったでしょう｡ (こころ)

Da接続詞taj eovek nije pre蓋ao過去形raskrsmicu mog皇ivota, mo皇da ne bi ni bilo接続睦potrebe da

tebi pi喜em ovako dugu lSPOVeSt.

(531)もし彼等が､あの血なまぐさい革命を終局に予定しているのでなかったならば､

きっともっとはっきりした意志を示し得ただろう｡ (草の花)

Da接続詞nisu planirali過去形tu krvavurevolucIJu na kraju, verovatno sammogao過去形da pokaZem

● ■

svoju VOljujo差jasnlJe.

(532)この悲しみがなかったなら､私は或は､まだ今頃はあの汚らわしい淫婦のこと

が忘れられず､失恋の痛手に悩んでいたでしょう｡ (痴人の愛)

Da接続詞nije bilo過去形ove tuge, mozda ne bih mogao da zaboravim tu prljavurazuzdanu皇enu, i

mueio bih接続絵se sa bolom neuzwaeene ljubavi.

(533)もし､あの時にそんなことばを吐いていたなら､おれはまったくの偽善者とな

り､今ごろはもっと深い自己嫌悪に襲われているだろうということだった｡ (娘-

の)

Rekli su da, da按脚Samtada rekao過去形takve stvari, bio bih potpuni licemer i sada bih rruzeo接

続法sebejosvi昌e.

｢ば｣

(534)あなたさえ､あのような事件を起こさなければ､離婚などというこはなかった

筈だ｡ (錦繍)

Da接続詞Samomisi izazvao過去形onakavincident, sigumo ne bi bilo接続法mirazvoda･

(535)もう少し余裕があれば､自分はあの信徒たちにせめてみじかい祝福だけでも与

えてやれた筈である｡ (沈黙)
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Da接続詞Samimao過去形prostora, mogao sam過去形makar kratko da blagoslovim te vemike.

(536)そんな装いで家を出れば､道半ばで答められて､引返さざるをえなかったろう｡

(金閣寺)

Da接続詞si izaho退城s takvom ode60m, policaJaC bi okrivio tebe i morao bi接続法da se vratig.

(537)もし見たのであれば沖を追って入口まで走ってこなければならなかったわけだ

が､ (ブンとフン)

Da接続詞je gledala過去形, trebalo bi接続法daje pratila Okija i daje potreala doulaza｡

(538)もし彼の記憶心像に沖の顔があらわれなければ､なんのことを言っているのか

七瀬にはわからなかっただろう｡ (ブンとフン)

Da接続詞se nlJe POJaviio過去形okijevo lice u nJegOVOj slici za pam6enje, Nanase ne bi uspela接続法

da shvati o eemu govori.

(539)警察が先まわりしていれば､必ずなんらかの反応を示したはずである｡ (都市

の遺言)

Da接続詞su ga policaJCI Pretekli過去形, sigumO bi pokazao接続法neku reakciju.

(540)私が入院しなければ､八月中に箱根で済んでいた｡ (名人)

Da接続詞miSammorao過去形u bolmicu, ovo bi bilo接続法gotovo jo昌u Hakoneu.

(3)決意文

｢たら｣

(541)月面にコカコーラの自動販売機があると知っていたら､コインを持ってくるん

だったよ｡ (ブンとフン)

Da接続詞Samznao過去形da ima aparat u kome se prodaje koka-kola na Mesecu, doneo bih接続法

sitan novac｡

｢なら｣

(542)自分で人を殺したなら自分で責任をもつ､しかし他人が殺した責任をもたされ

てはたまらない｡ (友情)

Da接続詞SamJa ubio過去形eoveka, ja bih snosio接続陰Odgovomost,ali ne mogu da podnesem da

snosim odgovomost zato凱o ga一e ubio neko drugi.
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(8)問いかけ文

｢たら｣

(543)現状維持の精神が少しでもあったら､第-ここまで到達できなかったはずでは

ないか｡ (人民は弱し官吏は強し)

Da接続詞je imalo postojao過去形duh da se oeuva sadahje stanje, ∑ar nemisli差da se kao prvo ne bi

mistiglo接続法dovde?

(9)疑念文

｢たら｣

(544)そして私がもしも気づかなかったら､おばは一生､こうして私と2人きりにな

ることはなかったのだろうか｡ (哀しい予感)

I da接続詞ja tomiSamprlmetila過去形, tetka moZda ne biとitav Zivot ostala接続睦Samo sa rrnom.

｢なら｣

(545)あの頃もし家でじっとしていたとしたら､本当に気が狂ってしまったのではな

いかと思います｡ (ェディブスの恋人)

Mislim da bih stvamo poludeo接続法da接続詞Samtada sedeo過去形mimo kod kuee.

(546)わがはいが､ほんとうの小説家なら､あのとき､あのおばさんを､はりたおす

べきではなかっただろうか｡ (ブンとフン)

Da接続詞Samja bio過去形pravI PISaC, Ear ne bi trebalo接続法da samtu皇enu oborio udarcem?

4.3.2L6まとめ

主節のモダリティとと｢と･たら･なら･ば｣の使用率は表34｡によって表されている｡

表34. ｢と･たら･なら･ば｣各形式ごとの主節のモダリティの使用率

平叙文 僵ｹ&i[b�決意 �ｹx｢�命令 舒影ﾒ�誘い掛 冢(*(*��疑念 俘xﾇb�

文 兌b�文 兌b�け文 �*�b�文 

∫ �,b�89/ 89.9% 澱��b��R�4/ 4.0 �� �� �� 涛梯����R�た 涛梯�36/ 湯��3/ �#B�� ����5/ ��"��189/ 

た �.r�52.4% ��蔦�R�4.8% ��綯R�12.7% �0.5% �"綯R�6.4% ����R�
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イ �,��68/ ��r��17/ �"��18/ �2�� ��1/ ��#b��

ら 鉄B��R�13.5% ��2絣R�1.6% ��B�"R�2.4% 剴�繧R�100% 

ぱ �#SR��64/ 澱��3′ �#��� �� ��R��363/ 

70.2% ��r縒R�i.70/o ��繧R�5.5% 劔4.1% ����R�

∫ �,b�6/ 50.0% �2��#R��R� �� �� ��3/ 25.0% ��"�����R�た �3���13/ ��9/ ��R�� ��6/ ��"��85/ 

た 王 ∫ �.r�35.3% ��R�2R����綯R�17.7% 剴r��R�14.1% ����R�

な ������45/ �#���6/ �#B��9/ �2��27/ ��"��248/ 

ら 鼎�縒R�18.1% 唐絣R�2.4% 湯縒R�3-6% ���"R�10.9% 釘繧R�100% 

ば 田"��19/ 途�� 途�� ��7/ ��B��116/ 

53.4% ��b紕R�6.0% �6.0% 剴b��R�12.1% ����R�

∫ ヽ ヽ ヽ ヤ ∫ た I �,b�16/ 88.9% ���ﾂ�R綯R� �� �� ��1/ 5.6% �������R�

た 鼎B��30/ �� ��9/ ��12′ ��"��107/ 

ら 鼎���R�28.1% 劔8.4% 冤l.2% 免ﾂ�"R�100% 

な ��"��16/ �2�� ��4/ ����3/ �2��42/ 

ら �#ゅbR�38.1% 途��R��9.5% �"紕R�7.1% 途��R�100% 

ば 鼎b��52/ �2�� �� ��3/ �2��107/ 

43.0% 鼎ゅbR�2.8% 劔�"繧R�2-8% ����R�

ラ ∫ i 王 ∫ �,b� �� �� �� �� ��

た ら ��"������R�3/ 20.0% �� �� �� ��15/ 100% 

な ら �#2��sb縒R�7/ 23.3% �� �� �� ��30/ 100% 

ぱ 唐��cb縒R�4/ 33.3% �� �� �� ��12′ 100% 
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ヨ ∫ た ヽ ∫ �,b� �� �� �� �� ��

た ��梯�42/ �"�� �� ��3/ �2��69/ 

ら �#r絣R�60.9% �"纈R�劔4.30/o 釘�2R�100% 

な 湯��21/ �2�� �� �� �2��36/ 

ら �#RR�58.3% 唐�2R�劔唐�2R�100% 

ば �3梯�c�纈R�24/ 38.1% �� �� �� ��63/ 100% 

次は､各条件の種類においてどのような主節が最も使用されていたかを表35.で示

す｡

表35.主節のモダリティごとの｢と･たら･なら･ば｣形式の使用率

平叙 僵ｹ&i[b�決意 �ｸｾ兌b�命令 舒影ﾒ�誘い掛 冢(*"�疑念 

文 剳ｶ 剳ｶ 兌b�け文 �*�*��[b�文 

∫ た i �,b�89/ 17.4% 澱��B纈R�4/ ll.1 % �� �� �� 

たら 涛梯�36/ 湯��3/ �#B�� ����5/ ��"��

19.4% �#偵2R�25.0% �3r絣R�38.7% �100% 免����42.9% 

なら 田��17/ ��r��2/ ����3/ �� ����

13.3% ��2繧R�47.2% �#R��R�29○0% 免�����3.6% 

ば �#SR��64/ 澱��3/ �#��� �� ��R��

49.9% 鉄"��R�16.7% �3r絣R�32.3% 劔53.6% 

口 伝 都sr��511/ ��#2��36/ 唐��62/ �2��1/ 迭��28/ 

100% ����R�100% ����R�100% ����R�100% ����R�100% 

511/ ��#2��36/ 唐��62/ �2��1/ 迭��28/ 

100% 田R繝���15.80/o 釘綯R�1.0% 唐��R�0.4% ����R�0.6% �2綯R�

と 澱��3/ �� �� �� �2��
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∫ ��3.0% �2繧R� �� �� ��7.9% たら �3���13/ ��9′ ��R�� ��6/ ��"��

た 王 ∫ �15.1% ��b�2R�田���R�32.6% 剴�R��R�31.6% 

なら ������45/ �#��ﾂ�6/ �#B��9/ �2��27/ ��"��

50.6% 鉄b�2R�75.0% 鼎���R�52.2% ����R�100% 田r絣R�31.6% 

ば 田"��19/ 途�� 度�ﾂ� ��7′ ��B��

31.2% �#2繧R�25.0% �15.2% 剴�r絣R�36.8% 

461/ ��湯��80/ �#��15/ 鼎b��9/ �2��40/ �3��

100% ����R�100% ����R�100% ����R�100% ����R�100% 

⊂コ 白 �199/ 塔���28/ ��X�ﾂ�46/ 祷�ﾂ�3′ 鼎���38/ 

100% 鼎2�"R�17.4% 澱��R�3.3% �����R�2.0% ��縒R�8.7% 唐�"R�

′ ヽ ヽ ヽ ヤ ∫ た す �,b�16/ 13.6% �������R� �� �� ��1/ 5.3% 

たら 鼎H�ﾂ�3r�2R�30/ 30.3% �� ��9/ 69.2% ��12/ 66.7% ��"��c2�"R�

なら ��"��16/ �2�� ��4/ ����3/ �2��

10.2% ��b�"R�50.0% 剴3�繧R�100% ��b縒R�15.8% 

ば 鼎b��3偵�R�52′ 52.5% �8�ﾂ�S���R� �� ��3/ 16.7% �2���R繧R�

【コ 巨 �#sB��118/ 涛梯�6/ �� ��2��1′ ����19/ 

100% ����R�100% 剴���R�100% ����R�100% 

118/ 涛梯�6/ �� ��2��1/ ����19/ 

100% 鼎2��R�21.5% �"�"R��4.70/o ��紕R�6.60/o 澱纈R�

ヨ ∫ た 王 �,b� �� �� �� �� 

たら ��"��#r纈R�3/ 21.4% �� �� �� ��

なら �#2��S2絣R�7′ 50.0% �� �� �� ��

ば 唐��4/ �� �� �� ��
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∫ ��18.6% �#ゅbR� �� �� �� 

仁王 F] 鉄r�����R�43/ 100% ��B�����R� �� �� �� 

43/ 75.4% ��B��#B綯R� �� �� �� 

卓 ∫ 土 ヽ イ �,b� �� �� �� �� 

たら ��梯�#b纈R�42/ 48.3% �"��C�R� �� ��3/ 100% �2��S�R�

なら 湯���2紕�R�21/ 24.1% �2��c�R� �� �� �2��S�R�

ば �3梯�Sゅ"R�24/ 27.6% �� �� �� ��

⊂:1 日 ��c�����R�67/ 100% 塔r�����R�5′ 100% �� �� �2�����R�6/ 100% 

67/ 39.9% 塔r��S�繧R�5/ 3-0% �� �� �2���繧R�6/ 3.6% 

4｡ 3｡ 3従属節と主節の事柄的な関係

Z I.4=.3｡で説明したように､日本語の条件構文の従属節と主節との事柄的な関係にお

いて次の6種類を分けることができた｡

(1)従属節の条件の実現が主節の事柄の前提になる場合

(2)従属節の条件が主節の事柄の原因･理由になる場合

(3)従属節の事柄の実現､又は主節の事柄の実現の方法が表されている場令

(4)主節で従属節の条件の実現に関する評価が表されている場合

(5)主節で従属節の条件に関する結論が表されている場合
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(6)主節で従属節の条件が実現した場合の反応が表されている場合である｡

4.3.3.1レアルな未来の条件

(1)従属節の条件の実現が主節の事柄の前提になる場合

｢と｣

(547)このまま家に帰ると､かれこれ女どもに説明する必要がある｡ (黒い雨)

Ako接続詞se ovako vratim現在形kuei, bide potrebno未来形sve da objahjavam皇enama.

｢たら｣

(548)無事に帰りつけたら､この体験は､ぜひとも記録しておく価値がある0 (砂の

女)

Ako按脚se bezbedno vrati蓋現在形, ovo iskustvo je svakako vredno現在形da se zabele乱

(549)おかしいと感じたら､そこをよくさがせ｡ (人民は弱し官吏は強し)

Ako接続詞d se ueini現在形eudim, tu dobro pretra裏命令形

｢ば｣

(550)それでなければこの問題をここで切り上げてください｡ (こころ)

Ako按脚ne bude現在形tako, onda ovde prekinite命令形sa tim pitanjem.

(2)従属節の条件が主節の事柄の原因･理由になる場合

｢と｣

(551) ｢あそこのところを清書して出すと､先方で誤解するんじゃないでしょうか｡ ｣

(黒い雨)

"Ako接続詞lepo prepigete現在形taj deo i izdate現在形,mislim da de oni to pogresno razumeti未来形"ヽl/

｢たら｣

(552)あの箱に一つでも敵の弾丸があたったら､もうおしまいです｡ (ビルマの竪

翠)

Ako接続詞makar jedanneprijateljski metak pogodi現在形onu kutiju, tu ee biti未来形kraj.

｢なら｣

(553)熱はあがったけれどぼくは先生はなんともないと思うなあ｡ああして寝ていらし

ても､もし寒いなら苦しむはずだがなあ｣ともっぱら否定する｡ (父)
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Mislim daje ueitelj dobro iako je imao temperaturu. Spava,ali, ako接続詞mu ne bi bilo接続絵

dobro, trebalo bi接続法da se muei'rekaoJe i neglraO iskljueivo｡

｢ば｣

(554) ｢雨が降れば娘が迎えに来てくれます｡ ｣ (雪国)

Ako接続詞bude padala第二未来形ki蓋a, devojka ee doei未来形po nas.

(3)従属節の事柄の実現､又は主節の事柄の実現の方法が表されている場令

｢たら｣

(555)彼はその写真を机の前に飾っておいたら､きっといい脚本がかきたくなるだろ

うと思った｡ (友情)

onjemislio, ako按脚ostavi現在形kao ukras tu ispred stola, da de slgumO PO皇eleti未来形da napISe
●ヽ/

dobar scenario.

｢なら｣

(556)もちろんぼくは役人ですから自分の地位を高めるためなら他人をだしぬいてで

も点数稼ぎをやりたいと思います｡ (パニック)

Naravno, po凱o samja drZavni siuZbenik,皇eleo bih接続法da zaradim poene makar i na prevaru,

Samo ako接続詞6u da dobijem未来形vigi polohj.

｢ば｣

(557)ここから出たければブンを呼んで降服するよう説得なさい｡ (ブンとフン)

Ako接続詞hode蓋odavde da izade差未来形, pozoviBuna i ubedi ga命令形da se preda･

(4)主節で従属節の条件の実現に関する評価が表されている場合

｢と｣

(558)焚火はKさんのいうように竃の焚口で燃えていた｡ S　さんは､ ｢きっと居ます

よ｡若し居なければ､消して置かないと悪いから､上がりましょうか0 (焚火)

Vatraje gorela u ogrtjih, kao凱oje rekao K. S (je rekao): "(On) je verovatno tu. Ako　mije,

udimo Jer nede biti未来形dobro ako接続詞ne ugasimo現在形vatru･ "

｢ば｣

(559)｢お前さん達から進めて貰えれば､これに越したことはねい｡ - ･｣　(秩

風)

"Ako接続詞vibudete tounapredili第二未来形, to bi bilo接続%ajbolje.…"
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(5)主節で従属節の条件に関する結論が表されている場合

｢たら｣

(560)逆らって怒らせたら､それこそ取り返しのつかないことになりますよ　(女社

長に乾杯)

Ako接続詞se bude昌protivio i naljutio第二未来形je, neeevi蓋e moei未来形da se lSPraVi.

｢ば｣

(261)自分の世界を作りあげようとすれば､すぐに政府という怪物にぶち当る｡ (二

十歳の原点)

Ako接続詞pokugag現在形da izgradi昌svoj SVet, Odmah de蓋udariti gi在形u zver koja se 呈ove vlada.

4.3.3.2レアルな現在の条件

(1)従属節の条件の実現が主節の事柄の前提になる場合

｢と｣

(562)ほとんどの生徒が下校してからでないと校庭では練習させてもらえない｡ (ェデ

イブスの恋人)

Nede namdozvoliti未来形da veZbamo u dvori蓋tu ako接続詞Svidaci nisu oti主h過去形

｢たら｣

(563) ｢そんな元気があるんだったら､私を歓ばせてよ｣ (二十歳の原点)

Ako接続詞imag現在形toliko energue, razveseli命令形me｡
●　●

｢なら｣

(564)｢それで､せっかく運動をやるなら､オリンピックぐらいになんとか出られない

の｣ (太郎物語)

"onda, ako接続詞se vet bavi差現在形sportom, Ear ne bi mogao接続法nekako da ueestvuje蓋na

0 limp的di?"

｢ば｣

(565)番地は確かめていないが､谷間のような所にかたまった集落だから､実際にそ

んな家があれば､すぐわかるのである｡ (点と線)

Nisamproverio adresu,ali je to selo na mestu kao u dolini, i ako接続詞stvamo ima現在形takva

kuda, odmah ee喜je prepoznati未来形
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(2)従属節の条件が主節の事柄の原因･理由になる場合

｢と｣

(566) ｢もう､よろしい｡雪の中にいっまでも立っていると本当に病気になる｣ (痴

悼)

Dostaje. Ako接続詞u nedogled stoji喜現在形u snegu, zaista ee昌se razboleti未来形

｢たら｣

(567)手ちがいが事務室にあるのだったら､アルバイトの報酬はやはり､はらってくれ

るのだろうか｡ (死者の馨り)

Ako接続詞ima現在形gre蓋ke u kancelariji, da li demiuoがte platiti未来形za rad?

｢なら｣

(568)汐見があんなになった原因が藤木にあるのなら､藤木に部をやめてもらうなん

て言ってね｡ (草の花)

Ako接続詞je現在形razlog喜to je Shioml POStaO Onakav u Fujikiju, onda reci命令形Fujikiju da 6e oti6i

iz ovog odeljenJa.

｢ば｣

(569)ポケットがなければ金を入れるところもなくなる｡ (ブンとフン)

Ako接続詞nema喜現在形diep, nema喜現在形migde da stavi喜novac･

(4)主節で従属節の条件の実現に関する評価が表されている場合

｢と｣

(570) ｢お前はKの所で待っているのだ｡なるべく落ちついていないと見っともない

よ｣ (痴情)

"Ti eekaj kod K-a. Ako接続詞nisi昌to vほe smiren現在形, biee未来形sramota".

｢なら｣

(571)そうお前の腹が極まってるなら､それでいい｡ (手紙)

Ako接続詞si ti do蓋ao過綿do te taeke, dobro je現在形tako｡

｢ば｣

(572)溢れるほどに人が来るなんて思っていれば見当違いだ｡ (父)
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(5)主節で従属節の条件に関する結論が表されている場合

｢たら｣

(573) ｢だめだめ､ -とまわりしたら､またすぐモツコがやってくるんですか

ら･ i ･｣ (砂の女)

･Ne mo皇e喜, ako接続詞obide喜現在形, Opet ee dodi未来形Mokko odmah…"

｢なら｣

(574)ブンがほんとうに四次元の人間なら､われわれ三次元の人間にはとうてい太刀

打(たちう)ちはできません｡ (ブンとフン)

Ako接続詞je現在形Bunstvamo eovek eetvrte dimenzIJe, Onda mi ljudi treee dimenzIJe ne mO皇emo

現在形da mu pariramo･

｢ば｣

(275)しかし若し世の中-助けだされれば､私はまたもや悪事をかさねずにはいられ

ないであろう｡ (少年死刑囚)

Ali ako接続詞me pomognu現在形u svetu, verovatno neeu moei未来形a da ne ponovim zloeinc

(6)主節で従属節の条件が実現した場合の反応が表されている場合である0

｢なら｣

(576)大人たちは苛立ち､僕らは書記が黒人兵を連れて行くために来たのなら､崖の下

に倒れたまま見つけられず､餓死してくれたらよかったのにと思うのだった｡ (鍋

育)

odrasli su se iznervirali imislili da, ako接続詞smo dogli過去形da bi einovnik odveo vojnika Cmca,

ona bolje da gamisu na喜li kako le2i ispod stene i bolje daje umro過去形od gladi｡

4.3.3.3ポテンシャルな条件

(1)従属節の条件の実現が主節の事柄の前提になる場合

｢たら｣

(577) ｢うんと貰えたら､一番良い部屋に入院するといいね｡ ｣ (死者の馨り)

Ako接続詞bi ti odobrili接続汝, bil° bi接続綾Iepo da dobije昌najbolju sobu u bolnici.

｢なら｣
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(278)会って話を聞くつもりなら､これからつれて行ってあげようか｡ (エディプス

の恋人)

Ako接続詞bi hteo接続綾da se vidi喜i da euje差墓地ima da ka呈e, hoee差現在形daje povedem sada?

｢ば｣

(579)慈海の妻になれば､まず喰うに困るということはないだろう｡ (雁の寺)

Ako接続詞bih bila接続法Jikaijeva lena, ne bih imala接続法problema dajedem.

(2)従属節の条件が主節の事柄の原因L理由になる場合

｢と｣

(580)どうでしょう､もっと正直に話して戴けると助かるのですが｡ (冬の旅)

Ako接続詞bi ml lSPri6ala接続法iskrenije, pomogla bi接続蔭mi.

｢たら｣

(581)ここで降ろされでもしたら､早いところ他の車にでも拾われない限り､誰で

も死んでしまうだろう｡ (若き数学者のアメリカ)

Ako按脚bi bio izbaeen接続法ovde,umro bi接続法bilo ko, ukoliko ga neki drugi auto ne pokupi･

｢なら｣

(582)熱はあがったけれどぼくは先生はなんともないと思うなあ｡ああして寝ていら

しても､もし患いなら苦しむ筈だがなあ｡ ｣ともっぱら否定する｡ (父)

Mislim daje ueitelj dobro iako je imao temperaturu. Spava,ali, kad接続詞ne bi bio接続法dobro,

trebalo bi接続法da se muei'rekaoJe i neglraO iskljueivo.

｢ば｣

(583)他人はみんな証人だ｡それなのに､他人がいなければ､恥というものは生れて

来ない｡ (金閣寺)

Drugl Su Svisvedoci･ Uprkos tome, kad接続詞ne bi bilo接触drugih, ne bi se rodila接続法ni

sramota.
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｢たら｣

(584) ｢自信を回復したかったら腕を見るのよ｡ ｣ (花終わる闇)

"Ako接続詞bi Zeleo接続娃da povratig samopouzdanje, pogiedaj命令形ruke."



(4)主節で従属節の条件の実現に関する評価が表されている場合

｢たら｣

(585)時折､日曜､祭日と休みの続く時など､小学校時代を過した郷里の部落の土を

踏むことが出来たらどんなに素晴らしいだろうと思った｡ (あすなろ物語)

Mislila samkako bi bilo接続睦divno kad接続詞bih povremeno, nedeljom, praznikom i kad ne

radim mogla接触da kroeim zemljom svog sela u kome samprovela昌kolske dane.

｢ば｣

(586) ｢その辺のところは､川添さんに確かめればはっきりするでしょう｡ ｣ (都市

の遺言)

Kad接続詞bi to proverila接続綾sa Kavazoeom, verovatno bi se razlaSnilo接続法

4.3.3｡4非レアルな現在の条件

(1)従属節の条件の実現が主節の事柄の前提になる場合

｢たら｣

(587) ｢わたし､男だったら殴っちゃうんだけど｣ (あすなろ物語)

Da接続詞Sam現在形ja mu昌ko, udarila bih接続法ga.

｢なら｣

(588)ふだんならきっといい景色なんでしょうね｡ (エディプスの恋人)

Da接続詞je現在形kao obieno, slgumO je現在形lep peJZaZ.
■　　　　　ヽ′

(2)従属節の条件が主節の事柄の原因･理由になる場合

｢たら｣

(589)そうでなかったら､毎日がはなはだ不安なものになってしまう｡ (人民は弱し

官虜は強し)

Da接続詞mije現在形tako , svaki danbimibio接続法ispunJen brigom.

｢なら｣

(590) ｢第-元右衛門のかみさんが風邪をひいているなら其処に居るのだっていけな

い｡ ｣ (流行感冒)

Kao prv0, da接続詞je Motoemonova皇ena prehladena現在形, ne bi smela按縦tu da bude｡

｢ば｣
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(591)壁がなく､考え悩むことがなければ､人生はどんなに味気ない平凡なものとな

るだろう｡ (人民は弱し官使は強し)

Da nema zidova i da接続詞nema現在形neeeg oko eega lupa喜glavu, kako bi皇ivot bio接続法isprazan

idosadan.

4.3.3.5非レアルな過去の条件

(1)従属節の条件の実現が主節の事柄の前提になる場合

｢たら｣

(592)あれが無事に発表されていたら､今日までの私のどの作品にもまさる傑作であ

ったかもしれない｡ (結婚の生態)

Da接続詞je to bez problema bilo objavljeno過去形to bi mo豊da bilo接続法remek delo koje bi

nadma差ilo sva moja dela do danas.

｢なら｣

(593)もし自分に本当の事をいう習慣がついていたなら､悪びれず､彼等の犯罪を父

や母に訴えることができたのかも知れませんが｡ (人間失格)

Da接続詞Samimao過去形Obieaj da ka皇em istinu, mo皇da sammogao過去形mimo da ih tuZim zbog

zloeina ocu i maJCl.

｢ば｣

(594)加恵自身は風邪(かぜ)もひいた覚えがないほど丈夫だったから､家の中に痘△

がでたときでなければ医者の顔を見ることがない｡ (華岡青洲の妻)

Kae je bila toliko jaka da se nlJe Sedala kadje zadnji put bila prehladena, i ne bi videla接続法

lekara osim da接続詞se u kuei neko razboleo過去形

(2)従属節の条件が主節の事柄の原因･理由になる場合

｢たら｣

(595)わたしだって､それを聞いていたら殴りたくなるわよ｡ (あすなろ物語)
ヽ′

cak ija bih, da按脚Samto eula過去形, po皇elela接続法da ga udarim.

｢ば｣

(596)一つ間違えば､今頃は青山の土の下に仰向けになって寝ているところだったな

ど思う｡ (城の崎にて)
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Da接続詞SamSamo malo pogre喜io過去形, sad bih leぬo接続法pod zemljom na Aojami.

(5)主節で従属節の条件に関する結論が表されている場合

｢なら｣

(597)子供たちが育ってきたならば私は半白のにこやかな父になって若君しい娘や息

子たちを相手にテニスをやる｡ (結婚の生態)

Da接続詞Samodgajio過去形decu, ja bih postao veseli otac i igrao bih接続絵tenis sa svojlm

miadanim kderkama i sinovima.

｢ば｣

(598)最後に先生の居る席でなければ私と奥さんとは滅多に顔を合せなかったから｡

(こころ)

Da接続詞to nije bilo過去形zajedno sa Ueiteljem, Ja Se ne bih sreo接続法sa njegovom suprugom.

(6)主節で従属節の条件が実現した場合の反応が表されている場合である0

｢たら｣

(599)もし､スピーカーが､日本軍の攻撃がいかに正当であり､勇敢でかつ美しいもの

であったかを繰り返し説明したら､やはりそれに反発したであろう｡ (若き数学者のア

メリカ)

Da接続詞je spiker iznova objahjavao過去形koliko su napadi japanske vojske bili pravedni, hrabrii

lepi, ja bih se verovatno ipakusprotivio舵*

｢ば｣

(600)警察が先まわりしていれば､ 必ずなんらかの反応を示したはずである｡ (都市

の遺言)

Da接続詞su ga policaJCI Pretekli過去形, sigumo bi pokazao接続法neku reakciju.

4C3｡3｡6まとめ

従属節と主節の事柄的な関係と｢と･たら･なら･ば｣の使用率は次の表36.で表す

ことができる｡
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表36｡ ｢と･たら･なら･ば｣各形式ごとの従属節と主節の事柄的な関係の使用率

前提 侏H獣��yﾙu"�方法 儷ﾘ幵�結論 僵ﾘ吮�合計 

レ �,b�6/ 涛��� �2�� ��99/ 

ア ル �6.1% 涛�絣R��2��R��100% 

た 鉄B��108/ 澱��12/ 湯�� ��ヲ��

な 栄 �.r�28.6% 鉄r��R�3.2% 澱紕R�4.8% �100% 

な 塔r��30/ 湯�� �� ��#b��

莱 の �.r�69.1% �#2纈R�7.1% 劔100% 

ば 田2��234/ �#r��24/ ��R�� �3c2��

餐 件 �17.3% 田B紕R�7.4% 澱綯R�4.1% �100% 

レ �,b�3/ 澱�� �2�� ��12/ 

ア ル �25.0% 鉄���R��#R��R��100% 

た 鼎B��26/ �� ��R�� 塔R��

な 現 �.r�51.8% �3�綯R��17.7% �100% 

な ��#B��53/ ��9/ 鉄B��8/ �#C��

荏 の �.r�50.0% �#�紕R��2綯R�21.8% �2�"R�100% 

ば 鼎梯�52/ ��3/ ��"�� ���b��

条 件 �42.2% 鼎B繧R��"綯R�10.4% �100% 

ポ チ ン �,b� ���������R� �� ��18/ 100% 

た �#2��74/ �2��9/ �� ���梯�

シ ャ �.r�21.1% 田r纈R�2.8% 唐�3����100% 

な �#���21/ �� �� 鼎"��

ル な �.r�50.0% 鉄���R�劔100% 

ば �3���62/ 澱��9/ �� ���r��

負 件 �28.00/o 鉄r纈R�5.6% 唐紕R��100% 

非 レ �,b� �� �� �� 
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ア �+ﾒ�6/ 湯�� �� ��15/ 

ル な �.r�40.0% 田���R�劔100% 

な �#���9/ �� �� �3���

現 荏 の 条 悼 �.r�70.0% �3���R�劔100% 

ば �2��#R��R�9/ 75.0% �� �� ��"�����R�

非 レ ア �,b� �� �� �� 

た 湯��57/ �� ��3/ 田梯�

ル な �.r�13.0% 塔"綯R�剴B�2R�100% 

な ��18/ �� �2�� �3b��

過 去 �.r�鉄���R��8.3% �100% 

ば 澱��51/ �� �2��3/ 田2��

の 条 件 �9.50/o 塔�纈R��4.8% 釘繝���100% 

次は､各条件の種類と従属節と主節の事柄的な関係の種類の関連を表37.で示す｡

表37.従属節と主節の事柄的な関係ごとの｢と･たらLなら･ば｣各形式の使用率

前提 侏H獣��yﾙu"�方法 儷ﾘ幵�結論 僵ﾘ吮�

レア �,b�6/ 涛��� �2�� ��

ルな 未来 �2.9% ��偵RR�途縒R�

た 鉄B��108/ 澱��12/ 湯�� 

の条 件 �.r�25.7% �#2紕R�14.3% �3�繧R�37.5% 

な ら 塔r��C�紊���30/ 6.5% 湯��#�紕R� �� 

ば 田2��234/ �#r��24/ ��R�� 

30% 鉄�綯R�64.3% 田�絣R�62.5% 
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合計 777/ ��210/ 鼎c"��42/ �3梯�24/ ��

100% ����R�100% ����R�100% 

210/ 鼎c"��42/ �3梯�24/ ��

100% �27% 鉄偵RR�5ー4% 迭R�3.1% 

レア �,b�3/ 澱�� �2�� ��

ルな 現在 �1.4% 釘紕R��#�R�

た 鼎B��26/ �� ��R�� 

の条 件 �.r�20% ��坦��18.5% 

な ��#B��53/ ��9/ 鉄B��8/ 

ら 鉄b紕R�38.7% �60% 田b縒R�100% 

ば 鼎梯�52/ ��3/ ��"�� 

22.3% �3３��#�R�14.8% 

合計 461/ ��220/ ��3r�� ��R��81/ 唐��

100% ����R�����R�100% ����R�

220/ ��3r�� ��R��81/ 唐��

100% �47.7% �#偵rR��8�ｳ2R�17.6% ��縱���

ポテ ンシ ャル �,b� �������2R� �� ��

た �#2��74/ �2��9/ �� 

な条 件 �.r�31.1% 鼎"�2R�33.3% 鉄�R�

な ら �#���#ゅBR�21/ 12% �� �� 

ば �3���62/ 澱��9/ �� 

40.50/o �3R紕R�66.7% 鉄�R�

合計 274/ ��74/ ��sR��9/ ����ﾂ� ��

100% ����R�100% ����R�

74/ ��sR��9/ ���� ��

100% �27% 田2纈R�3.3% 澱緜���

非レ アル な現 在の �,b� �� �� ��

た ら 澱��#�R�9/ 33.3% �� �� 
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条件 �,��.r�21/ 70% 湯��32�2R� �� ��

ば �2����R�9/ 33.3% �� �� 

合計 57/ 100% ��30/ 100% �#r�����R� �� ��

30/ 52.6% �#r��Cr紕R� �� ��

非レ アル な過 �,b� �� �� ��

た 湯��57/ �� ��3/ 

去の 条件 �.r�30% 鼎R�"R�剴S�R�

な ら ��R��S���R�18/ 14.3% �� �2��S���R� 

ば 澱��51/ �� �2��3/ 

20% 鼎�絣R��50% 鉄�R�

合計 168/ ��30/ ��#b�� ��6/ 澱��

100% ����R��100% ����R�

30/ ��#b�� ��6/ 澱��

100% �17.9% 都RR��3.6% �2綯R�

4.4まとめ

本章では､日本語の条件形｢と･たら･なら･ば｣の仮定条件としての意味と用法

を探ってみた｡セルビア語に存在する条件の種類は日本語でどのような文法的な手段

で表されているかを見てきた｡その際に､パラメータは､従属節のモダリティ､主節

のモダリティ及び従属節と主節との事柄的な関係にした｡

このようなパラメータに基づいて､各条件の種類及び各条件形がどのような従属節

と主節との関係を最もよく表しているのか､どのような文が従属節と主節に最もよく

現れているのかを分析してきた｡そして各条件形がどんな条件の種類を最も表してい

るのかを見てきた｡

表38｡では､各条件の種類における｢と･たら･なら-ば｣の使用率を示す｡
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表38.各条件の種類における｢と･たら･なら･ば｣の使用率

と �+ﾘ.r�なら �,��合計 

レアルな未 涛蔦��"縱���189..,24.30/o ��#b粤��b�"R�363446670/o 都sr�

束の条件 鳴�ﾂ���l l V 鳴�ﾂ�b�I t V 

76.7% 鼎�縒R�26.2% 鉄B纈R�

レアルな現 ��"ﾓ�"緜���85->18.40/o �#CぴﾃS2繝���116-,25.20/o 鼎c��

在の条件 鳴�ﾂ���I I V 白���b�I l V 

9.3% ��ゅ2R�51.5% ��r絣R�

ポテンシャ ��ぴﾃb綯R�107->39.10/o 鼎"ﾓ��R�3���107..,39.1% �#sB�

ルな(未 鳴�b�l l V 鳴�ﾂ�b�l l V 

莱)の条件 ��B��R�23.0% 唐縒R�16.2% 

非レアルな ��粐ﾃ�������15-,26.30/o �3�ﾓ經"緜���12-,21.10/o 鉄r�

現在の条件 白�����l l V 鳴�b�t V 

0.00% �2�"R�6.2% ��繧R�

非レアルな ��ﾒﾃ�������69-,41.10/o �3bﾓ�#�紊���63+37.50/o ��c��

過去の条件 鳴�b�l l Y 鳴�ﾂ���I l V 

0.00% ��B繝���7.5% 湯絣R�

合計 ��#��465 鼎�"�661 ��

(1)条件の種類と従属節のモダリティの関係を調べた結果､次のようなことが分かっ

た:

･すべての条件の種類に最もよく現れる従属節は判断を表す文である　(レアル

な未来の条件の34.4%､レアルな現在の条件の62.0%､ポテンシャルな条件の

37.2% ､非レアルな現在の条件の59.6%､非レアルな過去の条件の63.1%) ｡

それぞれの条件の種類における判断文で最も使用される条件形は､次のようであ

る:

｡　レアルな未来の条件: ｢ば｣ (43.1%)

･レアルな現在の条件: ｢なら｣ (64.7)

･ポテンシャルな条件: ｢たら｣ (49.0%)

●　非レアルな現在の条件: ｢なら｣ (47.1%)

･非レアルな過去の条件: ｢ば｣ (46.2%)
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(2)条件の種類と主節のモダリティとの関係を調べた結果､次のようなことが分かっ

た:

●　非レアルな過去の条件を除くすべての条件の種類に最も多く使われた主節は平

叙文である(レアルな未来の条件の65.8%､レアルな現在の条件の43.2%､ポ

テンシャルな条件の43. 1%､非レアルな現在の条件の75｡4%) 0

｡非レアルな過去の条件の場合は､最も多かった主節は判断文であった

(51.8%) ｡その次は､平叙文であった(39.9%) ｡

それぞれの条件の種類における平叙文で最も使用された条件形は､次のようであ

る:

｡　レアルな未来の条件: ｢ば｣ (49.9%)

.　レアルな現在の条件: ｢なら｣ (50.6%)

●　ポテンシャルな条件: ｢ば｣ (39.0%) ､ ｢たら｣ (37｡3%)

.非レアルな現在の条件: ｢なら｣ (53.5%)

非レアルな過去の条件において最も多く使用された条件形は:

｡判断文の場合: ｢ば｣ (58.2%)

.平叙文の場合: ｢ば｣ (61.9%) ｡

(3)各条件の種類においての従属節と主節の事柄的な関係の分析によって､次のこと

が明らかになった:

｡　レアルな未来の条件､ポテンシャルな条件と非レアルな過去の条件の場合は､

最も多く見られた事柄的な関係は｢原因･理由｣関係であった　(レアルな未

来の条件の59.5%､ポテンシャルな条件の63｡9%､非レアルな過去の条件の

75.0%) ｡

●　レアルな現在の条件と非レアルな現在の条件の場合は､最も多く見られた関係

は｢前提｣であった　(レアルな現在の条件の47｡7%､非レアルな現在の条件

の52.6%) ｡非レアルな現在の条件の場合は､この次に｢原因･理由｣関係が

最も多く見られた(47.4%) ｡注目すべきなのは､この中で｢たら･なら･

ば｣が平等に使われていたことである(33.3%) ｡
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それぞれの条件の種類における｢原因･理由｣関係の意味で最も使用された条件形

は､次のようである:

･レアルな未来の条件: ｢ば｣ (50.6%)

●　ポテンシャルな条件: ｢たら｣ (42.3%) ､ ｢ば｣ (35.4%)

･非レアルな過去の条件: ｢たら｣ (45.2%) ､ ｢ば｣ (40.5%)

それぞれの条件の種類において｢前提｣の意味で最も使用された条件形は､次のよ

うである:

･レアルな現在の条件: ｢なら｣ (56.4%)

･非レアルな現在の条件: ｢なら｣ (70.0%)

用例の分析の結果､ ｢たら･なら･ば｣は､すべての条件の種類を表すことができ､

仮定性の広い範囲にわたって使用できる､柔軟な条件形であるのが判明した｡ ｢と｣

の場合は､非レアルな現在の条件と非レアルな過去の条件の用例は見つからなかった｡

｢と｣は､条件節と主節が自然な因果関係にあることを示すため､現実に起きなかっ

たこと､あるいは起きることのない事態を想像する非レアルな条件には使えないと言

えるだろう｡さらに､時間､原因･理由などの事実的な関係をよく表す｢と｣が非レ

アルな条件として使用されない理由は､この条件の仮定性格の弱さにあるのではない

かと思われる｡

レアルな未来の条件には｢ば｣が最も多く使われていた(46.7%) ｡レアルな現在

の条件には｢なら｣が最も多く使用されていた(53.8%) ｡ポテンシャルな条件には､

｢たら｣が最も多く使われ(39.1%) ､非レアルな現在の条件には｢なら｣が最も多

く使われていた(52｡6%) ｡非レアルな過去の条件には､ ｢たら｣が最も多く使用さ

れていた(41.1%) ｡

以上のことから､次のことが明らかになった｡

｢と｣は仮定性の弱いレアルな未来の条件を最も多く表している;レアルな現在の条

件とポテンシャルな条件としての例は少ない;仮定性の最も強い非レアルな条件には

使われていない｡

｢たら｣はレアルな未来の条件とより仮定性の強いポテンシャルな条件に最も多く使

われている｡

｢なら｣はレアルな現在の条件を表す傾向がある｡

154



｢ば｣はレアルな未来の条件､レアルな現在の条件､そして仮定性の最も強い非レア

ルな過去の条件に最も多く使われていた｡

以上のことから｢たら｣と｢ば｣の仮定性が最も強いと言えるだろう｡ ｢ば｣は一

番広く用いられたため､普遍的な条件形とも言えるだろう｡ ｢と｣の仮定条件として

の使用は非レアルな条件以外のものに制限されているのが分かった｡
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第5章

考察

5.1はじめに

本研究では､日本語とセルビア語の条件表現の対照分析において三つの研究課題を

設定し､本章ではその研究成果をまとめる｡ここでは各条件形の用法においての特徴

を今まで考察してきた観点から及びその他分析する際に気づいたことを取り上げて整

理しておく｡特に､各条件の種類における用法に関する傾向について整理しておくこ

とにする｡

まず､研究課題について再度確認しておく｡

研究課題は次の通り:

1. Corruie (1986)が定めた条件のパラメータは､セルビア語と日本語の条件構文

においてどのような役割をはたしているのか｡日本語の条件構文を考察するに

あたって､このようなパラメータは十分であるのか｡

2. ｢と･たら･なら･ば｣は､どの場合にどのような非条件的な意味を表してい

るのか｡時間文､原因･理由文との関係はどうなっているのか｡

3. ｢と･たら･なら･ば｣はどのような仮定的な意味を表すことができるのか｡

仮定的な用法における四形式の使用傾向と特徴を探る｡

5. 2日本語とセルビア語の条件表現の類型論観点からの対照

類型論の観点から日本語とセルビア語の条件表現を対照して判明したのは､ Comrie

(1986)が定めたパラメータはセルビア語の条件文に当てはまることが出来るが､日

本語の条件文にはあてはまらない部分が多い｡つまり､セルビア語の条件の種類を見

分けるために最も重要なパラメータである仮定の度合い､基準時､条件のマーカーは､

日本語では必ずしも文法化されているわけではないのが分かった｡このことを理由に､

日本語の条件形の使用を分析する際に､三つの新しいパラメータとして(1)従属節の

モダリティ､ (2)条件形の使用によく制限を与える条件構文の主節のモダリティと

(3)従属節と主節の事柄的な関係を導入し､分析を行った｡導入したそれぞれの新し

いパラメータに基づいて各条件の特徴について述べたいと思う｡
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5.2.1従属節のモダリティの観点から

研究の結果､日本語の仮定条件の従属節は主に話者か主体の条件の成立可能性に対

する判断が表されている文であった｡その中で最も使用される条件形は｢ば｣と｢た

ら｣である｡このような判断文はセルビア語でも同じ判断文に対応し､条件文の接続

詞ako+現在形､接続法か第二未来形, kad+接続法､ da+現在形が対応している｡

判断文は､やはり､仮定された事柄について事実としてではなく､不確実な出来事

や事態として述べているので､仮定条件に最も多く現れたのも当然のことである｡

その中で｢ば｣と｢たら｣が最も高い割合で使用されたのは､この二つの条件形に

ほかの条件形よりも仮定性が多く含まれていることを示しているのではないかと思わ

れる｡

5.2.2主節のモダリティの観点から

日本語の殆どすべての条件文で最も多く見られた主節の種類は､平叙文であった｡

ただし､非レアルな過去の条件において最も多かったのは､判断文であった｡使用率

の一番高かった条件形は｢ば｣と｢なら｣であった｡

ここで注目すべき点がある｡それはレアルな現在の条件の場合と非レアルな現在の

条件の場合は｢なら｣が一番よく使用されていたことであるo　その理由としては､レ

アルな現在の条件も非レアルな現在の条件も動作よりも状況を表しがちであるのが挙

げられる｡つまり､従属節には､ある動作が終わって､その結果として成り立った状

態が続いていることを示す現在形か過去形が使われているが､それは､日本語の場合､

条件表現の中で特殊な性格を持つ｢なら｣に対応していることが明らかになった｡言

い換えてみると､ ｢なら｣は相手や現実から貰った情報に基づいて仮定の事柄を差し

出しているので､それはセルビア語の従属節の現在形か過去形が表す状態に対応して

いることが分かった｡

｢ば｣は､仮定条件における使用の頻度が最も高くて､典型的な条件形であるとい

えるだろう｡

｢と･たら･ば｣の使用特徴についてまとめてみると､次のようなことが言える｡
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｡ ｢と｣は条件文の主節において､願望文､誘い掛け文､依頼文､命令文に用

いられない｡このような文のモーダルな性格から｢と｣の使用制限が生じる

からである｡

｡ ｢ば｣は､従来の研究では､従属節の述語が動作性だと文末が制限され､決

意文､誘い掛け文､依頼文などに使用できないが､状態性だと文末が制限さ

れないとされてきた｡本研究の結果として｢ば｣が条件文に用いられる場合

は､それほど制約が見られない｡決意文の場合は､従属節と主節の主体が異

なる文に動作性述語が多く使われており､誘い掛け文や依頼文､命令文など

の場合は､動作性述語が使われている｢たら｣の用例を｢ば｣に置き換えら

れるケースが多い｡したがって､従属節の述語が動作性である場合は､

｢ば｣の使用が不可能ではないが､傾向として｢たら｣の使用のほうが多い｡

｡ ｢なら｣では､平叙文と判断文においての使用がほかの文と比べて圧倒的に

多い｡このことは､ ｢なら｣の性質について物語っているといえる｡つまり､

｢なら｣はある情報を材料にし､仮定を立てているので､ある経験や知識に

基づく推測を述べる平叙文､またはその経験や知識に基づいた推測に対する

判断を述べる判断文の中に最も使われやすいのである｡

5.2L3従属節と主節の事柄的な観点から

従属節と主節の事柄的な関係を分析した結果､レアルな未来の条件､ポテンシャル

な条件と非レアルな過去の条件において最も多く見られた関係は｢原因･理由｣であ

った｡ここで最も使用率の高かった条件形は｢たら｣と｢ば｣であった｡

このことは､ ｢たら｣と｢ば｣の条件においての普遍的な性格を裏付けていると主

張できる｡つまり､条件文と原因･理由文の関連が従来の研究でも認められており､

日本語研究者の中には仮定的な因果関係は条件文で､事実的な因果関係は原因･理由

文であるという主張を共有する者もいる(1｡ 1｡2を参点) ｡しかし､ここでこれらの

条件形のもう一つの特徴に注目したい｡ ｢たら｣は既定の事柄､そして一般的な事柄

でも原因･理由を表すことが出来る｡一方､ ｢ば｣は既定の事柄における原因･理由

としての使用は見られないが､一般的な事柄には､原因･理由を表すことが出来る｡

つまり､これらの条件形は､ Realis領域の因果関係も､ Irrealis領域の因果関係も表

すことが出来るので､因果関係の意味合いが強いとも言える｡
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レアルな現在の条件と非レアルな現在の条件の場合は､従属節と主節との事柄的な

関係は主に｢前提｣であった｡この場合最も多く使われた条件形は｢なら｣であった｡

これもやはり｢なら｣の性質をよく表している｡相手や現実から貰った情報は､条件

として差し出され､主節の事態の前提になっているのが｢なら｣文の特徴である｡

5.2.4.日本語とセルビア語の共通点と相違点

ここで以上分析してきた条件文におけるセルビア語と日本語との共通点をまとめてみ

よう:

｡節の順番:条件節が主節に先行する

●　｢と｣にはセルビア語のレアルな条件(未来･現在を含む)とポテンシャルな条件と

しての意味と用法が見られる

. ｢たら･なら･ば｣にはセルビア語の条件のすべての種類としての意味と用法が見

られる

異なる点もまとめてみよう:

｡節の順番:セルビア語の場合は､主節が条件節の前に来ることも可能である

.条件のマーカー:セルビア語では条件のマーカーは接続詞と主節のテンスである｡

日本語の場合は､ ｢と･たら･なら･ば｣は条件のマーカーだけではなく､非条件

的な事柄のマーカーとしての機能も見られる｡どの場合に条件のマーカーで､どの

場合に非条件的な事柄を表しているかは整理されていない｡条件のマーカーとして

｢もし｣､非レアルな過去の条件の主節の過去形､主節においての判断文の｢だろ

う･はず｣などが挙げられる｡

｡仮定の度合い:セルビア語の場合は仮定の度合いは明確に文法化されているし､条

件の接続詞およびテンスの選択に関する重要なパラメータである｡日本語の場合は

仮定の度合いが明確に文法化されていない｡

｡　基準時:セルビア語の場合は､基準時は条件節にも主節に条件ごとに定められて

いる｡日本語の場合は､基準時は主節によって表されているし､未来形と現在形の

区別がつかない場合が多い｡

｡従属節のモダリティ:セルビア語の場合は､条件の接続詞の使用に関するパラメー

タになっていない｡日本語の場合は､ ｢と･たら･なら･ば｣の使用に影響を与え
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るパラメータである｡

｡主節のモダリティ:セルビア語の場合は､条件の接続詞の使用に関するパラメータ

になっていない｡日本語の場合は､ ｢と･たら･なら･ば｣の使用制限にかかわっ

てくるので､重要なパラメータになっている｡

｡条件節と主節との事柄的な関係:セルビア語の場合は､条件の接続詞の使用に関す

るパラメータになっていない｡日本語の場合は､条件節と主節との事柄的な関係は

｢と･たら･なら･ば｣の使用に影響を与える重要なパラメータである｡

｡条件の種類:セルビア語の場合はレアルな未来の条件､レアルな現在の条件､ポテ

ンシャルな条件､非レアルな現在の条件と非レアルな過去の条件が文法化されてい

る｡日本語では､主節のテンスによって明確に文法化されているのはレアルな未来

の条件と非レアルな過去の条件のみである｡

以上のような分析によって､研究課題1が解明できたのではないかと考える｡

5. 3仮定性の観点からの対照分析

仮定性を基準にし､日本語の｢と･ば･たら･なら｣が持っ非条件的な意味と用法

の問題を取り上げ､研究課題2についての分析を行った｡

5t3七1非条件的な意味

研究の結果として判明したことをまとめておく｡

｢と･たら･なら･ば｣が表す既定の事柄､予定的な事柄と一般的な事柄は､従来

の研究では主に｢条件｣として扱われてきた｡本研究では､このような事柄を｢と･

たら･なら･ば｣の非条件的な意味･用法として整理した｡

｢と｣は主に既定の事柄と一般的な事柄によく用いられている｡予定的な事柄に用

いられる場合は､主節のモダリティとの関係からの制約がある｡

｢ば｣は既定の事柄としての例は比較的少ない｡ ｢見る､思う､考える｣のような

限られた動詞の場合にしか殆ど用いられないということである｡予定的な事柄と一般

的な事柄に用いられる場合は､制約がある｡

｢たら｣は､ ｢と･ば｣に比べて予定的な事柄にはよく用いられる｡
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｢なら｣は､ .全般的に原因･理由の意味で用いられるが､過去形の｢たなら｣は､

予定的な事柄には用いられない｡

5.3.1.1時間を表す文の性質から

既定の事柄におけるAnterior , Simultaneous, Posterior時間的関係の種類には､ ｢と｣

が最も多く対応していた｡

予定的な事柄においては､セルビア語のPosterior関係に最も対応している形式は､

｢たら｣であるが､ ｢ば｣ ､特に｢と｣も高い割合で使用されていた｡つまり､仮定

的な意味領域に接近する事柄を表すには､ ｢と･たら･ば｣のどの条件形も高い使用

率で用いられる｡

一般的な事柄の場合は､セルビア語のPosterior時間文に最もよく対応するのは

｢と｣であるが､ simultaneous時間文でも､ ｢と｣以外の形式は対応しないことが明ら

かになった｡ General時間文についても､最も対応しているのは｢と｣であり､その次

が｢ば｣である｡

｢なら｣には､時間的な意味よりも原因･理由の意味を表す傾向が見られた｡ ｢な

ら｣の唯一の時間的な用法は､一般的なGeneral関係であった｡つまり､規則的に行わ

れる､因果関係に最も近い時間文においての使用である｡

以上のべたことから､ ｢と｣は時間性が最も強い条件形であることが判明した｡そ

の次は､ ｢たら｣にも時間性の面が目立っていることが分かった｡ ｢なら｣は時間性

が欠けていることが特徴的である｡

5q3.1.2原因L理由を表す文の性質から

既定の事柄の原因･理由文の場合も最も多く用いられたのは､ ｢と｣であるが､

｢たら｣も高い割合で使われていた｡

一般的な事柄の原因･理由文の場合も､ ｢と｣の使用率が最も高く､ ｢ば｣がその

次に多く使用されていたが､二つの条件形の間の差は大きい｡

｢なら｣は､従属節の事態が真であると仮定し､主節において話者の判断や意見が

述べられているという文のパターンが特徴的であるので､既定の事柄､予定的な事柄､

一般的な事柄においても主に原因･理由の意味で使われていた｡
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5L4仮定的な意味と用法の対照分析

研究課題3を解明するためには､ ｢と･たら･なら･ば｣はどのような仮定的な意

味を表すことができるのか､仮定的な用法における四形式の使用傾向と特徴を探って

みた｡

次のことが判明した｡

｢と｣は仮定的な事柄に用いられる場合､主に主節のモダリティとの関係からの制約

がある｡反現実の条件には用いられない｡

｢ば｣は仮定的な事柄に用いられる場合は､主節のモダリティ関係からの制約がある｡

｢たら｣は､ ｢と･ば｣に比べて仮定的な事柄によく用いられている｡

｢なら｣は､レアルな現在の条件と非レアルな現在の条件に最も多く用いられている｡

5.4. 1レアルな条件と日本語の条件形の使用傾向

レアルな未来の条件の例は､ 777あった中で最も多く使用された条件形は｢ば｣であ

った(46.7%) ｡その次は､ ｢たら｣であった(24.3%) 0 ｢ば｣が最も使用された

のは､この条件形の仮定的性格の証拠でもある｡

セルビア語のレアルな未来の条件とレアルな現在の条件の違いは主節のテンスで表

されている｡しかし､日本語では､未来形は明確に表されていないため主節で使用さ

れている時制形式か時間副詞､あるいは文脈によって条件の種類が区別できる｡

レアルな現在の条件の例は､ 471ある中で最も多く使用された条件形は､ ｢なら｣で

あった(53.8%) ｡

つまり､セルビア語のレアルな条件を日本語で表す時はいずれの条件形｢と･た

ら･なら･ば｣も使用できる｡傾向として､レアルな未来の条件には｢ば･たら｣ ､

レアルな現在の条件には｢なら｣が使用される｡

5.4. 2ポテンシャルな条件と日本語の条件形の使用方法

ポテンシャルな条件はセルビア語では文法化されているが､レアルな未来の条件と

の差はそれほど大きくはない｡レアルな未来の条件もポテンシャルな条件も未来の仮
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定を表しているが､ポテンシャルな条件の特徴は､従属節と主節で接続法が使用され

ることである｡

日本語の場合は､未来を指す条件はすべて同じ言語的手段で表されている｡つまり､

未来形と接続法の違いがないので､レアルな条件とポテンシャルな条件の仮定の度合

いの差もはっきり出てこない｡このことから､多くの用例はレアルな条件としてもポ

テンシャルな条件としても捉えることが出来る｡

ポテンシャルな条件の例は､ 274あった｡その中で最も多く使用された条件形は､

｢たら｣と｢ば｣であった(39.1%ずつ) ｡レアルな未来の条件とほぼ同じ結果であ

るが､ポテンシャルな条件の場合は｢たら｣の使用がレアルな未来の条件よりも目立

っている｡

5.4. 3非レアルな条件と日本語の条件形の使用傾向

非レアルな条件において特徴的なのは､ ｢と｣が使用できないことである｡ ｢と｣

に､仮定的性格の最も強い非レアルな条件としての使用が見られないことは､この条

件形の仮定性に制限があることを意味している｡ ｢と｣は時間性が最も強いと同時に､

仮定性が最も弱い条件形になっている｡

非レアルな現在の条件の例は57見つかった｡その内最も多く用いられた条件形は､

｢なら｣であった(52.6%) ｡

非レアルな過去の条件の例は168あったが､その内最も多く使用されたのは､ ｢た

ら｣ (41.1%)で､その次は｢ば｣ (37.5%)であった｡　非レアルな過去の条件の

マーカーは主節の述語の過去形である｡

非レアルな条件に属する文の内､過去の仮定を表すときに､従属節の述語として

｢していれば｣ ､ ｢していたら｣の形､つまり継続相が用いられる傾向があるが､この

｢していれば｣ ､ ｢していたら｣のアスペクト的な意味は､完成相に相当するアスペ

クト的な意味を持っているのである｡つまり､本来の継続相のアスペクト的な意味を

表すために用いられているのではなく､過去の意味をはっきり表すために用いられて

いるのである｡したがって､非レアルな過去の条件の場合､従属句節に用いられる｢し

ていれば｣､ ｢していたら｣は､ ｢すれば｣ ､ ｢したら｣と同様､完成相のアスペクト

的な意味を持つテンス形式としてみるべきである｡
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ここでの動詞の継続相の役目はそのアスペクト的な意味を表すことよりも､過去の

意味を強調するために用いられているのである｡アスペクト的な意味は主節の述語が

表すのである｡

ここでもうーっ､ ｢たなら｣のテンポラリティーについて触れておく｡

｢たなら｣は､テンポラルセンターが発話時である場合と未来に有る場合とがある｡

テンポラルセンターが発話時である場合は､テンス的意味は過去を表しており､これ

に当たるものとしては､実現性のある事柄を前提にしている事柄を表すことのあるレ

アルな現在の条件､過去になかった事柄を表す非レアルな過去の条件が挙げられる｡

つまり､過去の未知の事柄が条件としてさしだされている中で､話し手の期待や話し

手の成立可能性に対する判断が反映している｡

また､テンポラルセンターが未来にある場合は､テンス的意味は過去ではなく､主

節より前､という相対的テンスの意味を持っており､これに当たるものとしては､レ

アルな未来の条件､ポテンシャルな条件､その中で特に話し手の期待や話し手の成立

可能性に対する判断が反映しているものがある｡

5.5まとめ

以上､すべての研究課題の考察の結果として､従属節のモダリティ､主節のモダリ

ティと従属節と主節の事柄的な関係の要素を考慮し､各条件の種類における｢と･た

ら･なら･ば｣の使用傾向を提示したいと思う｡

表39.各条件の種類における｢とLたらLならLぱ｣の使用傾向

条件の種類 偖ﾙ����,ﾈ8(5�8ｨ6X4"�主節のモダリティ 偖ﾙ����,h益��,ﾈ駟[��4�,渥hﾅr�条件形 

レアルな未来の ��飫ｹ&i[b�1.平叙文 ��靈H獣騫ﾒ�1.ば 

条件 �"�:ﾘ*ｸ*�*��2.判断文 冰"�2.たら 

文 �2駝ﾙ}�b�2.前提 �2�,�.r�

3.決意文 釘霾�9[b�3.方法 釘�,b�

4.願望文 迭闌ｹxｩ[b�b襍颯�b�r駭(*(*�*��[b�りｮ影ﾙ[b�4.評価 5.結論 
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9.誘いかけ 文 �� 

レアルな現在の条 ��飫ｹ&i[b�1○平叙文 ��靈H獣騫ﾒ�1.なら 

件 �"�:ﾘ*ｸ*�*��2.判断文 冰"�2.ば 

文 �2駝ﾙ}�b�2.前提 �2�+ﾘ.r�

3.願望文 釘駭(*(*�*��3.評価 釘�,b�

4.決意文 兌b�R襍颯�b�b霾�9[b�r闌ｹxｩ[b�りｮ影ﾙ[b�帝uX*(*�*��[b�4.結論 

ポテンシャルな条 ��飫ｹ&i[b�1.平叙文 ��靈H獣騫ﾒ�1.たら.ば6 

件 �"隶影ﾙ[b�2.判断文 冰"�2.なら 

3.決意文 �2襍颯�b�2.前提 �2�,b�

4.働きかけ 釘駭(*(*�*��3.評価 

文 兌b�R隶影ﾙ[b�b霾�9[b�r騏X*(*�*��[b�4.方法 

非レアルな現在の ��飫ｹ&i[b�1.平叙文 �����/��1.なら 

条件 �"隶影ﾙ[b�2.判断文 �"靈H獣騫ﾒ�2.たら 

3.決意文 剽R �2�,��

非レアルな過去の ��飫ｹ&i[b�1.判断文 ��靈H獣�.r�1.たら 

条件 �"隶影ﾙ[b�2.平叙文 冰"�2.ば 

3.決意文 �2襍颯�b�B霾�9[b�R駭(*(*�*��[b�2.前提 3.結論.皮 応7 �2�,�.r�

6同じ割合で使用されていたことの意味

7同じ割合で使用されていたことの意味
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6.1本研究のまとめ

本研究では､日本語の条件表現が持つさまざまな意味をセルビア語の条件構文との対

照を通じて分析してきた｡大きく､非条件的な意味と仮定的な意味に分類し､それぞ

れのカテゴリーにおける｢と･たら･なら･ば｣の使用傾向と特徴を見てきた｡本研

究から得られた知見を以下の三つの研究課題に沿って述べる｡

研究課題1 : Comrie (1986)が定めた条件のパラメータは､セルビア語と日本語の条

件構文においてどのような役割をはたしているのか｡日本語の条件構文を考察するに

あたって､このようなパラメータは十分であるのか.

本研究にとって､仮定の度合いをEPJb的なパラメータとして採用した｡つまり､仮

定性のない文を条件文としてではなく､非条件的な意味を表す時間文や原因･理由文

として扱った｡

comrie (1986)が定めたパラメータの中にある仮定の度合い､基準時､条件のマー

カーは､日本語では必ずしも文法化されているわけではないことが判明した｡このこ

とを理由に､日本語の条件形の使用を分析する際に､三つの新しいパラメータを付け

加えた｡それは､ (1)従属節のモダリティ､ (2)条件形の使用によく制限を与える

条件構文の主節のモダリティと(3)従属節と主節の事柄的な関係である｡こうするこ

とによって､日本語の条件構文を総括的に考察することが出来､ ｢と･たら･なら･

ば｣の意味と用法を文末のモダリティあるいは条件の事柄からのみならず､ ｢構文｣

レベルから分析することが出来た｡

研究課題2: ｢と｡たら･なら･ば｣は､どの場合にどのような非条件的な意味を表

しているのか｡時間文､原因･理由文との関係はどうなっているのか｡

研究の結果､既定の事柄､予定的な事柄､そして一般的に行われる事柄を表す

｢と･たら･ば｣は､セルビア語の時間文か原因･理由文､または､時間的な副詞節

に対応していることが分かった｡さらに､ ｢と･たら･ば｣の時間を表す文の中では､

従属節と主節の事柄が実現される時制の観点から､その意味には次のような種類が見

られる｡ (1)主節の動作が従属節の動作の前に実現するAnterior関係､ (2)従属節の動
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作が実現した後､あるいは､実現し始めた後に主節の動作が実現するPosterior関係､

(3)両節の動作が同時に実現するSimultaneous関係､ (4)主節の動作と従属節の動作が規

則的に一緒に行われているGeneral関係の四種類である｡Anterior関係は､既定の事柄

を表す文にしか見られず､予定的な事柄にはPosterior関係となる｡またGeneral関係は

一般的な事柄を表す文の特徴である｡予定的な事柄の場合､ ｢と･たら･ば｣には､

時間的な副詞節の働きが見られる｡

既定の事柄における時間的関係の種類には､ ｢と｣が最も多く対応していることが

判明した｡原因･理由文の場合も最も多く用いられたのは､ ｢と｣であるが､ ｢た

ら｣も高い割合で使われていた｡

予定的な事柄においては､セルビア語のPosterior関係に最も対応している形式は､

｢たら｣であるが､ ｢ば｣も｢と｣もよく使用されていた｡つまり､仮定的な意味領

域に接近する事柄を表すには､ ｢と･たら･ば｣どの条件形も高い使用率で用いられ

る｡

一般的な事柄の場合は､セルビア語のPosterior時間文に最もよく対応するのは

｢と｣であるが､ simultaneous時間文でも､ ｢と｣以外の形式は対応しないことが明ら

かになった｡ General時間文についても､最も対応しているのは｢と｣であり､その次

が｢ば｣である｡原因･理由文の場合も､ ｢と｣の使用率が最も高く､ ｢ば｣がその

次に多く使用されていた｡

｢なら｣には､時間的な意味よりも原因･理由の意味を表す傾向が見られた｡

研究課題3: ｢と･たら･なら･ば｣はどのような仮定的な意味を表すことができる

のか｡仮定的な用法における四形式の使用傾向と特徴を探ってみる｡

仮定的な意味としての条件表現は､セルビア語のレアルな条件､ポテンシャルな条

件と非レアルな条件と対照してきた｡パラメータとして､従属節のモダリティ､主節

のモダリティと従属節と主節の事柄的な観点から考察してきた｡

レアルな未来の条件の場合は､最も多く使用された条件形は｢ば｣であった

(46.7%) ｡その次は､ ｢たら｣であった(24｡3%) 0

レアルな現在の条件の場合は､最も多く使用された条件形は､ ｢なら｣であった

(53.8%) ｡

つまり､セルビア語のレアルな現在の条件を日本語で表す時はいずれの条件形

｢と･たら･なら｡ば｣も使用できる｡傾向として､レアルな未来の条件には｢ば･

たら｣ ､レアルな現在の条件には｢なら｣が使用される｡

167



ポテンシャルな条件の場合は､最も多く使用された条件形は､ ｢たら｣と｢ば｣で

あった(39.1%ずつ) ｡レアルな未来の条件とほぼ同じ結果であるが､ポテンシャル

な条件の場合はレアルな未来の条件よりも｢たら｣の使用が目立っている｡

非レアルな条件において特徴的なのは､ ｢と｣が使用できないことである｡

非レアルな現在の条件として最も多く用いられた条件形は､ ｢なら｣であった

(52.6%) 0

非レアルな過去の条件として最も多く使用されたのは､ ｢たら｣ (41.1%)で､そ

の次は｢ば｣ (37.5%)であった｡　非レアルな過去の条件のマーカーは主節の述語

の過去形である｡

つまり､日本語の｢と･たら･なら･ば｣は現実との関係から､また条件の実現性

の観点からは､いずれの条件の種類にも使用することが出来る｡このような対照分析

によって､ ｢と･たら･なら･ば｣の使用上､明確な規則に整理することが出来なく

ても､各条件の種類においての使用傾向を明らかにすることができた｡

6. 2研究史的意義

本研究の研究史的意義として3つの意義が挙げられる｡

1.日本語の条件表現の研究はたくさんあるが､セルビア語母語学習者の立場を考

えてその意味と用法を分析したの牲始めてである｡スラブ語族に属するセルビア語と

の対照を通じて､仮定性は日本語の条件表現においてどんな役割を果たしているのか

が新たな角度から明らかになった｡その上､学習者を最も悩ませている｢と･たら･

なら･ば｣の非条件的な意味と仮定的な意味との区別が時間文及び原因･理由文観点

からの分析の結果､より明らかになったのではないかと考える｡

2.本研究では､ ｢と･たら･なら･ば｣の非条件的な意味と仮定的な意味をセル

ビア語との対照を通じて分析した｡このような分析によって日本語の代表的な四つの

条件形の使用を､仮定性ゼロの事柄から仮定性マキシマムの事柄まで､多角的に明ら

かにすることが出来た｡さらに､それぞれの条件形が時間性､因果性､仮定性という

要素をどれだけ含んでいるかに焦点を当て､その性格と特徴をより明らかにすること

が出来た｡

3.本研究によって得られた知見は､日本語の条件表現の教育法に生かされることが

期待される｡明らかにされた日本語とセルビア語の共通点と相違点を日本語の条件表
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現の教授法や教育において活用できると考えられる｡日本語の教師は､このような対

照研究に基づいて日本語とセルビア語の条件表現の共通点と相違点についてより具体

的に､そしてより正確に説明する必要がある｡その際､非条件的な意味においても､

仮定的な意味においても日本語とセルビア語を対照させながら日本語の条件表現をよ

り明確に､分かりやすく教えることが出来る｡日本語学習者が日本語を習得する際､

本研究で明らかになったような日本語とセルビア語の間に見られる違いを指摘するこ

とが日本語の条件表現の習得を促進する上で重要ではないかと思われる｡

6.3今後の課題

本研究では､日本語と条件表現の｢と･たら･なら･ば｣とセルビア語の時間文､

原因理由文､そして条件文と対象し､その共通点と相違点を明らかにした｡今後残さ

れた課題としていくつかの問題が挙げられる｡

まずは､日本語の条件のマーカーの整理､使用頻度､そして各条件形相互の関連を

分析することである｡このような研究も日本語の条件構文の学習プロセスにとって重

要であると考えている｡

そのほかに､セルビア語以外のスラブ語系のさまざまな言語と日本語との対照を行

うことである｡そうすることによって､非条件的な意味と条件的な意味のより幅広い

対照研究が出来､スラブ語族言語話者の学習者にとって日本語習得の重要な手がかり

が見出されることになろう｡日本語はセルビアだけではなく､バルカン半島､そして

南東ヨーロッパの国々で人気が増しているので､より密な対照研究を行うことの必要

性も存在しているだけではなく､日本語の条件表現の研究の上でも新たな視点を提供

できるだろう｡
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巻末資料

セルビア語動詞の変化

セルビア語の動詞は､人称､時制と叙法によって変化する｡

さらに､数(単数･複数)と性(男性､女性､中性)の二つのカテゴリーによって語尾が変化する｡

動詞の形は､不定形語幹と現在形語幹によって違う｡この二つの語幹に語尾を付けることによって､

さまざまな形態ができる｡その中には､人称形と非人称形がある｡人称形には､現在形､過去形､未

来形､未完了過去､アオリスト､過去完了､第二未来形､命令形､接続法がある｡不人称形には､不

定形､現在分詞､過去分詞､受動分詞と完了分詞がある｡

又､セルビア語には単純時制と複合時制がある｡

単純時制は､現在形語幹か不定形語幹に時制､もしくは叙法及び人称を示す語尾をつけることによ

って作られる｡単純時制には､ (現在形語幹から出来る)現在形､命令形､未完了過去､現在分詞､

受動分詞と(不定形語幹から出来る)不定形､アオリスト､完了分詞､過去分詞がある｡

複合時制は､助動詞と完了分詞か不定形で作られる｡複合時制には､過去形､過去完了､未来形､

第二未来形､接続法が属するのである｡

不定形と現在形の語幹の種類によって､動詞には､大きく分けて､ 7つのグループがある｡ただし､

不規則変化をもつ動詞もある｡

ここでは､規則変化動詞の各グループの例を挙げておく(Stanojeie, Popovie, Micii (1989)に基づ

く) ｡

1.規則変化動詞

1.1第-グループ

このグループに属する動詞は､現在形語幹が-eで終わり,不定形語幹が子音で終わる動詞である

(例:仕eseJtres-) o

不定形:tresti　(振る)

現在形

肯定 

単数 兒��B�

一人称 宥&W6Vﾒ�Tresemo 

二人称 宥&W6Xｮﾂ�Tresete 

三人称 俶FW6R�Tresu 

肯定 

単数 兒��B�

-^* ��Tresimo 

二人称 宥&W6��Tresite 
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三人称 匁Vｶ�G&W6R�nekatresu 

アオリスト

肯定 

単数 兒��B�

一人称 俶FW6��Tresosmo 

二人称 宥&W6R�Tresoste 

三人称 宥&W6R�Treso蓋e 

未完了過去

肯定 

単数 兒��B�

一人称 悠��6岬�どG&W6���仕esijasmo, tresasmo 

二人称 宥&W6岬�･vRﾇG&W6�･vR�tresijaste,tresaste 

三人称 宥&W6岬�ｮﾆRﾇG&W6�･vR�tresijahu,tresahu 

現在分詞: tresuei

過去分詞: tresav喜i, tresav

受動分詞:

単数-tresen (男性) , tresena (女性) , treseno (中性)

複数　-treseni,　　　&esene,　　　tresena

完了分詞:

単数-b･esao (男性) , tresla (女性) , treslo (中性)

複数　-tresli,　　　tresle,　　　tresla

1.2第ニゲル-プ

第二グループに属する動詞は､現在形語幹がeで終わり､不定形語幹がaで終わる動詞である(例:

pi蓋eJpisa-) o

不定形:pisati (書く)

現在形

肯定 

単数 兒��B�

一人称 ��丼vVﾒ�Pi喜emo 

二人称 ��舒ﾆXｮ"�Pigete 

三人称 ��舒ﾆR�Pi蓋u 
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命令形

肯定 

単数 兒��B�

一人称 ��Pi蓋imo 

二人称 ��丼v��Fi喜ite 

三人称 匁Vｶ��丼vR�nekapi菖u 

アオリスト

肯定 

単数 兒��B�

一人称 ���6���Pisasmo 

二人称 ���6��Pisaste 

三人称 ���6��Pisa喜e 

未完了過去

肯定 

単数 兒��B�

一人称 ���6�ﾃ��Pisasmo 

二人称 ���6�ｮﾆR�Pisaste 

三人称 ���6�･vR�Pis血 

現在分詞: pi喜uei

過去分詞: pisav喜i, pisav

受動分詞:

単数-pisan(男性) , pisana (女性) , pisano (中性)

複数　-pisani,　　pISane,　　　PISana

完了分詞:

単数-pisao (男性) , pisala (女性) , pisalo (中性)

複&　-pisali,　　pisale,　　　pisala

1｡3第三グル-プ

第三グループに属する動詞は､現在形語幹が-neで終わり､不定形語幹が-nuで終わる動詞である

(例: brine-化rinu-) 0

不定形:brinuti　(心配する)
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現在形

肯定 

単数 兒��B�

一人称 �'&匁Vﾒ�Brinemo 

二人称 �'&匁X･r�brinete 

三人称 �'&匁R�br血 

肯定 

単数 兒��B�

一人称 ��brinimo 

二人称 �'&冶甁�brinite 

三人称 匁Vｶ�'&匁R�nekabrinu 

アオリスト

肯定 

単数 兒��B�

一人称 �'&木ﾈﾂ�brinusmo 

二人称 �'&也R�br血ste 

三人称 �'(ﾈﾂ�brinu蓋e 

未完了過去

肯定 

単数 兒��B�

一人称 �'&匁ｦ���brinjasmo 

二人称 �'&匁ｦ�･vR�brinjaste 

三人称 �'&匁ｦ�･vR�brinjahu 

現在分詞: brinuei

過去分詞: brinuv蓋i, brinuv

受動分詞:

単数-brinut (男性) , brinuta (女性) , brinuto (中性)

複数　-brinuti,　　brinute,　　　brinuta

完了分詞:

単数-brinuo (男性) , brinula (女性)タ　brinulo (中性)

複数　-brinuli,　　brinule,　　　brinula
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1｡4第四グループ

第四グループに属する動詞は､二種類ある｡一つは､現在形語幹がTjeで終わり､不定形語幹に語尾

がない動詞である｡二つ目の種類は､現在形語幹が-づeで終わり､不定形語幹がaで終わる動詞である

(例: eujeイeu-; kuje一瓜ova-) 0

1｡ 4.1第一種類

不定形:euti　(聞く)

現在形

肯定 

単数 兒��B�

一人称 �7VｦVﾒ�Cujemo 

二人称 �7VｦX･r�Cujete 

三人称 �7VｦR�Ctか 

肯定 

単数 兒��B�

一人称 ��Cujmo 

二人称 妨V｢�eujte 

三人称 匁Vｶ�WVｦR�nekaeuju 

アオリスト

肯定 

単数 兒��B�

一人称 �7V"�Cusmo 

二人称 妨R�euste 

三人称 妨R�Cu営e 

未完了過去

肯定 

単数 兒��B�

一人称 �7Vｦ���Clかsmo 

二人称 �7Vｦ�ｮﾆR�Cujaste 

三人称 �7Vｦ�･vR�Cujahu 

現在分詞: eujuei
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過去分詞: euv菖i, euv

受動分詞:

単数-euven (男性) , euvena (女性) , euveno (中性)

複数　- euveni,　　euvene,　　　euvena

完了分詞:

単数-euo (男性) , eula (女性) , eulo (中性)

複数　-euli,　　eule,　　　eula

1. 4.2第二種類

不定形:kovati　(溶接する)

現在形

肯定 

単数 兒��B�

一人称 塙VｦVﾒ�Kujemo 

二人称 塙VｦX･r�Kujete 

三人称 塙VｦR�Kuju 

肯定 

単数 兒��B�

一人称 ��Kujmo 

二人称 塙V｢�Kujte 

三人称 匁Vｶ�ｷVｦR�nekakuju 

アオリスト

肯定 

単数 兒��B�

一人称 噺�ﾈﾂ�KoVasmo 

二人称 噺���KoVaste 

三人称 噺���Kova喜e 
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未完了過去

肯定 

単数 兒��B�

一人称 噺����Kovasmo 

二人称 噺��･vR�KoVaste 

三人称 噺��･vR�Kovahu 

現在分詞: kujuei

過去分詞: kovav喜i, kovav

受動分詞:

単数-kovan(男性) , kovana (女性) , kovano (中性)

複数　-kovani,　　kovane,　　kovana

完了分詞:

単数-kovao (男性) ,kovala (女性) ,kovalo (中性)

複数　-kovali,　　kovale,　　　kovala

1.5第五グループ

第五グループに属する動詞は､現在形語幹が長い8aか長いeで終わり､不定形語幹が短いaか短いeで

終わる動詞である(例:peva-) 0

不定形: pevati (歌う)

現在形

肯定 

単数 兒��B�

一人称 ��Uf�ﾒ�PeVamo 

二人称 ��Wf�ｮﾂ�PeVate 

三人称 ��Uf��PevaJu 

S　セルビア語のアクセントは､音の強弱だけでなく､高低も関与するものである｡次のような4種のア

クセントが区別されている｡

長い下降調　a:a l-＼:_]

短い下降調　aa l-＼_]

長い上昇調　a:a[_:/~]､ a:a[_/:~]

短い上昇調aa[_/-]
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命令形

肯定 

単数 兒��B�

一人称 ��PevaJmO 

二人称 ��Wf�｢�Pevajte 

三人称 匁Vｶ��Uf��nekapevaJu 

アオリスト

肯定 

単数 兒��B�

-^* ��Wf���PeVasmo 

二人称 ��Uf��PeVaste 

三人称 ��Uf��Peva喜e 

未完了過去

肯定 

単数 兒��B�

一人称 ��Wf���PeVasmo 

二人称 ��Uf�ｮﾆR�PeVasmo 

三人称 ��Wf�ｮﾆR�PeV血 

現在分詞: pevajuei

過去分詞: pevav喜i, pevav

受動分詞:

単数-pevan(男性) , pevana (女性) , pevano (中性)

複数　-pevani,　　pevane,　　　pevana

完了分詞:

単数-pevao (男性) , pevala (女性) , pevalo (中性)

複数　-pevali,　　pevale,　　　pevala

1.6第六グループ

第六グループに属する動詞は､現在形語幹が長いiで終わり､不定形語幹が短いiかeで終わる動詞で

ある(例:nosi-) 0

不定形: nositi (運ぶ)
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現在形

肯定 

単数 兒��B�

一人称 紋�6ﾆﾒ�Nosimo 

二人称 ����(�ﾂ�蔟4�2�Nosite 

三人称 匁�9.b�Nose 

肯定 

単数 兒��B�

一人称 ��Nosimo 

二人称 匁�9.b�Nosite 

三人称 匁Vｶ�踟6��nekanose 

アオリスト

肯定 

単数 兒��B�

一人称 匁�6ﾒ�Nosismo 

二人称 匁�6��Nosiste 

三人称 匁�9.b�Nosi喜e 

未完了過去

肯定 

単数 兒��B�

一人称 匁�v���No蓋asmo 

二人称 ��(6ﾘ�(6ﾒ�蔟6�6R�No喜aste 

三人称 著�"��ﾂ�蔟6�6R�No菖ahu 

現在分詞: nosedi

過去分詞: nosiv蓋i, nosiv

受動分詞:

単数-no蓋en (男性) , no喜ena (女性) , no喜eno (中性)

複数　-no蓋emi,　　no蓋ene,　　　no蓋ena

完了分詞:

単数-nosio (男性) , nosila (女性) , nosilo (中性)

複数　-nosili,　　nosile,　　　nosila
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1.7第七グループ

第七グループに属する動詞は､現在形語幹がiで終わり､不定形語幹がaで終わる動詞である(例:

dr皇iイdr皇a-) 0

不定形: drhti (持つ)

現在形

肯定 

単数 兒��B�

一人称 萌(ﾖ6猛�Dr皇imo 

二人称 萌(ﾖ6舒ﾂ�Dr皇ite 

三人称 萌(ﾖ6��Dr皇e 

肯定 

単数 兒��B�

一人称 ��Dr皇imo 

二人称 萌(ﾖ6��Dr皇ite 

三人称 匁Vｶ�G(ﾖ6��nekadr皇e 

アオリスト

肯定 

単数 兒��B�

一人称 萌(ﾖ6���Dr皇asmo 

二人称 萌"�Dr皇aste 

三人称 萌(ﾖ6��Dr皇a喜e 

未完了過去

肯定 

単数 兒��B�

-人称 萌(ﾖ6���Dr皇asmo 

二人称 萌(ﾖ6�ｮﾆR�Dr皇aste 

三人称 萌(ﾖ6�ｮﾆR�Dr皇allu 

現在分詞: dr皇e6i

過去分詞: dr皇av喜i, drhv

受動分詞:
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単数-dr皇an(男性) , dr皇ana(女性) , dr皇ano (中性)

複数　-dr皇ani,　　dr皇ane,　　　dr皇ana

完了分詞:

単数-dr皇ao (男性) , dr皇ala (女性) , dr皇alo (中性)

複数　Idrhli,　　dr皇ale,　　　dr皇ala

2.助動詞の変化

セルビア語の助動詞の働きの一つは､複合時制を作ることである｡セルビア語の助動詞はjesam (であ

る) , biti (である) , hteti (～したい)であるo　これらの助動詞は､不規則変化である｡

2. 1Jesanの変化

Jesamは､現在形しか持っていない助動詞である｡

現在形 剞ﾚ辞形 剩ﾛ定形 

単数 兒��B�単数 兒��B�単数 兒��B�

一人 称 幡W6�ﾒ�jesmo �6�ﾒ�SmO 匁ﾅ6�ﾒ�nlSam 

二人 称 幡W6��jeste �6��ste 匁�6��niste 

三人 称 幡W7FR�jesu 幡R�Su 匁岬R�nisu 

2L2Bitiの変化

Bitiは､受動分子を持っていない助動詞である｡

不定形: biti

現在形

現在形 剩ﾛ定形 

単数 兒��B�単数 兒��B�

一人称 �'VFVﾒ�bu.demo 蒙V'R襷V��nebudemo 

二人称 �'VFX･r�budete 匁V'VFVr�nebudete 

三人称 �'VFR�budu 匁V'VFR�nebudu 

現在形 

単数 兒��B�

一人称 ��Budimo 

二人称 �'VF��Budite 
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三人称 匁Vｶ�'VFR�nekabudu 

アオリスト

現在形 

単数 兒��B�

一人称 �)ZR�Bismo 

二人称 �&��Biste 

三人称 �&��Bige 

未完了過去

現在形 剞ﾚ辞形 

単数 兒��B� ��

一人称 �&Vｦ���bejasmo �&V��Besmo 

二人称 �&Vｦ�･vR�bejaste �&X�&R�Beste 

三人称 �&Vｦ�ｮﾆR�bejahu �&XｮﾆR�Behu 

現在分詞: buduei

過去分詞: biv喜i, biv

完了分詞:

単数-bio (男性) , bila (女性) , bil° (中性)

複数　-bill,　　bile,　　　bila

2.3Htetiの変化

Htetiも受動分詞を持っていない助動詞である｡

不定形: hteti

現在形

現在形 剞ﾚ辞形 剩ﾛ定形 

単数 兒��B�単数 兒��B�単数 兒��B�

一人 称 陪�R�hoeemo 妨R�〟 CemO ���覽7R�′ neCemO 

二人 称 昧�X甁�hoCete 友Xｮﾂ�eete ��ﾈ�(6ﾒ�NFV6W2�neiete 

三人 称 陪�R�hoee �6R�ie ���覽6R�′ nらce 
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命令形

現在形 

単数 兒��B�

一人称 ��Hte血imo 

二人称 枚FXﾈﾆ��Hte血ite 

三人称 匁Vｶ��VR�nekahoee 

アオリスト

現在形 

単数 兒��B�

一人称 枚FVと⑦VF��htesmo,htedosmo 

二人称 枚FRﾆ⑦VFR�hteste,htedoste 

三人称 枚FRﾆ⑦VFR�hte喜e,htedo蓋e 

未完了過去

現在形 

単数 兒��B�

一人称 昧�6���Hoeasmo 

二人称 昧��yVR�Hoeaste 

三人称 昧��･vR�Hoeahu 

現在分詞: hoteei

過去分詞: htev喜i, htev

完了分詞:

単数-hteo (男性) , htela (女性) , htelo (中性)

複数　-hteli,　　htele,　　　htela

3.複合時制形

3. 1過去形(jesamの現在形+完了分詞)

肯定 

単数 兒��B�

一人称 幡�6�ﾗ�Uf���mismopevali 

二人称 友�6��Uf���VistepeVali 

三人称 尾ﾔｦW�Uf���onisupevali 

182



3.2過去完了(bitiの未完了過去+完了分詞､又は､ bitiの過去形+完了分詞)

未完了過去 刮ﾟ去形 

単数 兒��B�単数 兒��B�

一人称 �&Vｦ�ﾒ坊⑧&W6���bejaM)ehtresao �&薮6�ﾗG&W6���Bilismotresli 

二人称 �&Vｦ�ｮﾆX峺X･vR�G&W6���beja喜e化e蓋etresao �&薮6宥&W6���bilistetresli 

三人称 �&Vｦ�･vX峺XｮﾆR�G&W6���beja喜e佃e蓋etresao �&柳ｦX襷W6���bilisutresli 

3.3未来形(接辞形のhtetiの現在形+不定形(複合時制形) ､又は､単純時制形)

複合時制形 剪P純時制形 

単数 兒��B�単数 兒��B�

一人称 幡�7W�Uf�F��mieemopevati ��Wf�WR�pevaeemo 

二人称 友坊Y_7�Uf�F��vieetepeVati ��Uf�VX･r�pevaeete 

三人称 尾觀W�Wf�F��oniCepevati ��Uf�6R�pevaee 

3.4第二未来形(bitiの現在形+完了分詞)

肯定 

単数 兒��B�

一人称 俐��B�'VFVﾒ��Uf���budemopeVali 

二人称 �'VFX･w�Wf���budetepeVali 

三人称 �'VFW�Uf���budupeVali 

3.5接続法(bitiのアオリスト+完了分詞)

肯定 

単数 兒��B�

一人称 岬�&枚�Wf���mibismopeVali 

二人称 友�&��Uf���VibistepeVali 

三人称 柳�&��Uf���onibipeVali 
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